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自由保育との違いは？ 卒園後の評価は？
現場の先生方に伺いました！

教えてください！
筑女幼稚園への
素朴な疑問14

筑紫女学園の2016年1月から12月におけるトピックスをピック
アップ。振り返れば、この１年も新たな取り組みや活躍した人々
など、いろんなことがありました。

※本誌『CJ Report』掲載記事以外の情報は、学園Webサイトより（http://www.chikushi.ac.jp）

プレイバック「筑紫女学園2016」
～本学園の“この１年”を振り返りました～

【凡例】 　＝大学　　＝短期大学部　　＝高等学校　　＝中学　　＝幼稚園大 短 高 中 幼

1月

年長 お茶会

幼

●30日
年長 
竹馬披露会

幼

●19日

▶これだけ
乗れたよ！
「竹馬披露会」。

▲宗教部の生徒たちによる雅楽演奏。

2月

年少 劇遊び会

幼●6日

●27日
ひなまつり茶会

高 中

●8日 大

全学礼拝（報恩講）

11月

5月

創立記念式典・宗祖降誕会・花まつり

幼● 13日
花まつり

● 7日

● 20～21日
紫苑祭

高 中

高 中

▲「CJ力～みんながヒロイン 未来は広いん?!」
　をテーマに開催した紫苑祭。

● 24日
年長 親子遠足

● 30日
年中 よもぎだんごパーティー

幼

幼

幼● 31日
年長 油山登山

幼

高

高

12月

修学旅行

●17日
お餅つき

●5～9日

●25日
女子第28回全国高等学校駅伝競走
大会出場、4位入賞

●20日・21日 幼

クラスマッチ

中

●1日
体育祭

高

●1日

●4日
みそ作り

幼

●8日
県人会主催 ソフトバンクホークス
試合観戦

大

年長 お泊り会

●29日～
サマー
語学研修

中

7月

▶青組優勝で
幕を閉じた
今年度の高
校体育祭。

▶アメリカ人
の 先 生 た
ちと楽しく
英 語 を学
びました。

▲石垣島で実施。サンゴ礁文化などへの
　学びを深めました。

● 19～22日
CJサマーキャンプ

大

● 11日
OPEN CAMPUS

大

8月

秋の遠足

幼

●25日
体育祭

中

●21日

●29日
竹馬づくり

幼

●29日・30日
第51回筑紫祭

大

10月

▲今年度の中学体育祭は黄ブロックが
　総合優勝を果たしました。

▲吉沢亮さんのトークショーも
　盛り上がった筑紫祭。

大 高

大

9月

そうめん流し

●20日
高大連携プログラム

●3日

●21日
9月卒業式・修了式

幼

▲多くの卒業生が参加し、当時を懐かしく
　振り返った一日。

6月

筑紫女学園短期大学50年の集い

短●11日

4月

入学式

大●5日

●8日
入学式

高 中

●13日
入園式

幼

●18日
保護者懇談会・後援会総会

幼

▲プール出しや花壇の整備などで
　ご協力いただきました。

●27日
お父さんの会（らいおん組）

幼

●13日
年少 給食参観

幼

▶自分たちで堀
ったたけのこ
で作ったたけ
のこごはんは
最高！

●14日
熊本地震
発生

●28日
たけのこ
ごはん
パーティー

幼

●15日
ジョヴァンニ・アレヴィ ピアノ演奏会

高 中

▶本学でも多く
の募金活動や
ボランティアに
携わりました。
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進
路
支
援
課

主
任

退
職

●
事
務
職
員

（
平
成
28
年
8
月
31
日
付
）

寄
付（
順
不
同
）

三
〇
、〇
〇
〇
円

金
額

（
教
育
活
動
の
補
助
と
し
て
）

　
福
岡
仏
教
讃
歌
の
会 

　
会
長
　
大
分 

哲
照 

様

●
寄
付
金

左
記
の
と
お
り
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

誌
上
、御
礼
と
ご
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

金
額

（
香
典
返
し
）

　
八
十 

幸
美 

様

●
学
園
奨
学
金

Professors’Works　～先生方の著作紹介～

●
吉
野 

嘉
高

　 （
大
学
／
現
代
社
会
学
科
教
授
）著

新潮社 刊／740円＋税
2016年3月発行

『
フ
ジ
テ
レ
ビ
は

　
な
ぜ
凋
落
し
た
の
か
』

●
時
里 

奉
明

　 （
大
学
／
日
本
語
・
日
本
文
学
科
教
授
）著

弦書房 刊／1,900円＋税
2016年3月発行

『
安
高
団
兵
衛
の
記
録
簿

│「
時
間
」と
競
争
し
た
あ
る
農
民
の
一
生
』

●
竹
熊 

真
波

　 （
大
学
／
ア
ジ
ア
文
化
学
科
教
授
）著

中川書店 刊／1,500円＋税
2016年3月発行

『
教
育
原
理

　
│
教
員
を
目
指
す
学
生
の
た
め
に
│
』

卒業式

高

●10日・11日
修了式・卒業式

大 短

●3日

●14日・15日
クラスマッチ

高

●16日
卒園式

幼

3月

▲最後の短期大学部卒業生を送り出しました。

●18日
終業式・修了式

高 中
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ら
で
き
た
象
形
文
字
だ
そ
う
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す
。よ
く
、

「
人
」と
い
う
字
は
何
か
に
支
え
ら
れ
て
い
る
姿

を
表
し
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。美
し
い
解
釈

で
す
が
、字
の
成
り
立
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は
違
っ
て
い
る
よ
う

で
す
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こ
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る
と
、「
人
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を
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す
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が
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か
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持
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す
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こ
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も
あ
る
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す
。

「
手
」と「
知
恵
」を
使
っ
て
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や
道
具
を
作
り

だ
す
と
こ
ろ
に
、人
間
の
本
質
が
あ
る
と
捉
え

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。「
人
」は
長
い
歴
史
の
中

で
、多
く
の
物
を
作
り
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

豊
か
な
文
化
と
便
利
な
生
活
を
手
に
入
れ
、

人
類
の
福
祉
や
平
和
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し

た
。と
こ
ろ
が
一
方
で
は
、人
類
に
大
き
な
悲

し
み
や
争
い
を
も
た
ら
す
物
を
作
っ
て
き
た
の

も
事
実
で
す
。人
間
が
作
り
出
し
た
最
大
の

「
負
」の
遺
産
が
戦
争
で
使
用
す
る「
武
器
」で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
弓
矢
」や「
ヤ
リ
」な
ど

の
原
始
的
な
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は
、本
来
人
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が
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き
て
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た
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に
、必
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狩
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ら
れ
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ら
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合
掌
」の
姿
勢
の
ル
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イ
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は
、仏
教
徒
も
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
も
皆
、「
ナ
マ

ス
テ
」と
挨
拶
し
、合
掌
し
ま
す
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味
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。
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し
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先
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け
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で
は
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く
、相
手
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敬
し
大

切
に
し
ま
す
と
い
う
意
思
を
示
す
姿
勢
で
す
。
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わ
せ
合
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仏
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っ
て
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。仏
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徒
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と
っ
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合
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も
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な
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、仏
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敬
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頼
す
る
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自
分
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返
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「
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り
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り
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煩
悩
に
いつ
も
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り
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て
、す
ぐ
に
拳
を
握
り
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を
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げ
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の
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ま

す
が
、一
方
で
握
っ
た
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の
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ゆ
る
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、手
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げ
て
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掌
す
る
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で
き
る
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も
人

間
で
す
。仏
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ま
の
前
で
手
を
合
わ
せ
た
時
、

拳
の「
お
そ
ろ
し
さ
」と
、合
掌
の「
暖
か
さ
」、

そ
し
て
、本
当
の
人
間
ら
し
さ
と
は
何
か
が
見

え
て
く
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

こころに響くことば 

15

※「法海」とは、仏法の広大なことを海にたとえている言葉です。

【
中
学
校
・
高
等
学
校
宗
教
教
育
部
】
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Special Issue

特集／幼稚園
自由保育との違いは？ 卒園後の評価は？
現場の先生方に伺いました！
教えてください！筑女幼稚園への素朴な疑問14

この内容は、中学校・高等学校のWebサイト「今月のことば」に掲載されています。
「今月のことば」とは、毎月はじめ、中学校・高等学校の全校生徒に配布している
“こころに響くことば”です。皆さまもぜひご一読ください。

▶アクセスはこちらから！
http://www.chikushi.ac.jp/hsc/h/kotoba/2017.php

「
人

CJ Topics

P14 CJ フォトピックス ～写真で見る筑女生の「今」～

P7

P9

P11

P12

P13

やるネ！筑女生
・大学／太宰府市の事務事業外部評価委員に（林 志歩さん／現代社会学部2年）
・高等学校／オーストラリアに短期留学（下野 恵実さん／高等学校2年）

All CJ Pick-Up！ 
・大学／障がい学生支援室が学生サポートルーム「ラトナ」を開設
・高等学校／2020年度大学入試改革に向けた新たな授業プログラム
・幼稚園／清掃活動「ピカピカ大作戦」、スタート！

CJOG通信
・石川 昭子 さん（紫友会会長／筑紫女学園短期大学1968年卒）
大学 「就職の筑女」 
・九電テクノシステムズ株式会社  阿世賀 英里子さんの巻
中高OGが語る私の夢への歩き方 「進学の筑女」 
・九州大学 法学部1年  山岡 祐貴さんの場合
幼稚園「先生、おしえて！子育ての極意」 
・保育のプロが母として感じていることは？（幼稚園／石山 恭子教諭）
親子で読みたい！「こころに響く絵本」 
・『いやいやえん』（保護者 豊留 理恵子さん）

CJ People

「CJ Report（筑紫女学園報）」の 
 バックナンバーはWebサイトで！ 
学園トップまたは、各学校サイト下部のリンク
から、本誌のバックナンバーをご覧いただけます。 

CJ Information

P17

P18

P19

学園中長期計画「筑女プラン2017」
進捗状況報告
・高校／特別寄稿「平成28年度 女子第28回 全国高等学校駅伝大会」で
  4位入賞！

プレイバック筑紫女学園2016
・筑紫女学園からのお知らせ
・Professor’s Works ～先生方の著作紹介～
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Special Issue

今回の表紙は10月29日に幼稚園
で行われた「竹馬づくり」の時のス
ナップです。この日は朝9時から約2
時間かけて、親子が協力しながら
お手製の竹馬を作りました。今年
1月21日には竹馬披露会も行われ
ました。

各学校のマークについて
学校ごとに以下のマーク（色分け）を施しています。

上記以外の記事の色分けは任意で行っています。

大学 高等学校・中学校 幼稚園 生涯学習センター

大学 高・中 生涯学習幼稚園
学園

学 園

教
え
て
く
だ
さ
い
！
筑
女
幼
稚
園
へ
の
素
朴
な
疑
問
14

幼稚園

特集
幼稚園

 教えてください！
筑女幼稚園への素朴な疑問14

現場の先生方に伺いました！

「共働き世帯の増加」をはじめ、昨今の幼稚園を取り巻く環境は大きな変化を遂げてきました。
そのような中、筑女幼稚園では、「遊びを中心にした保育」の実践を続け、

保護者の方々をはじめ、高い評価を得ています。
今回は、現場の先生方に“どのような考え方で何を実践しているのか？”直撃質問。

筑女幼稚園の魅力を探ってみました。

昨年10月29日に幼稚園で行われた「竹馬づくり」の後、
有志の保護者の方 と々園児にお集まりいただいての一枚。
皆さん、完成した竹馬を手に満面の笑み！

自由保育との違いは？ 卒園後
の評価

は？

●小野山 佳代 教頭
ご自身も筑女幼稚園および
本学短期大学出身！

●石山 恭子 教諭（養護）
本学中学校･高等学校出身
（中高一貫コース1期生）。
2児の母。

●岸田 由美子 教諭
本学短期大学出身。
2度の育児休暇を挟み、
教職歴は今年で20年目！

●児嶋 菜緒 教諭
本学文学部発達臨床心理学科出身。2009年から現職に。

●宮川 結衣 教諭
本学短期大学部出身。
2014年に奉職。

お 答 え い た だ い た 先 生 方

●井上 博子 教諭
本学高等学校・短期大学部出身。2008年より現職に。
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す
る「
武
器
」で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
弓
矢
」や「
ヤ
リ
」な
ど

の
原
始
的
な
武
器
は
、本
来
人
間
が
生
き
て
い

く
た
め
に
、必
要
な
獲
物
を
狩
る
道
具
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。し
か
し
、そ
の
武
器
の
矛
先
は
い

つ
の
間
に
か
、動
物
で
は
な
く
人
間
に
対
し
て

向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。現
在
、そ

の
武
器
の
矛
先
は
、全
人
類
に
向
け
ら
れ
て
い

る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
合
掌
」の
姿
勢
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
イ
ン
ド
で

は
、仏
教
徒
も
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
も
皆
、「
ナ
マ

ス
テ
」と
挨
拶
し
、合
掌
し
ま
す
。「
ナ
マス
テ
」と

は
、〝
あ
な
た
を
敬
い
ま
す
〞と
い
う
意
味
で
す
。

相
手
に
対
し
て「
ゲ
ン
コ
ツ
」（
武
器
の
矛
先
）

を
向
け
る
の
で
は
な
く
、相
手
を
尊
敬
し
大

切
に
し
ま
す
と
い
う
意
思
を
示
す
姿
勢
で
す
。

　
第
二
の
お
釈
迦
さ
ま
と
称
さ
れ
た
、イ
ン
ド

の
龍
樹
と
い
う
方
は
、手
を
合
わ
せ
合
掌
す
る

の
は
、裏
表
な
く
自
分
自
身
を
仏
さ
ま
の
前

に
さ
ら
け
出
す
こ
と
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。仏

教
徒
に
と
っ
て「
合
掌
」は
最
も
基
本
と
な
る

姿
勢
で
、仏
さ
ま
を
敬
い
相
手
を
信
頼
す
る
こ

と
を
表
す
と
と
も
に
、深
く
自
分
自
身
を
振

り
返
る
姿
で
も
あ
り
ま
す
。自
己
中
心
的
な

「
貪
り
」や「
怒
り
」と
いっ
た
煩
悩
に
いつ
も
振

り
回
さ
れ
て
、す
ぐ
に
拳
を
握
り
、そ
れ
を
振

り
上
げ
よ
う
と
す
る
の
が
人
間
で
も
あ
り
ま

す
が
、一
方
で
握
っ
た
拳
の
力
を
ゆ
る
め
、手

を
広
げ
て
合
掌
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
人

間
で
す
。仏
さ
ま
の
前
で
手
を
合
わ
せ
た
時
、

拳
の「
お
そ
ろ
し
さ
」と
、合
掌
の「
暖
か
さ
」、

そ
し
て
、本
当
の
人
間
ら
し
さ
と
は
何
か
が
見

え
て
く
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

こころに響くことば 
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※「法海」とは、仏法の広大なことを海にたとえている言葉です。

【
中
学
校
・
高
等
学
校
宗
教
教
育
部
】
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特集／幼稚園
自由保育との違いは？ 卒園後の評価は？
現場の先生方に伺いました！
教えてください！筑女幼稚園への素朴な疑問14

この内容は、中学校・高等学校のWebサイト「今月のことば」に掲載されています。
「今月のことば」とは、毎月はじめ、中学校・高等学校の全校生徒に配布している
“こころに響くことば”です。皆さまもぜひご一読ください。

▶アクセスはこちらから！
http://www.chikushi.ac.jp/hsc/h/kotoba/2017.php

「
人

CJ Topics

P14 CJ フォトピックス ～写真で見る筑女生の「今」～

P7

P9

P11

P12

P13

やるネ！筑女生
・大学／太宰府市の事務事業外部評価委員に（林 志歩さん／現代社会学部2年）
・高等学校／オーストラリアに短期留学（下野 恵実さん／高等学校2年）

All CJ Pick-Up！ 
・大学／障がい学生支援室が学生サポートルーム「ラトナ」を開設
・高等学校／2020年度大学入試改革に向けた新たな授業プログラム
・幼稚園／清掃活動「ピカピカ大作戦」、スタート！

CJOG通信
・石川 昭子 さん（紫友会会長／筑紫女学園短期大学1968年卒）
大学 「就職の筑女」 
・九電テクノシステムズ株式会社  阿世賀 英里子さんの巻
中高OGが語る私の夢への歩き方 「進学の筑女」 
・九州大学 法学部1年  山岡 祐貴さんの場合
幼稚園「先生、おしえて！子育ての極意」 
・保育のプロが母として感じていることは？（幼稚園／石山 恭子教諭）
親子で読みたい！「こころに響く絵本」 
・『いやいやえん』（保護者 豊留 理恵子さん）

CJ People

「CJ Report（筑紫女学園報）」の 
 バックナンバーはWebサイトで！ 
学園トップまたは、各学校サイト下部のリンク
から、本誌のバックナンバーをご覧いただけます。 

CJ Information

P17

P18

P19

学園中長期計画「筑女プラン2017」
進捗状況報告
・高校／特別寄稿「平成28年度 女子第28回 全国高等学校駅伝大会」で
  4位入賞！

プレイバック筑紫女学園2016
・筑紫女学園からのお知らせ
・Professor’s Works ～先生方の著作紹介～
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今回の表紙は10月29日に幼稚園
で行われた「竹馬づくり」の時のス
ナップです。この日は朝9時から約2
時間かけて、親子が協力しながら
お手製の竹馬を作りました。今年
1月21日には竹馬披露会も行われ
ました。

各学校のマークについて
学校ごとに以下のマーク（色分け）を施しています。

上記以外の記事の色分けは任意で行っています。

大学 高等学校・中学校 幼稚園 生涯学習センター

大学 高・中 生涯学習幼稚園
学園

学 園

教
え
て
く
だ
さ
い
！
筑
女
幼
稚
園
へ
の
素
朴
な
疑
問
14

幼稚園

特集
幼稚園

 教えてください！
筑女幼稚園への素朴な疑問14

現場の先生方に伺いました！

「共働き世帯の増加」をはじめ、昨今の幼稚園を取り巻く環境は大きな変化を遂げてきました。
そのような中、筑女幼稚園では、「遊びを中心にした保育」の実践を続け、

保護者の方々をはじめ、高い評価を得ています。
今回は、現場の先生方に“どのような考え方で何を実践しているのか？”直撃質問。

筑女幼稚園の魅力を探ってみました。

昨年10月29日に幼稚園で行われた「竹馬づくり」の後、
有志の保護者の方 と々園児にお集まりいただいての一枚。
皆さん、完成した竹馬を手に満面の笑み！

自由保育との違いは？ 卒園後
の評価

は？

●小野山 佳代 教頭
ご自身も筑女幼稚園および
本学短期大学出身！

●石山 恭子 教諭（養護）
本学中学校･高等学校出身
（中高一貫コース1期生）。
2児の母。

●岸田 由美子 教諭
本学短期大学出身。
2度の育児休暇を挟み、
教職歴は今年で20年目！

●児嶋 菜緒 教諭
本学文学部発達臨床心理学科出身。2009年から現職に。

●宮川 結衣 教諭
本学短期大学部出身。
2014年に奉職。

お 答 え い た だ い た 先 生 方

●井上 博子 教諭
本学高等学校・短期大学部出身。2008年より現職に。



本
的
に
は
、朝
の
登
園
時
、給
食
の
前
、ク
ラ

ス
で
の
帰
り
の
挨
拶
の
時
、み
仏
様
に
手
を

合
わ
せ
て
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
ま
す
。そ
の
他
、「
花
ま

つ
り
」や「
報
恩
講
」な
ど
の
法
要
や
月
一
回
の
合
同

礼
拝
で
は
、遊
戯
室
に
集
ま
っ
て
全
員
で
、み
仏
様
へ

の
お
つ
と
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。幼
稚
園
児
の
場
合
、

日
常
的
に
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
が
、生
き
物
や

食
べ
物
な
ど
、自
分
に
関
わ
る
全
て
の
人
や
物
に
対

し
て
、常
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
よ
う
、子
ど

も
た
ち
に
も
分
か
り
や
す
く
、指
導
し
て
い
ま
す
。

併
せ
て
、手
を
合
わ
せ
る
こ
と
の
大
切
さ
も
、子
ど

も
た
ち
は
身
近
に
感
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。自
分
は

一
人
で
生
か
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
、虫
な
ど

の
生
き
物
、植
物
全
て
に
命
が
あ
る
こ
と
、食
前
・
食

後
の「
い
た
だ
き
ま
す
」や「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」は
幼
児

期
で
も
し
っ
か
り
理
解
を
示
し
て
い
る
こ
と
の
ひ
と

つ
で
す
。

【
回
答
：
石
山 

恭
子 

教
諭（
養
護
）】

女
幼
稚
園
は
自
由
保

育
で
す
よ
ね
？
」と
質

問
を
受
け
る
こ
と
が
よ
く
あ
り

ま
す
が
、自
由
保
育
が「
子
ど
も

た
ち
の
や
り
た
い
こ
と
を
一
日

中
自
由
に
遊
ん
で
い
る
」と
思
わ

れ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、本
園

の
保
育
は「
自
由
保
育
」で
は
あ

り
ま
せ
ん
。「
子
ど
も
が
一
番
、

子
ど
も
が
真
ん
中
、子
ど
も
に

真
っ
直
ぐ
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、幼

稚
園
教
育
要
領
の
５
領
域
に
基

づ
き
、各
学
年
で
年
間
の
指
導

計
画
や
月
案
を
立
案
し
、さ
ら

に
各
担
任
が
子
ど
も
た
ち
一
人

ひ
と
り
の
実
態（
発
達
段
階
）を

踏
ま
え
た
う
え
で
、子
ど
も
の

遊
び
や
今
興
味
を
持
っ
て
い
る

こ
と
を
大
切
に
し
つ
つ
、活
動
内

容
や
時
間
の
流
れ
な
ど
ね
ら
い

を
持
っ
て
計
画
し
て
い
る
の
が
、

本
園
の「
遊
び
を
中
心
と
し
た

保
育
」で
す
。

　

園
周
辺
の
恵
ま
れ
た
自
然
環

境
の
中
で
、子
ど
も
た
ち
は
元
気
に

身
体
を
動
か
し
、草
花
や
生
き
物
に

た
く
さ
ん
触
れ
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

興
味
・
関
心
を
持
ち
、五
感
を
働
か

せ
な
が
ら
イ
キ
イ
キ
と
遊
ん
で
い
ま

す
。自
分
で
好
き
な
遊
び
を
見
つ
け
、

興
味
を
持
っ
た
こ
と
に
没
頭
し
、繰

り
返
し
同
じ
遊
び
を
楽
し
む
子
ど
も

た
ち
は「
自
由
遊
び
」が
保
障
さ
れ
て

い
ま
す
。し
か
し
、教
師
は
そ
の
子
ど

も
た
ち
を
安
全
に
遊
べ
る
よ
う
見
守

っ
て
い
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。意

図
的
に
声
を
か
け

た
り
環
境
を
整
え

る
こ
と
で
子
ど
も

の
遊
び
が
深
化
・

拡
大
す
る
よ
う
に

工
夫
し
ま
す
。ま

た
、こ
の
時
期
に

経
験
さ
せ
た
い
こ

と（
活
動
）を
授
業

の
よ
う
な
い
わ
ゆ

る「
一
斉
保
育
」と

い
う
形
で
は
な
く
、

子
ど
も
自
身
が

「
や
っ
て
み
た
い
」

と
思
い
、活
動
自

体
が
楽
し
い
遊
び

に
な
る
よ
う
に

日
々
の
保
育
を
考

え
、反
省
し
、次
の

日
に
活
か
し
て
い

き
ま
す
。保
育
計

画
は
ク
ラ
ス
の
子

ど
も
た
ち
一
人
ひ

と
り
を
理
解
し
な

い
と
立
て
ら
れ
ま
せ
ん
。職
員
み
ん
な

で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、情
報
を

共
有
し
な
が
ら
各
担
任
が
責
任
を
持

っ
て
ク
ラ
ス
の
保
育
を
考
え
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

【
回
答
：
岸
田 

由
美
子 

教
諭
】
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Q1．
A
活
動
内
容
や
時
間
の
流
れ
な
ど

ね
ら
い
を
持
っ
た
計
画
に
基
づ
く
保
育
が
一
番
の
特
長
で
す

筑
女
幼
稚
園
の「
遊
び
を
中
心
に
し
た
保
育
」と
、

い
わ
ゆ
る「
自
由
保
育
」の
違
い
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
？

「
筑

▲一人ひとりの発達段階を踏まえ、興味・関心を大切にしながら、子どもたちの「遊びを中心とした保育」
に取り組んでいます。

護
者
の
方
と
一
緒
に
登
園

し
て
い
た
だ
く
時
期
は
主

に
、年
少
の
一
学
期
間
で
す
。子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
幼
稚
園
。

親
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
で
の
集
団
生

活
と
い
う
こ
と
で
不
安
は
子
ど
も
だ

け
で
な
く
、保
護
者
の
方
に
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。朝
、し
っ
か
り
親
子
で

「
いっ
て
き
ま
す
」「
いっ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」

と
挨
拶
し
、幼
稚
園
の
登
園
の
流
れ

を
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
保
護
者

の
方
に
も
知
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、降
園
時
は
在
園
中
の
様
子

を
保
護
者
の
方
に
一
人
ひ
と
り
伝
え

て
い
ま
す
。朝
泣
い
て
い
た
子
、朝
泣
い

て
い
な
く
て
も
あ
と
か
ら
不
安
に
な

る
子
な
ど
、様
子
は
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
伝
え

る
こ
と
で
、担
任
と
保
護
者
の
方
が

子
ど
も
の
情
報
を
共
有
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

【
回
答
：
宮
川 

結
衣 

教
諭
】

Q4．
A
保
護
者
の
方
に
も
登
園
の
流
れ
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、年
少
の
一
学
期
間
、実
施
し
て
い
ま
す

筑
女
幼
稚
園
で
は
、保
護
者
と
同
伴
で
登
園・降
園
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
期
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、そ
の
理
由
は
？

保

人
ひ
と
り

の
や
り
た

い
と
思
う
気
持
ち

と
タ
イ
ミ
ン
グ
を
大

切
に
し
、子
ど
も
自

身
が
意
欲
を
持
っ

た
時
こ
そ
、学
び
の

チ
ャ
ン
ス
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、ク
ラ
ス

毎
に
活
動
を
始
め

る
時
間
を
設
定
す

る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
時
間
割
の
な

い
一
日
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、学
年

内
で
事
前
に
決
め

た
活
動
で
あ
っ
て

も
、一
人
ひ
と
り
が

十
分
に
好
き
な
遊

び
を
楽
し
ん
だ
後

に
活
動
の
時
間
を

設
け
る
ク
ラ
ス
や
、朝
か
ら
環
境
設
定
を
し
て
興
味
を

持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
仕
掛
け
を
し
て
お
き
、み

ん
な
が
登
園
し
た
ら
す
ぐ
に
活
動
を
始
め
る
ク
ラ
ス

な
ど
、子
ど
も
の
興
味
・
関
心
、ク
ラ
ス
の
様
子
に
合
わ

せ
る
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
時
間
で
区
切
ら
れ
た
行
動
を
続
け
、生
活
が

一
連
の
流
れ
に
沿
っ
て
進
ん
で
い
く
こ
と
ば
か
り
に

な
ら
な
い
よ
う
、時
と
場
合
に
順
応
で
き
る
力
も
子
ど

も
た
ち
に
身
に
つ
け
て
欲
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。と

は
言
っ
て
も
、朝
の
準
備
や
食
事
の
準
備
、帰
り
の
準

備
な
ど
は
習
慣
と
し
て
丁
寧
に
指
導
し
て
い
ま
す
。ま

た
、時
間
割
は
使
い
ま
せ
ん
が
、年
長
に
な
る
と
小
学

校
進
学
に
向
け
て
時
計
を
意
識
し
て
行
動
が
で
き
る

よ
う
に「
８
の
所
に
長
い
針
が
き
た
ら
〇
〇
し
よ
う
」

な
ど
と
声
を
か
け
、自
分
た
ち
で
時
計
を
見
て
動
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

【
回
答
：
井
上 

博
子 

教
諭
】

一

▶クラスの状況によって一日の活動
内容を変えるなど、子どもの意欲を大
切にした保育を心がけています。

※健康、人間関係、環境、言葉、表現

Q2．
A 子ども自身が意欲を持った時を学びのチャンスにするため、

クラス毎に活動時間を設定しています

筑女幼稚園には
厳密な時間割がないと聞きましたが、その理由は？

◀「自由保育」を保障する
だけでなく、生活習慣など
を身につけるための指導
は丁寧に行っています。

Q3．
A 「命の大切さ」や「感謝の心」が身につくよう、

日々努めています

筑紫女学園は仏教を基本にした学校と聞いていますが、
幼稚園ではどのような形で取り入れていますか？

基

▲子どもの様子を保護者の方 と々教職員が直接伝
え合うことで、一人ひとりへのケアが充分に行き届く
よう、年少の一学期のみ同伴登園・降園をお願いし
ています。

つ
を
出
し
、好
き
な
遊
び
を
中
心
に
ゆ
っ
く
り
過

ご
し
な
が
ら
担
当
教
諭
が
見
守
っ
て
い
ま
す
。月

〜
金
曜
日
の
保
育
終
了
後
、14
時
30
分
〜
17
時

（
午
前
保
育
日
は
、お
弁
当
持
参
で
12
時
30
分
〜

17
時
）で
の
お
預
か
り
を
し
て
い
ま
す
。

【
回
答
：
岸
田 

由
美
子 

教
諭
】

園
後
は
親
子
で
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、緊
急

時
や
所
用
時
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、預

か
り
保
育「
た
け
の
こ
ク
ラ
ブ
」を
設
け
て
い
ま

す
。家
に
帰
っ
た
よ
う
な
温
か
い
雰
囲
気
の
中
で

安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
に
、15
時
過
ぎ
に
お
や

Q5．
A
保
護
者
の
緊
急
時
や
所
用
時
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る

預
か
り
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す

筑
女
幼
稚
園
で
は
、

「
預
か
り
保
育
」を
行
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

降

▲「花まつり」（写真）や「報恩講」をはじめ、さまざまな場面で「手を合わ
せることの大切さ」を身近に感じてくれるような取り組みを行っています。

＊園行事の都合上、開設できない日もあります。毎月のおたよりでお知らせしています。
＊3歳児（年少）は、体力その他の園生活を考慮し、「たけのこクラブ」の開始は二学期
　からとさせていただいています。
＊長期休み（夏休み・冬休みなど）の間、預かり保育は実施していません。

▲「
た
け
の
こ
ク
ラ
ブ
」で
過
ご
す
子
ど
も
た
ち
。

教
え
て
く
だ
さ
い
！
筑
女
幼
稚
園
へ
の
素
朴
な
疑
問
14

幼稚園

※



本
的
に
は
、朝
の
登
園
時
、給
食
の
前
、ク
ラ

ス
で
の
帰
り
の
挨
拶
の
時
、み
仏
様
に
手
を

合
わ
せ
て
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
ま
す
。そ
の
他
、「
花
ま

つ
り
」や「
報
恩
講
」な
ど
の
法
要
や
月
一
回
の
合
同

礼
拝
で
は
、遊
戯
室
に
集
ま
っ
て
全
員
で
、み
仏
様
へ

の
お
つ
と
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。幼
稚
園
児
の
場
合
、

日
常
的
に
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
が
、生
き
物
や

食
べ
物
な
ど
、自
分
に
関
わ
る
全
て
の
人
や
物
に
対

し
て
、常
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
よ
う
、子
ど

も
た
ち
に
も
分
か
り
や
す
く
、指
導
し
て
い
ま
す
。

併
せ
て
、手
を
合
わ
せ
る
こ
と
の
大
切
さ
も
、子
ど

も
た
ち
は
身
近
に
感
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。自
分
は

一
人
で
生
か
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
、虫
な
ど

の
生
き
物
、植
物
全
て
に
命
が
あ
る
こ
と
、食
前
・
食

後
の「
い
た
だ
き
ま
す
」や「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」は
幼
児

期
で
も
し
っ
か
り
理
解
を
示
し
て
い
る
こ
と
の
ひ
と

つ
で
す
。

【
回
答
：
石
山 

恭
子 

教
諭（
養
護
）】

女
幼
稚
園
は
自
由
保

育
で
す
よ
ね
？
」と
質

問
を
受
け
る
こ
と
が
よ
く
あ
り

ま
す
が
、自
由
保
育
が「
子
ど
も

た
ち
の
や
り
た
い
こ
と
を
一
日

中
自
由
に
遊
ん
で
い
る
」と
思
わ

れ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、本
園

の
保
育
は「
自
由
保
育
」で
は
あ

り
ま
せ
ん
。「
子
ど
も
が
一
番
、

子
ど
も
が
真
ん
中
、子
ど
も
に

真
っ
直
ぐ
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、幼

稚
園
教
育
要
領
の
５
領
域
に
基

づ
き
、各
学
年
で
年
間
の
指
導

計
画
や
月
案
を
立
案
し
、さ
ら

に
各
担
任
が
子
ど
も
た
ち
一
人

ひ
と
り
の
実
態（
発
達
段
階
）を

踏
ま
え
た
う
え
で
、子
ど
も
の

遊
び
や
今
興
味
を
持
っ
て
い
る

こ
と
を
大
切
に
し
つ
つ
、活
動
内

容
や
時
間
の
流
れ
な
ど
ね
ら
い

を
持
っ
て
計
画
し
て
い
る
の
が
、

本
園
の「
遊
び
を
中
心
と
し
た

保
育
」で
す
。

　

園
周
辺
の
恵
ま
れ
た
自
然
環

境
の
中
で
、子
ど
も
た
ち
は
元
気
に

身
体
を
動
か
し
、草
花
や
生
き
物
に

た
く
さ
ん
触
れ
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

興
味
・
関
心
を
持
ち
、五
感
を
働
か

せ
な
が
ら
イ
キ
イ
キ
と
遊
ん
で
い
ま

す
。自
分
で
好
き
な
遊
び
を
見
つ
け
、

興
味
を
持
っ
た
こ
と
に
没
頭
し
、繰

り
返
し
同
じ
遊
び
を
楽
し
む
子
ど
も

た
ち
は「
自
由
遊
び
」が
保
障
さ
れ
て

い
ま
す
。し
か
し
、教
師
は
そ
の
子
ど

も
た
ち
を
安
全
に
遊
べ
る
よ
う
見
守

っ
て
い
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。意

図
的
に
声
を
か
け

た
り
環
境
を
整
え

る
こ
と
で
子
ど
も

の
遊
び
が
深
化
・

拡
大
す
る
よ
う
に

工
夫
し
ま
す
。ま

た
、こ
の
時
期
に

経
験
さ
せ
た
い
こ

と（
活
動
）を
授
業

の
よ
う
な
い
わ
ゆ

る「
一
斉
保
育
」と

い
う
形
で
は
な
く
、

子
ど
も
自
身
が

「
や
っ
て
み
た
い
」

と
思
い
、活
動
自

体
が
楽
し
い
遊
び

に
な
る
よ
う
に

日
々
の
保
育
を
考

え
、反
省
し
、次
の

日
に
活
か
し
て
い

き
ま
す
。保
育
計

画
は
ク
ラ
ス
の
子

ど
も
た
ち
一
人
ひ

と
り
を
理
解
し
な

い
と
立
て
ら
れ
ま
せ
ん
。職
員
み
ん
な

で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、情
報
を

共
有
し
な
が
ら
各
担
任
が
責
任
を
持

っ
て
ク
ラ
ス
の
保
育
を
考
え
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

【
回
答
：
岸
田 

由
美
子 

教
諭
】
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Q1．
A
活
動
内
容
や
時
間
の
流
れ
な
ど

ね
ら
い
を
持
っ
た
計
画
に
基
づ
く
保
育
が
一
番
の
特
長
で
す

筑
女
幼
稚
園
の「
遊
び
を
中
心
に
し
た
保
育
」と
、

い
わ
ゆ
る「
自
由
保
育
」の
違
い
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
？

「
筑

▲一人ひとりの発達段階を踏まえ、興味・関心を大切にしながら、子どもたちの「遊びを中心とした保育」
に取り組んでいます。

護
者
の
方
と
一
緒
に
登
園

し
て
い
た
だ
く
時
期
は
主

に
、年
少
の
一
学
期
間
で
す
。子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
幼
稚
園
。

親
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
で
の
集
団
生

活
と
い
う
こ
と
で
不
安
は
子
ど
も
だ

け
で
な
く
、保
護
者
の
方
に
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。朝
、し
っ
か
り
親
子
で

「
いっ
て
き
ま
す
」「
いっ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」

と
挨
拶
し
、幼
稚
園
の
登
園
の
流
れ

を
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
保
護
者

の
方
に
も
知
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、降
園
時
は
在
園
中
の
様
子

を
保
護
者
の
方
に
一
人
ひ
と
り
伝
え

て
い
ま
す
。朝
泣
い
て
い
た
子
、朝
泣
い

て
い
な
く
て
も
あ
と
か
ら
不
安
に
な

る
子
な
ど
、様
子
は
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
伝
え

る
こ
と
で
、担
任
と
保
護
者
の
方
が

子
ど
も
の
情
報
を
共
有
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

【
回
答
：
宮
川 

結
衣 

教
諭
】

Q4．
A
保
護
者
の
方
に
も
登
園
の
流
れ
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、年
少
の
一
学
期
間
、実
施
し
て
い
ま
す

筑
女
幼
稚
園
で
は
、保
護
者
と
同
伴
で
登
園・降
園
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
期
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、そ
の
理
由
は
？

保

人
ひ
と
り

の
や
り
た

い
と
思
う
気
持
ち

と
タ
イ
ミ
ン
グ
を
大

切
に
し
、子
ど
も
自

身
が
意
欲
を
持
っ

た
時
こ
そ
、学
び
の

チ
ャ
ン
ス
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、ク
ラ
ス

毎
に
活
動
を
始
め

る
時
間
を
設
定
す

る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
時
間
割
の
な

い
一
日
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、学
年

内
で
事
前
に
決
め

た
活
動
で
あ
っ
て

も
、一
人
ひ
と
り
が

十
分
に
好
き
な
遊

び
を
楽
し
ん
だ
後

に
活
動
の
時
間
を

設
け
る
ク
ラ
ス
や
、朝
か
ら
環
境
設
定
を
し
て
興
味
を

持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
仕
掛
け
を
し
て
お
き
、み

ん
な
が
登
園
し
た
ら
す
ぐ
に
活
動
を
始
め
る
ク
ラ
ス

な
ど
、子
ど
も
の
興
味
・
関
心
、ク
ラ
ス
の
様
子
に
合
わ

せ
る
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
時
間
で
区
切
ら
れ
た
行
動
を
続
け
、生
活
が

一
連
の
流
れ
に
沿
っ
て
進
ん
で
い
く
こ
と
ば
か
り
に

な
ら
な
い
よ
う
、時
と
場
合
に
順
応
で
き
る
力
も
子
ど

も
た
ち
に
身
に
つ
け
て
欲
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。と

は
言
っ
て
も
、朝
の
準
備
や
食
事
の
準
備
、帰
り
の
準

備
な
ど
は
習
慣
と
し
て
丁
寧
に
指
導
し
て
い
ま
す
。ま

た
、時
間
割
は
使
い
ま
せ
ん
が
、年
長
に
な
る
と
小
学

校
進
学
に
向
け
て
時
計
を
意
識
し
て
行
動
が
で
き
る

よ
う
に「
８
の
所
に
長
い
針
が
き
た
ら
〇
〇
し
よ
う
」

な
ど
と
声
を
か
け
、自
分
た
ち
で
時
計
を
見
て
動
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

【
回
答
：
井
上 

博
子 

教
諭
】

一

▶クラスの状況によって一日の活動
内容を変えるなど、子どもの意欲を大
切にした保育を心がけています。

※健康、人間関係、環境、言葉、表現

Q2．
A 子ども自身が意欲を持った時を学びのチャンスにするため、

クラス毎に活動時間を設定しています

筑女幼稚園には
厳密な時間割がないと聞きましたが、その理由は？

◀「自由保育」を保障する
だけでなく、生活習慣など
を身につけるための指導
は丁寧に行っています。

Q3．
A 「命の大切さ」や「感謝の心」が身につくよう、

日々努めています

筑紫女学園は仏教を基本にした学校と聞いていますが、
幼稚園ではどのような形で取り入れていますか？

基

▲子どもの様子を保護者の方 と々教職員が直接伝
え合うことで、一人ひとりへのケアが充分に行き届く
よう、年少の一学期のみ同伴登園・降園をお願いし
ています。

つ
を
出
し
、好
き
な
遊
び
を
中
心
に
ゆ
っ
く
り
過

ご
し
な
が
ら
担
当
教
諭
が
見
守
っ
て
い
ま
す
。月

〜
金
曜
日
の
保
育
終
了
後
、14
時
30
分
〜
17
時

（
午
前
保
育
日
は
、お
弁
当
持
参
で
12
時
30
分
〜

17
時
）で
の
お
預
か
り
を
し
て
い
ま
す
。

【
回
答
：
岸
田 

由
美
子 

教
諭
】

園
後
は
親
子
で
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、緊
急

時
や
所
用
時
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、預

か
り
保
育「
た
け
の
こ
ク
ラ
ブ
」を
設
け
て
い
ま

す
。家
に
帰
っ
た
よ
う
な
温
か
い
雰
囲
気
の
中
で

安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
に
、15
時
過
ぎ
に
お
や

Q5．
A
保
護
者
の
緊
急
時
や
所
用
時
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る

預
か
り
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す

筑
女
幼
稚
園
で
は
、

「
預
か
り
保
育
」を
行
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

降

▲「花まつり」（写真）や「報恩講」をはじめ、さまざまな場面で「手を合わ
せることの大切さ」を身近に感じてくれるような取り組みを行っています。

＊園行事の都合上、開設できない日もあります。毎月のおたよりでお知らせしています。
＊3歳児（年少）は、体力その他の園生活を考慮し、「たけのこクラブ」の開始は二学期
　からとさせていただいています。
＊長期休み（夏休み・冬休みなど）の間、預かり保育は実施していません。

▲「
た
け
の
こ
ク
ラ
ブ
」で
過
ご
す
子
ど
も
た
ち
。

教
え
て
く
だ
さ
い
！
筑
女
幼
稚
園
へ
の
素
朴
な
疑
問
14

幼稚園

※



小
学
校
以
降
の
教
育

は
、「
生
き
る
力
」を
育

む
指
導
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。そ

こ
で
、幼
稚
園
は
、そ
の
基
礎
を
培

う
場
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
で
は
、生
き
る
力
の
基
礎
と
は

何
か
。そ
れ
は
、幼
児
な
り
に
身
に

付
け
た
知
識
や
技
能
を
発
揮
す
る

た
め
に
、自
ら
考
え
、判
断
し
、自
分

の
言
葉
で
表
現
す
る
土
台
作
り
と

学
ぶ
姿
勢
を
育
む
こ
と
と
考
え
ま

す
。本
園
で
は
、子
ど
も
た
ち
が
、自

然
を
愛
し
生
き
生
き
と
活
動
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。子
ど
も

た
ち
が
、生
き
る
力
の
基
礎
と
な
る

多
様
な
力
を
育
ん
で
い
け
る
よ
う
、

一
方
的
に
教
え
る
の
で
は
な
く
、自

発
的
な
活
動
で
あ
る
遊
び
の
中
で
、

「
こ
れ
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

な
？
ど
う
す
る
と
い
い
か
な
？
」と

問
い
か
け
、考
え
る
場
を
与
え
る
こ

と
を
中
心
に
、日
々
、実
践
を
積
み

上
げ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
８
月
に
、「
次
期
学
習
指
導

要
領
等
に
向
け
た
こ
れ
ま
で
の
審

議
の
ま
と
め
」が
取
り
ま
と
め
ら
れ

ま
し
た
。こ
の
中
で
、幼
児
教
育
に

つ
い
て
は
、幼
稚
園
修
了
時
ま
で
に

育
っ
て
ほ
し
い
具
体
的
な
姿
と
し

て「
健
康
な
心
と
体
」「
自
立
心
」

「
協
同
性
」「
自
然
と
の
関
わ
り
・
生

命
尊
重
」な
ど
10
項
目
が
示
さ
れ

ま
し
た
。こ
れ
ら
を
本
園
に
照
ら
し

て
み
る
と
、竹
馬
や
稲
作
な
ど
い
ず

れ
も
私
た
ち
が
地
道
に
続
け
て
き

た
こ
と
と
合
致
し
ま
す
。こ
れ
か
ら

も
本
園
の
教
育
に
つ
い
て
、自
信
を

持
っ
て
進
め
て
い
け
ば
よ
い
と
確
信

し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
よ
り
良
い
教
育

を
目
指
す
に
は
、教
員
の
資
質
向

上
が
一
番
で
す
が
、保
護
者
の
方

と
の
連
携
も
必
要
で
す
。お
父
様
方

の
活
動「
親
父
の
会
」（
通
称「
ら
い

お
ん
組
」）や
お
母
様
方
の
活
動

「
絵
本
貸
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」「
坂
道

ピ
カ
ピ
カ
大
作
戦
」な
ど
を
定
着

さ
せ
、一
層
の
連
携
・
強
化
を
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。こ
れ
は
、幼
稚

園
で
の
子
ど
も
た
ち
の
活
動
を
見

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、園
の
運
営

に
対
す
る
ご
意
見
を
伺
う
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

　
本
園
は
、こ
う
し
た
実
践
を
積

み
上
げ
、教
育
課
程
も
開
か
れ
た

幼
稚
園
と
し
て
保
護
者
の
方
々
と

一
緒
に
、心
身
と
も
に
健
や
か
な

子
ど
も
た
ち
を
育
ん
で
参
り
ま
す
。

▲響流（こーる）の森では、本園年長組園児
と警固小学校の1年生が合同で楽しむ行事
も行っています。

▲年少組「初めてお弁当」の様子。
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Q12．
A
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
学
年
毎
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

子
ど
も
の
発
達
面
な
ど
に
つ
い
て
大
学
所
属
の

臨
床
心
理
士
の
先
生
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ら
れ
ま
す

筑
女
幼
稚
園
に
は
、

食
育
的
な
活
動
や
行
事
は
あ
り
ま
す
か
？

れ
、そ
の
中
で
四
季
を
感
じ
た
り
、ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
と
いっ
た

実
際
の
姿
を
見
て
、知
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
配
慮
も
し
て
い
ま
す
。今

は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
で
何
で

も
手
に
入
る
か
ら
こ
そ
、こ
う
し
た

経
験
が
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

【
回
答
：
児
嶋 

菜
緒 

教
諭
】

育
」は
本
園
で
も
大
切
に

し
て
い
る
活
動
の
一
つ
で
、

ど
の
学
年
に
お
い
て
も
、取
り
組
ん
で

い
ま
す
。た
と
え
ば
、年
少
で
は
よ
も

ぎ
団
子
作
り
、年
中
で
は
芋
を
育
て

収
穫
、年
長
で
は
た
け
の
こ
掘
り
に

お
米
を
種
も
み
か
ら
育
て
て
い
く
と
い

っ
た
具
合
で
す
。

　

学
年
に
お
い
て
取
り
組
む
内
容

や
、や
り
方
に
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、

普
段
食
べ
て
い
る
物
を
イ
チ
か
ら
育

て
、ど
の
よ
う
に
育
っ
て
い
く
の
か
を

知
り
、口
に
す
る
ま
で
の
大
変
さ
や

難
し
さ
を
感
じ
、よ
り
大
切
に
食
べ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
思
い
を
込
め

て
い
ま
す
。ま
た
、自
然
の
物
に
も
触

「
食Q13．

A 筑
女
幼
稚
園
は
筑
紫
女
学
園
大
学
の
附
属
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

そ
の
こ
と
に
よ
る
特
長
は
何
か
あ
り
ま
す
か
？

け
入
れ
を
は
じ
め
、幼
稚
園
教
諭
や
保

育
士
、小
学
校
教
諭
を
目
指
す
学
生

の
見
学
実
習
生
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、

幼
稚
園
と
い
う
現
場
を
通
し
て
学
生

た
ち
の
学
び
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

【
回
答
：
小
野
山 

佳
代 

教
頭
】

番
の
特
長
は
、大
学
所
属
の

臨
床
心
理
士
の
先
生
に「
相

談
員
」と
い
う
形
で
幼
稚
園
に
不
定

期
に
来
園
し
て
も
ら
い
、子
ど
も
た
ち

の
発
達
面
な
ど
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ

ス
を
保
護
者
や
職
員
が
受
け
ら
れ
る

と
い
う
点
で
す
。子
ど
も
の
発
達
状

況
を
専
門
的
な
目
か
ら
見
て
も
ら
え

る
こ
と
で
、一
人
ひ
と
り
の
成
長
の

段
階
に
合
わ
せ
た
保
育
の
質
の
向
上

に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、年
に
２
回
の
教
育
実
習
の
受

一Q14．
A
基
本
的
に
は
、二
学
期
以
降
、

次
年
度
の
入
園
な
ど
に
向
け
た
見
学
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す

筑
女
幼
稚
園
で
は
、見
学
や
子
育
て
に
関
し
て
、

相
談
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

す
。教
頭
を
は
じ
め
、園
の
職
員
が
お

話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、発
達
相

談
な
ど
内
容
に
よ
っ
て
は
、附
属
幼

稚
園
で
あ
る
こ
と
を
活
か
し
、大
学

と
連
携
を
取
り
、相
談
員
が
直
接
相

談
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
回
答
：
岸
田 

由
美
子 

教
諭
】

稚
園
の
見
学
に
つ
い
て
は
、

基
本
的
に
は
２
学
期
以
降
、

次
年
度
の
入
園
も
し
く
は
２
歳
児
親

子
教
室「
た
ん
ぽ
ぽ
」入
会
希
望
の
方

向
け
に
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。た
だ

し
、「
た
ん
ぽ
ぽ
」の
見
学
は
９
月
中

旬
に
見
学
会
を
設
け
て
い
ま
す
。園
の

見
学
、「
た
ん
ぽ
ぽ
」の
見
学
会
は
、ど

ち
ら
も
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

そ
し
て
、毎
年
行
っ
て
い
る「
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
」で
は
、響
流（
こ
ー
る
）の

森
も
開
放
し
、紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、子
育
て
に
関
す
る
こ
と
で
の

相
談
は
、い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

幼

Q10．
A
「
積
極
性
」「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」「
自
律
心
」な
ど
へ
の

評
価
が
高
い
よ
う
で
す

筑
女
幼
稚
園
卒
園
生
の
小
学
校
で
の

評
価
は
？

園
児
の
保
護
者
の
方
か
ら

は
、「
筑
女
を
卒
園
し
た
子

ど
も
た
ち
は
、目
いっ
ぱ
い
遊
ん
で
園

生
活
を
送
っ
て
き
た
分
、何
に
対
し
て

も
興
味
を
持
っ
て
取
り
組
ん
だ
り
、

自
分
か
ら
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
気

持
ち
を
持
っ
て
学
校
生
活
を
送
れ
て

い
る
」と
い
う
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

ま
た
、小
学
校
の
先
生
方
か
ら
は
、

「
時
間
が
決
ま
っ
て
い
る
生
活
な
ど
に

最
初
は
戸
惑
い
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、

順
応
す
る
の
が
早
く
、友
だ
ち
作
り

も
上
手
で
す
」「
ク
ラ
ス
の
意
見
を
う

ま
く
ま
と
め
た
り
、中
心
に
な
っ
て
動

い
て
く
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
」と
い

う
よ
う
な
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

遊
び
を
通
し
て
培
っ
た
様
々
な
力
が
、

高
学
年
に
な
っ
て
い
く
ほ
ど「
自
分
で

考
え
る
」「
自
ら
の
力
で
切
り
拓
い
て

い
く
」形
で
現
れ
て
い
る
と
い
っ
た
評

価
に
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

【
回
答
：
小
野
山 

佳
代 

教
頭
】

卒Q11．
A
週
に
３
日
が
無
添
加
・
国
産
素
材
の
食
材
を

使
用
し
た
給
食
、残
り
の
２
日
が
お
弁
当
持
参
で
す

筑
女
幼
稚
園
で
は
お
昼
ご
は
ん
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

に
３
回
の
給
食
、残
り
の
２

回
は
お
弁
当
の
持
参
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。ご
家
庭
で
は
、ど
う

し
て
も
子
ど
も
の
好
き
な
物
が
多
く

な
り
が
ち
で
、苦
手
な
物
に
は
な
か

な
か
口
を
つ
け
な
い…

と
いっ
た
話
も

聞
き
ま
す
が
、給
食
で
は
、み
ん
な
で

同
じ
も
の
を
味
わ
う
と
い
う
経
験
が

苦
手
な
食
べ
物（
例
え
ば
野
菜
な
ど
）

も
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
キ
ッ
カ
ケ
と

な
っ
た
り
、さ
ま
ざ
ま
な
旬
の
食
べ
物

に
も
出
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま

た
、お
弁
当
を
持
参
し
て
い
た
だ
く

こ
と
は
、子
ど
も
た
ち
が
い
つ
も
食
べ

慣
れ
て
い
る
大
好
き
な
ご
家
庭
の
味

を
、友
だ
ち
と
一
緒
に
食
べ
る
こ
と

で
、よ
り
安
心
し
て
楽
し
い
食
事
の
時

間
を
過
ご
せ
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い

ま
す
。現
在
の
給
食
は
、保
護
者
会
か

ら
の
要
望
も
あ
り
、無
添
加
の
国
産

素
材
を
使
っ
た
も
の
を
主
に
提
供
し

て
い
ま
す
。

【
回
答
：
小
野
山 

佳
代 

教
頭
】

週

▲親子で参加する「みそ作り」（年長）のひとコマ。

Q6．
A
子
ど
も
た
ち
の
様
子
や
ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
な
ど
を

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
目
的
で
す

筑
女
幼
稚
園
に
は
、保
護
者
参
加
型
の
活
動
や
行
事
が

多
数
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、そ
の
理
由
は
？

年
行
っ
て
い
る
行
事
は
歓
迎

遠
足
、夏
祭
り
、運
動
会
に

な
り
ま
す
。そ
の
他
、学
年
ご
と
の
活

動
に
合
わ
せ
て
、子
ど
も
た
ち
の
様

子
や
ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
な
ど
を
観
る

こ
と
を
兼
ね
て
お
手
伝
い
い
た
だ
い
て

い
る「
そ
う
め
ん
流
し（
年
中
）、泥
団

子
づ
く
り（
年
少
）、竹
馬
作
り（
年

長
）、も
ち
つ
き（
年
少
・
年
長
）、さ
つ

ま
芋
植
え
掘
り（
年
中
）、み
そ
作
り

（
年
長
）」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

行
事
や
活
動
に
親
子
で
参
加
す
る

こ
と
で
、保
護
者
の
方
に
も
子
ど
も

た
ち
が
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
て
い
た
だ
き
、筑
女
幼
稚

園
の
こ
と
を
も
っ
と
好
き
に
な
っ
て

も
ら
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

「
保
護
者
と
一
緒
に
」と
い
う
経
験
が
、

子
ど
も
た
ち
の
や
る
気
や
喜
び
を
倍

に
し
て
、心
に
残
る
貴
重
な
経
験
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
回
答
：
井
上 
博
子 

教
諭
】

毎Q7．
A
自
然
へ
の
興
味
関
心
に
加
え
、

友
だ
ち
と
の
繫
が
り
や
体
力
の
向
上
な
ど
に
も
活
か
し
て
い
ま
す

筑
女
幼
稚
園
に
は「
２
つ
の
森
」が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、

ど
の
よ
う
な
形
で
保
育
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

年
の
森
」に
は
す
も
も
の

木
や
く
ぬ
ぎ
の
木
が
あ

り
、バ
ッ
タ
や
カ
マ
キ
リ
も
い
ま
す
。そ

し
て
、「
響
流（
こ
ー
る
）の
森
」に
は
、

ま
て
ば
し
い
の
木
や
、お
父
さ
ん
方
に

よ
る
手
作
り
の
遊
具
や
崖
遊
び
の
で

き
る
場
所
も
あ
り
ま
す
。

　

ど
ち
ら
の
森
も
、主
に
散
歩
に
出

か
け
る
際
に
利
用
し
て
い
ま
す
。森

は
、時
期
に
よ
っ
て
様
々
な
姿
を
見
せ

て
く
れ
ま
す
。四
季
折
々
の
虫
や
植
物

に
触
れ
な
が
ら
季
節
を
感
じ
、自
然

に
触
れ
る
喜
び
や
楽
し
さ
を
知
り
、

自
然
へ
の
興
味
関
心
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

自
然
に
触
れ
る
だ
け
で
な
く
、遊
具

や
崖
の
滑
り
台
な
ど
で
遊
ぶ
際
に
も

利
用
し
て
い
ま
す
。森
と
い
う
開
放
的

な
環
境
の
中
で
思
いっ
き
り
自
分
を

出
し
て
い
き
な
が
ら
、友
だ
ち
と
の
繋

が
り
を
深
め
た
り
、体
力
や
バ
ラ
ン
ス

「
百

Q8．
A
「
親
子
が
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
」こ
と
を

目
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

筑
女
幼
稚
園
に
は「
２
歳
児
教
室
」が

あ
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、

親
子
教
室「
た
ん
ぽ
ぽ
」を
開

設
し
て
い
ま
す
。た
ん
ぽ
ぽ
ク
ラ
ス
で

は
、親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
制
作
遊

び
、ク
ッ
キ
ン
グ
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
遊

び
を
親
子
で
楽
し
み
ま
す
。保
護
者
の

皆
さ
ま
に
温
か
く
見
守
ら
れ
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
は
安
心
し
て
遊
び
、少

し
ず
つ
友
だ
ち
や
先
生
に
目
を
向
け
、

関
わ
り
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。小
さ
な

成
長
を
保
護
者
の
皆
さ
ま
は
も
ち
ろ

ん
、友
だ
ち
の
お
母
さ
ん
に
褒
め
て
も

ら
っ
た
り
、喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で

き
る
の
で
、さ
ら
に
自
信
を
持
っ
て
成

長
し
て
い
く
姿
が
い
つ
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、

お
母
さ
ん
方
に
と
っ
て
も
、同
じ
年
齢

の
お
子
さ
ん
を
持
つ
母
親
同
士
の
繋

が
り
が
で
き
、た
ん
ぽ
ぽ
ク
ラ
ス
が
情

報
交
換
の
場
や
ほ
っ
と
で
き
る
場
所

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。お
子
さ
ん

と
の
関
わ
り
や
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、食
事
の
こ
と
な
ど
子
育
て
に
は

悩
み
が
た
く
さ
ん
。そ
ん
な
悩
み
も
お

母
さ
ん
同
士
で
話
を
し
た
り
、教
員

が
気
軽
に
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

「
親
子
に
と
っ
て
楽
し
い
時
間
が
過
ご

せ
る
」と
い
う
の
が
、本
園
の
２
歳
児

親
子
教
室
で
す
。

【
回
答
：
岸
田 

由
美
子 

教
諭
】

子Q9．
A
本
園
に
は
大
学
病
院
で
小
児
救
急
看
護
を

経
験
し
た
養
護
教
諭
が
在
籍
し
て
い
ま
す

子
ど
も
が
在
園
中
に
体
調
を
崩
し
た
り
、

ケ
ガ
を
し
た
際
に
、ど
の
よ
う
な
体
制
で

ケ
ア
し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

女
幼
稚
園
に
は
、幼
稚
園
と

し
て
は
珍
し
く
、以
前
か
ら

養
護
教
諭
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
も
、看
護
師
・
保
健
師
・
養
護
教
諭

の
資
格
を
取
得
し
、大
学
病
院
で
小

児
救
急
看
護
を
経
験
し
、本
園
に
勤

め
て
い
ま
す
。幼
児
期
の
子
ど
も
に
と

っ
て
、病
気
や
ケ
ガ
は
日
常
茶
飯
事
で

す
。で
も
、病
気
や
ケ
ガ
の
時
は
体
の

き
つ
さ
や
痛
み
で
不
安
で
一
杯
に
な

り
ま
す
。そ
の
不
安
を
う
ま
く
言
葉

で
表
す
こ
と
が
で
き
ず
、泣
い
て
し
ま

う
子
も
い
る
の
で
、幼
稚
園
で
病
気
や

ケ
ガ
を
し
た
場
合
は
、ま
ず
は
安
心

で
き
る
よ
う
、そ
し
て
、迅
速
で
適
切

な
処
置
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。ま
た
、体
調
不
良
・
受
傷
の
後
も
、

保
護
者
の
方
と
の
連
絡
を
密
に
取

り
、そ
の
後
の
体
調
の
変
化
や
ケ
ガ
の

経
過
も
相
談
に
乗
れ
る
よ
う
心
が
け

て
い
ま
す
。子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
安

全
に
園
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、努
め

て
い
ま
す
。

【
回
答
：
石
山 

恭
子 

教
諭（
養
護
）】

筑

感
覚
を
養
っ
て
いっ
た
り
、挑
戦
し
て

み
よ
う
と
い
う
気
持
ち
や
自
信
に
も

繋
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
回
答
：
児
嶋 

菜
緒 
教
諭
】

Column

筑
女
幼
稚
園
が

も
っ
と
も
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
は
何
で
す
か
？

「
生
き
る
力
」の
基
礎
を
培
う

学
び
の
場
の
創
出
で
す

筑
紫
女
学
園
大
学
附
属
幼
稚
園

　
　

園
長
・
八
谷 

俊
一
郎

▶「
お
父
さ
ん
が
来
て
く
れ
た
時
の
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
が
素
敵
」と
八
谷
園
長
。

教
え
て
く
だ
さ
い
！
筑
女
幼
稚
園
へ
の
素
朴
な
疑
問
14

幼稚園

今
、



小
学
校
以
降
の
教
育

は
、「
生
き
る
力
」を
育

む
指
導
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。そ

こ
で
、幼
稚
園
は
、そ
の
基
礎
を
培

う
場
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
で
は
、生
き
る
力
の
基
礎
と
は

何
か
。そ
れ
は
、幼
児
な
り
に
身
に

付
け
た
知
識
や
技
能
を
発
揮
す
る

た
め
に
、自
ら
考
え
、判
断
し
、自
分

の
言
葉
で
表
現
す
る
土
台
作
り
と

学
ぶ
姿
勢
を
育
む
こ
と
と
考
え
ま

す
。本
園
で
は
、子
ど
も
た
ち
が
、自

然
を
愛
し
生
き
生
き
と
活
動
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。子
ど
も

た
ち
が
、生
き
る
力
の
基
礎
と
な
る

多
様
な
力
を
育
ん
で
い
け
る
よ
う
、

一
方
的
に
教
え
る
の
で
は
な
く
、自

発
的
な
活
動
で
あ
る
遊
び
の
中
で
、

「
こ
れ
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

な
？
ど
う
す
る
と
い
い
か
な
？
」と

問
い
か
け
、考
え
る
場
を
与
え
る
こ

と
を
中
心
に
、日
々
、実
践
を
積
み

上
げ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
８
月
に
、「
次
期
学
習
指
導

要
領
等
に
向
け
た
こ
れ
ま
で
の
審

議
の
ま
と
め
」が
取
り
ま
と
め
ら
れ

ま
し
た
。こ
の
中
で
、幼
児
教
育
に

つ
い
て
は
、幼
稚
園
修
了
時
ま
で
に

育
っ
て
ほ
し
い
具
体
的
な
姿
と
し

て「
健
康
な
心
と
体
」「
自
立
心
」

「
協
同
性
」「
自
然
と
の
関
わ
り
・
生

命
尊
重
」な
ど
10
項
目
が
示
さ
れ

ま
し
た
。こ
れ
ら
を
本
園
に
照
ら
し

て
み
る
と
、竹
馬
や
稲
作
な
ど
い
ず

れ
も
私
た
ち
が
地
道
に
続
け
て
き

た
こ
と
と
合
致
し
ま
す
。こ
れ
か
ら

も
本
園
の
教
育
に
つ
い
て
、自
信
を

持
っ
て
進
め
て
い
け
ば
よ
い
と
確
信

し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
よ
り
良
い
教
育

を
目
指
す
に
は
、教
員
の
資
質
向

上
が
一
番
で
す
が
、保
護
者
の
方

と
の
連
携
も
必
要
で
す
。お
父
様
方

の
活
動「
親
父
の
会
」（
通
称「
ら
い

お
ん
組
」）や
お
母
様
方
の
活
動

「
絵
本
貸
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」「
坂
道

ピ
カ
ピ
カ
大
作
戦
」な
ど
を
定
着

さ
せ
、一
層
の
連
携
・
強
化
を
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。こ
れ
は
、幼
稚

園
で
の
子
ど
も
た
ち
の
活
動
を
見

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、園
の
運
営

に
対
す
る
ご
意
見
を
伺
う
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

　
本
園
は
、こ
う
し
た
実
践
を
積

み
上
げ
、教
育
課
程
も
開
か
れ
た

幼
稚
園
と
し
て
保
護
者
の
方
々
と

一
緒
に
、心
身
と
も
に
健
や
か
な

子
ど
も
た
ち
を
育
ん
で
参
り
ま
す
。

▲響流（こーる）の森では、本園年長組園児
と警固小学校の1年生が合同で楽しむ行事
も行っています。

▲年少組「初めてお弁当」の様子。
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Q12．
A
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
学
年
毎
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

子
ど
も
の
発
達
面
な
ど
に
つ
い
て
大
学
所
属
の

臨
床
心
理
士
の
先
生
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ら
れ
ま
す

筑
女
幼
稚
園
に
は
、

食
育
的
な
活
動
や
行
事
は
あ
り
ま
す
か
？

れ
、そ
の
中
で
四
季
を
感
じ
た
り
、ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
と
いっ
た

実
際
の
姿
を
見
て
、知
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
配
慮
も
し
て
い
ま
す
。今

は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
で
何
で

も
手
に
入
る
か
ら
こ
そ
、こ
う
し
た

経
験
が
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

【
回
答
：
児
嶋 

菜
緒 

教
諭
】

育
」は
本
園
で
も
大
切
に

し
て
い
る
活
動
の
一
つ
で
、

ど
の
学
年
に
お
い
て
も
、取
り
組
ん
で

い
ま
す
。た
と
え
ば
、年
少
で
は
よ
も

ぎ
団
子
作
り
、年
中
で
は
芋
を
育
て

収
穫
、年
長
で
は
た
け
の
こ
掘
り
に

お
米
を
種
も
み
か
ら
育
て
て
い
く
と
い

っ
た
具
合
で
す
。

　

学
年
に
お
い
て
取
り
組
む
内
容

や
、や
り
方
に
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、

普
段
食
べ
て
い
る
物
を
イ
チ
か
ら
育

て
、ど
の
よ
う
に
育
っ
て
い
く
の
か
を

知
り
、口
に
す
る
ま
で
の
大
変
さ
や

難
し
さ
を
感
じ
、よ
り
大
切
に
食
べ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
思
い
を
込
め

て
い
ま
す
。ま
た
、自
然
の
物
に
も
触

「
食Q13．

A 筑
女
幼
稚
園
は
筑
紫
女
学
園
大
学
の
附
属
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

そ
の
こ
と
に
よ
る
特
長
は
何
か
あ
り
ま
す
か
？

け
入
れ
を
は
じ
め
、幼
稚
園
教
諭
や
保

育
士
、小
学
校
教
諭
を
目
指
す
学
生

の
見
学
実
習
生
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、

幼
稚
園
と
い
う
現
場
を
通
し
て
学
生

た
ち
の
学
び
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

【
回
答
：
小
野
山 

佳
代 

教
頭
】

番
の
特
長
は
、大
学
所
属
の

臨
床
心
理
士
の
先
生
に「
相

談
員
」と
い
う
形
で
幼
稚
園
に
不
定

期
に
来
園
し
て
も
ら
い
、子
ど
も
た
ち

の
発
達
面
な
ど
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ

ス
を
保
護
者
や
職
員
が
受
け
ら
れ
る

と
い
う
点
で
す
。子
ど
も
の
発
達
状

況
を
専
門
的
な
目
か
ら
見
て
も
ら
え

る
こ
と
で
、一
人
ひ
と
り
の
成
長
の

段
階
に
合
わ
せ
た
保
育
の
質
の
向
上

に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、年
に
２
回
の
教
育
実
習
の
受

一Q14．
A
基
本
的
に
は
、二
学
期
以
降
、

次
年
度
の
入
園
な
ど
に
向
け
た
見
学
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す

筑
女
幼
稚
園
で
は
、見
学
や
子
育
て
に
関
し
て
、

相
談
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

す
。教
頭
を
は
じ
め
、園
の
職
員
が
お

話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、発
達
相

談
な
ど
内
容
に
よ
っ
て
は
、附
属
幼

稚
園
で
あ
る
こ
と
を
活
か
し
、大
学

と
連
携
を
取
り
、相
談
員
が
直
接
相

談
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
回
答
：
岸
田 

由
美
子 

教
諭
】

稚
園
の
見
学
に
つ
い
て
は
、

基
本
的
に
は
２
学
期
以
降
、

次
年
度
の
入
園
も
し
く
は
２
歳
児
親

子
教
室「
た
ん
ぽ
ぽ
」入
会
希
望
の
方

向
け
に
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。た
だ

し
、「
た
ん
ぽ
ぽ
」の
見
学
は
９
月
中

旬
に
見
学
会
を
設
け
て
い
ま
す
。園
の

見
学
、「
た
ん
ぽ
ぽ
」の
見
学
会
は
、ど

ち
ら
も
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

そ
し
て
、毎
年
行
っ
て
い
る「
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
」で
は
、響
流（
こ
ー
る
）の

森
も
開
放
し
、紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、子
育
て
に
関
す
る
こ
と
で
の

相
談
は
、い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

幼

Q10．
A
「
積
極
性
」「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」「
自
律
心
」な
ど
へ
の

評
価
が
高
い
よ
う
で
す

筑
女
幼
稚
園
卒
園
生
の
小
学
校
で
の

評
価
は
？

園
児
の
保
護
者
の
方
か
ら

は
、「
筑
女
を
卒
園
し
た
子

ど
も
た
ち
は
、目
いっ
ぱ
い
遊
ん
で
園

生
活
を
送
っ
て
き
た
分
、何
に
対
し
て

も
興
味
を
持
っ
て
取
り
組
ん
だ
り
、

自
分
か
ら
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
気

持
ち
を
持
っ
て
学
校
生
活
を
送
れ
て

い
る
」と
い
う
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

ま
た
、小
学
校
の
先
生
方
か
ら
は
、

「
時
間
が
決
ま
っ
て
い
る
生
活
な
ど
に

最
初
は
戸
惑
い
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、

順
応
す
る
の
が
早
く
、友
だ
ち
作
り

も
上
手
で
す
」「
ク
ラ
ス
の
意
見
を
う

ま
く
ま
と
め
た
り
、中
心
に
な
っ
て
動

い
て
く
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
」と
い

う
よ
う
な
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

遊
び
を
通
し
て
培
っ
た
様
々
な
力
が
、

高
学
年
に
な
っ
て
い
く
ほ
ど「
自
分
で

考
え
る
」「
自
ら
の
力
で
切
り
拓
い
て

い
く
」形
で
現
れ
て
い
る
と
い
っ
た
評

価
に
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

【
回
答
：
小
野
山 
佳
代 
教
頭
】

卒Q11．
A
週
に
３
日
が
無
添
加
・
国
産
素
材
の
食
材
を

使
用
し
た
給
食
、残
り
の
２
日
が
お
弁
当
持
参
で
す

筑
女
幼
稚
園
で
は
お
昼
ご
は
ん
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

に
３
回
の
給
食
、残
り
の
２

回
は
お
弁
当
の
持
参
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。ご
家
庭
で
は
、ど
う

し
て
も
子
ど
も
の
好
き
な
物
が
多
く

な
り
が
ち
で
、苦
手
な
物
に
は
な
か

な
か
口
を
つ
け
な
い…

と
いっ
た
話
も

聞
き
ま
す
が
、給
食
で
は
、み
ん
な
で

同
じ
も
の
を
味
わ
う
と
い
う
経
験
が

苦
手
な
食
べ
物（
例
え
ば
野
菜
な
ど
）

も
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
キ
ッ
カ
ケ
と

な
っ
た
り
、さ
ま
ざ
ま
な
旬
の
食
べ
物

に
も
出
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま

た
、お
弁
当
を
持
参
し
て
い
た
だ
く

こ
と
は
、子
ど
も
た
ち
が
い
つ
も
食
べ

慣
れ
て
い
る
大
好
き
な
ご
家
庭
の
味

を
、友
だ
ち
と
一
緒
に
食
べ
る
こ
と

で
、よ
り
安
心
し
て
楽
し
い
食
事
の
時

間
を
過
ご
せ
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い

ま
す
。現
在
の
給
食
は
、保
護
者
会
か

ら
の
要
望
も
あ
り
、無
添
加
の
国
産

素
材
を
使
っ
た
も
の
を
主
に
提
供
し

て
い
ま
す
。

【
回
答
：
小
野
山 

佳
代 

教
頭
】

週

▲親子で参加する「みそ作り」（年長）のひとコマ。

Q6．
A
子
ど
も
た
ち
の
様
子
や
ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
な
ど
を

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
目
的
で
す

筑
女
幼
稚
園
に
は
、保
護
者
参
加
型
の
活
動
や
行
事
が

多
数
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、そ
の
理
由
は
？

年
行
っ
て
い
る
行
事
は
歓
迎

遠
足
、夏
祭
り
、運
動
会
に

な
り
ま
す
。そ
の
他
、学
年
ご
と
の
活

動
に
合
わ
せ
て
、子
ど
も
た
ち
の
様

子
や
ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
な
ど
を
観
る

こ
と
を
兼
ね
て
お
手
伝
い
い
た
だ
い
て

い
る「
そ
う
め
ん
流
し（
年
中
）、泥
団

子
づ
く
り（
年
少
）、竹
馬
作
り（
年

長
）、も
ち
つ
き（
年
少
・
年
長
）、さ
つ

ま
芋
植
え
掘
り（
年
中
）、み
そ
作
り

（
年
長
）」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

行
事
や
活
動
に
親
子
で
参
加
す
る

こ
と
で
、保
護
者
の
方
に
も
子
ど
も

た
ち
が
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
て
い
た
だ
き
、筑
女
幼
稚

園
の
こ
と
を
も
っ
と
好
き
に
な
っ
て

も
ら
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

「
保
護
者
と
一
緒
に
」と
い
う
経
験
が
、

子
ど
も
た
ち
の
や
る
気
や
喜
び
を
倍

に
し
て
、心
に
残
る
貴
重
な
経
験
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
回
答
：
井
上 

博
子 

教
諭
】

毎Q7．
A
自
然
へ
の
興
味
関
心
に
加
え
、

友
だ
ち
と
の
繫
が
り
や
体
力
の
向
上
な
ど
に
も
活
か
し
て
い
ま
す

筑
女
幼
稚
園
に
は「
２
つ
の
森
」が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、

ど
の
よ
う
な
形
で
保
育
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

年
の
森
」に
は
す
も
も
の

木
や
く
ぬ
ぎ
の
木
が
あ

り
、バ
ッ
タ
や
カ
マ
キ
リ
も
い
ま
す
。そ

し
て
、「
響
流（
こ
ー
る
）の
森
」に
は
、

ま
て
ば
し
い
の
木
や
、お
父
さ
ん
方
に

よ
る
手
作
り
の
遊
具
や
崖
遊
び
の
で

き
る
場
所
も
あ
り
ま
す
。

　

ど
ち
ら
の
森
も
、主
に
散
歩
に
出

か
け
る
際
に
利
用
し
て
い
ま
す
。森

は
、時
期
に
よ
っ
て
様
々
な
姿
を
見
せ

て
く
れ
ま
す
。四
季
折
々
の
虫
や
植
物

に
触
れ
な
が
ら
季
節
を
感
じ
、自
然

に
触
れ
る
喜
び
や
楽
し
さ
を
知
り
、

自
然
へ
の
興
味
関
心
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

自
然
に
触
れ
る
だ
け
で
な
く
、遊
具

や
崖
の
滑
り
台
な
ど
で
遊
ぶ
際
に
も

利
用
し
て
い
ま
す
。森
と
い
う
開
放
的

な
環
境
の
中
で
思
いっ
き
り
自
分
を

出
し
て
い
き
な
が
ら
、友
だ
ち
と
の
繋

が
り
を
深
め
た
り
、体
力
や
バ
ラ
ン
ス

「
百

Q8．
A
「
親
子
が
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
」こ
と
を

目
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

筑
女
幼
稚
園
に
は「
２
歳
児
教
室
」が

あ
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、

親
子
教
室「
た
ん
ぽ
ぽ
」を
開

設
し
て
い
ま
す
。た
ん
ぽ
ぽ
ク
ラ
ス
で

は
、親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
制
作
遊

び
、ク
ッ
キ
ン
グ
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
遊

び
を
親
子
で
楽
し
み
ま
す
。保
護
者
の

皆
さ
ま
に
温
か
く
見
守
ら
れ
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
は
安
心
し
て
遊
び
、少

し
ず
つ
友
だ
ち
や
先
生
に
目
を
向
け
、

関
わ
り
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。小
さ
な

成
長
を
保
護
者
の
皆
さ
ま
は
も
ち
ろ

ん
、友
だ
ち
の
お
母
さ
ん
に
褒
め
て
も

ら
っ
た
り
、喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で

き
る
の
で
、さ
ら
に
自
信
を
持
っ
て
成

長
し
て
い
く
姿
が
い
つ
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、

お
母
さ
ん
方
に
と
っ
て
も
、同
じ
年
齢

の
お
子
さ
ん
を
持
つ
母
親
同
士
の
繋

が
り
が
で
き
、た
ん
ぽ
ぽ
ク
ラ
ス
が
情

報
交
換
の
場
や
ほ
っ
と
で
き
る
場
所

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。お
子
さ
ん

と
の
関
わ
り
や
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、食
事
の
こ
と
な
ど
子
育
て
に
は

悩
み
が
た
く
さ
ん
。そ
ん
な
悩
み
も
お

母
さ
ん
同
士
で
話
を
し
た
り
、教
員

が
気
軽
に
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

「
親
子
に
と
っ
て
楽
し
い
時
間
が
過
ご

せ
る
」と
い
う
の
が
、本
園
の
２
歳
児

親
子
教
室
で
す
。

【
回
答
：
岸
田 

由
美
子 

教
諭
】

子Q9．
A
本
園
に
は
大
学
病
院
で
小
児
救
急
看
護
を

経
験
し
た
養
護
教
諭
が
在
籍
し
て
い
ま
す

子
ど
も
が
在
園
中
に
体
調
を
崩
し
た
り
、

ケ
ガ
を
し
た
際
に
、ど
の
よ
う
な
体
制
で

ケ
ア
し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

女
幼
稚
園
に
は
、幼
稚
園
と

し
て
は
珍
し
く
、以
前
か
ら

養
護
教
諭
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
も
、看
護
師
・
保
健
師
・
養
護
教
諭

の
資
格
を
取
得
し
、大
学
病
院
で
小

児
救
急
看
護
を
経
験
し
、本
園
に
勤

め
て
い
ま
す
。幼
児
期
の
子
ど
も
に
と

っ
て
、病
気
や
ケ
ガ
は
日
常
茶
飯
事
で

す
。で
も
、病
気
や
ケ
ガ
の
時
は
体
の

き
つ
さ
や
痛
み
で
不
安
で
一
杯
に
な

り
ま
す
。そ
の
不
安
を
う
ま
く
言
葉

で
表
す
こ
と
が
で
き
ず
、泣
い
て
し
ま

う
子
も
い
る
の
で
、幼
稚
園
で
病
気
や

ケ
ガ
を
し
た
場
合
は
、ま
ず
は
安
心

で
き
る
よ
う
、そ
し
て
、迅
速
で
適
切

な
処
置
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。ま
た
、体
調
不
良
・
受
傷
の
後
も
、

保
護
者
の
方
と
の
連
絡
を
密
に
取

り
、そ
の
後
の
体
調
の
変
化
や
ケ
ガ
の

経
過
も
相
談
に
乗
れ
る
よ
う
心
が
け

て
い
ま
す
。子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
安

全
に
園
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、努
め

て
い
ま
す
。

【
回
答
：
石
山 

恭
子 

教
諭（
養
護
）】

筑

感
覚
を
養
っ
て
いっ
た
り
、挑
戦
し
て

み
よ
う
と
い
う
気
持
ち
や
自
信
に
も

繋
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
回
答
：
児
嶋 

菜
緒 

教
諭
】

Column

筑
女
幼
稚
園
が

も
っ
と
も
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
は
何
で
す
か
？

「
生
き
る
力
」の
基
礎
を
培
う

学
び
の
場
の
創
出
で
す

筑
紫
女
学
園
大
学
附
属
幼
稚
園

　
　

園
長
・
八
谷 

俊
一
郎

▶「
お
父
さ
ん
が
来
て
く
れ
た
時
の
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
が
素
敵
」と
八
谷
園
長
。

教
え
て
く
だ
さ
い
！
筑
女
幼
稚
園
へ
の
素
朴
な
疑
問
14

幼稚園

今
、



は
現
在
、太
宰
府
市
在

住
の
大
学
生
の
代
表
と

し
て
太
宰
府
市
事
務
事
業
外
部

評
価
委
員
を
し
て
い
ま
す
。外
部

評
価
委
員
と
は
、市
の
運
営
す

る
事
業
が
適
正
な
の
か
、ま
た
コ

ス
ト
を
抑
え
て
運
営
す
る
な
ど

改
善
で
き
る
点
は
な
い
か
評
価

を
行
う
こ
と
が
仕
事
で
す
。委

員
会
は
他
自
治
体
職
員
、大
学

教
授
、税
理
士
な
ど
の
識
見
を

有
す
る
者
と
市
内
在
住
の
大
学

生
、大
学
院
生
、公
募
市
民
な

ど
の
他
、市
長
が
適
当
と
認
め

る
者
の
合
計
10
名
で
組
織
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
委
員
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、

私
が
所
属
し
て
い
る
学
内
外
を

問
わ
ず
様
々
な
活
動
に
参
加
す

る
現
代
社
会
学
部
の
学
生
だ
け

で
構
成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
に
、太

宰
府
市
役
所
か
ら
外
部
評
価
委

員
の
募
集
の
お
話
が
あ
っ
た
こ

と
で
す
。毎
日
同
じ
よ
う
な
学
生

生
活
を
変
え
た
い
、現
代
社
会

学
部
ら
し
い
活
動
を
し
た
い
と

思
い
、そ
の
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し

て
い
た
私
に
と
っ
て
、今
回
の
外

部
評
価
委
員
の
募
集
の
お
話
は

と
て
も
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

そ
れ
に
加
え
、学
生
が
外
部
評

価
に
か
か
わ
る
機
会
は
め
っ
た

に
な
い
こ
と
な
の
で
、ぜ
ひ
経
験

さ
せ
て
ほ
し
い
と
思
い
応
募
し

ま
し
た
。際

に
委
員
会
に
参
加
し

て
学
ん
だ
の
は
市
役
所

の
役
割
に
つ
い
て
で
す
。私
は
委

員
に
な
る
ま
で
市
役
所
と
は
何

ら
か
の
手
続
き
を
す
る
と
き
に

行
く
場
所
、市
民
が
よ
り
生
活

し
や
す
く
な
る
よ
う
に
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
く
れ
る
場
所
と
い
う

認
識
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
事
業
を
評
価
す
る
に
あ

た
っ
て
市
役
所
職
員
の
方
の
説

明
を
聞
い
た
り
自
分
で
調
べ
た

り
し
て
い
く
う
ち
に
、市
役
所
の

役
割
、仕
事
と
い
う
の
は
実
に

多
種
多
様
だ

と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
ま

し
た
。ま
た
、

事
業
一
つ
ひ

と
つ
の
予
算

が
適
正
か
ど

う
か
を
判
断

す
る
の
が
委
員
の
仕
事
で
、そ
の

判
断
次
第
で
来
年
度
の
事
業
の

あ
り
方
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で

責
任
を
も
っ
て
評
価
を
行
い
ま

し
た
。も
う
一
つ
委
員
会
を
通

し
て
学
ん
だ
の
は
会
議
の
や
り

方
に
つ
い
て
で
す
。会
議
を
進
行

す
る
委
員
長
か
ら
は
話
し
合
い

の
時
間
配
分
を
、そ
の
他
の
発

言
者
か
ら
は
意
見
を
伝
え
る
姿

勢
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
が
現
代
社
会
学
部
の
入

学
を
決
め
た
理
由
の
一
つ
と
し

て
、ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を

取
り
入
れ
て
い
る
か
ら
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
方

法
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
が
ディ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。私
は
委
員

に
な
っ
て
本
当
の
会
議
を
経
験

す
る
ま
で
、講
義
で
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ

ン
は
ど
こ
と
な
く

形
だ
け
の
も
の
で
実
際
に
力
が

つ
い
て
い
る
の
か
不
安
に
思
っ
て

い
ま
し
た
。し
か
し
、今
回
の
経

験
の
お
か
げ
で
、講
義
で
行
わ

れ
る
ディ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
貴
重

な
練
習
の
場
だ
と
思
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、私
は
来

年
度
、表
千
家
茶
道
部
部
長
と

し
て
部
員
を
ま
と
め
た
り
、

様
々
な
会
議
に
出
た
り
す
る
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。そ
の
時

に
外
部
評
価
委
員
で
得
る
こ
と

が
で
き
た
経
験
を
生
か
し
て
部

を
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
け

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

大
学
で
の
講
義
が
実
践
に
も

役
立
つ
こ
と
を
再
認
識

私 市
の
事
業
運
営
に
対
す
る

評
価
に
携
わ
っ
て
い
ま
す

勉強をはじめ、さまざまなことに積極的に
取り組む筑女生の活躍ぶりを紹介するこの
コーナー。今回は、太宰府市の事務事業
外部評価委員を務めている大学生と、
昨年夏、オーストラリアのセントポール・
スクール（高校）に短期留学してきた高校
生からのレポートをお送りいたします。

は
昨
年
８
月
、オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
セ
ン
ト
ポ
ー
ル

ズ・ス
ク
ー
ル（
高
校
）に
２
週
間

の
短
期
語
学
留
学
に
行
き
ま
し

た
。

　
初
め
て
受
け
る
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
の
授
業
は
、と
て
も
新

鮮
で
し
た
。授
業
は
全
て
選
択

制
で
、私
は
ホ
ス
ト
シ
ス
タ
ー
の

選
択
し
て
い
た
数
学
・
体
育
・

英
語
・
宗
教
・
化
学
の
５
教
科

を
受
け
ま
し
た
。ど
の
教
科
も

教
科
書
の
厚
さ
が
日
本
の
３

倍
ほ
ど
あ
り
ま
す
。授
業
は
す

べ
て
先
生
が
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て

行
い
、生
徒
は
授
業
の
内
容
を

ノ
ー
ト
に
写
す
か
、パ
ソ
コ
ン
を

使
い
ま
す
。生
徒
た
ち
は
、全
員

が
パ
ソ
コ
ン
を
自
由
自
在
に
使

い
こ
な
せ
て
い
て
、宿
題
も
パ
ソ

コ
ン
で
提
出
す
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、２
、

３
時
間
目
の
間
の〝recess

〞

と
呼
ば
れ
る
中
休
み
で
は
、ス

ナ
ッ
ク
や
果
物
を
食
べ
て
過
ご

し
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、日
本
と

全
く
違
う
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

学
校
生
活
は
、驚
き
の
連
続
で

し
た
。

　
何
よ
り
も
印
象
的
だ
っ
た
こ

と
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人

た
ち
が
皆
と
て
も
優
し
く
親
切

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。知
ら
な
い

人
で
も
、す
れ
違
う
時
に
は
気

軽
に
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し

た
。最
初
は
あ
た
ふ
た
し
て
い

た
私
も
、日
に
日
に
自
然
と
英

語
が
飛
び
出
し
て
く
る
こ
と
が

と
て
も
嬉
し
く
、毎
日
学
校
へ

行
っ
て
友
達
と
話
す
こ
と
が
一

番
の
楽
し
み
で
し
た
。た
と
え

私
の
英
語
が
間
違
っ
て
い
て
も
、

誰
一
人
笑
っ
た
り
嫌
な
顔
を
し

た
り
せ
ず
、私
の
言
い
た
い
こ
と

を
理
解
し
て
く
れ
よ
う
と
し
て

く
れ
る
の
で
、私
は
ま
す
ま
す

英
語
で
話
す
こ
と
が
好
き
に
な

り
、英
語
の
勉
強
を
続
け
よ
う

と
い
う
決
意
が
強
く
な
り
ま
し

た
。

の
留

学
で

私
は
様
々
な

こ
と
を
学
び

ま
し
た
が
、私
が
得
た
一
番
の

も
の
は
、友
達
で
す
。私
の
滞
在

は
２
週
間
だ
け
で
し
た
が
、留

学
か
ら
半
年
が
経
っ
た
今
で
も

毎
日
連
絡
を
取
り
合
う
よ
う

な
、か
け
が
え
の
な
い
大
切
な

友
達
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し

た
。

　
ま
た
、挑
戦
す
る
こ
と
の
大

切
さ
や
時
間
の
管
理
の
仕
方

も
学
び
ま
し
た
。私
に
は
、将
来

は
英
語
を
使
っ
て
働
き
た
い
と

い
う
漠
然
と
し
た
夢
が
あ
り
ま

し
た
が
、こ
の
短
期
留
学
で
そ

の
夢
が
確
固
と
し
た
も
の
へ
と

変
わ
り
、夢
を
実
現
す
る
た
め

の
目
標
も
で
き
ま
し
た
。そ
し

て
、自
分
が
な
す
べ
き
こ
と
が

明
確
に
な
る
と
同
時
に
、時
間

の
大
切
さ
を
痛
感
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。一
日
の
目
標
を

決
め
て
い
て
も
、な
か
な
か
う

ま
く
い
か
な
い
時
が
あ
り
ま
す
。

気
持
ち
が
焦
る
ば
か
り
で
す

が
、そ
ん
な
時
は「
今
の
頑
張
り

が
、将
来
に
つ
な
が
る
！
」と
言

い
聞
か
せ
、頑
張
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
短
期
留
学
で
、私
は
今

ま
で
と
は
違
っ
た
物
の
見
方
や

考
え
方
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。筑
紫
女

学
園
で
の
一
日
一
日
を
大
切

に
し
て
、夢
を
実
現
す
る
た
め

の
努
力
を
続
け
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

大
学
生
代
表
と
し
て
、太
宰
府
市
の

事
務
事
業
外
部
評
価
委
員
を
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て
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は
現
在
、太
宰
府
市
在

住
の
大
学
生
の
代
表
と

し
て
太
宰
府
市
事
務
事
業
外
部

評
価
委
員
を
し
て
い
ま
す
。外
部

評
価
委
員
と
は
、市
の
運
営
す

る
事
業
が
適
正
な
の
か
、ま
た
コ

ス
ト
を
抑
え
て
運
営
す
る
な
ど

改
善
で
き
る
点
は
な
い
か
評
価

を
行
う
こ
と
が
仕
事
で
す
。委

員
会
は
他
自
治
体
職
員
、大
学

教
授
、税
理
士
な
ど
の
識
見
を

有
す
る
者
と
市
内
在
住
の
大
学

生
、大
学
院
生
、公
募
市
民
な

ど
の
他
、市
長
が
適
当
と
認
め

る
者
の
合
計
10
名
で
組
織
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
委
員
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、

私
が
所
属
し
て
い
る
学
内
外
を

問
わ
ず
様
々
な
活
動
に
参
加
す

る
現
代
社
会
学
部
の
学
生
だ
け

で
構
成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
に
、太

宰
府
市
役
所
か
ら
外
部
評
価
委

員
の
募
集
の
お
話
が
あ
っ
た
こ

と
で
す
。毎
日
同
じ
よ
う
な
学
生

生
活
を
変
え
た
い
、現
代
社
会

学
部
ら
し
い
活
動
を
し
た
い
と

思
い
、そ
の
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し

て
い
た
私
に
と
っ
て
、今
回
の
外

部
評
価
委
員
の
募
集
の
お
話
は

と
て
も
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

そ
れ
に
加
え
、学
生
が
外
部
評

価
に
か
か
わ
る
機
会
は
め
っ
た

に
な
い
こ
と
な
の
で
、ぜ
ひ
経
験

さ
せ
て
ほ
し
い
と
思
い
応
募
し

ま
し
た
。際

に
委
員
会
に
参
加
し

て
学
ん
だ
の
は
市
役
所

の
役
割
に
つ
い
て
で
す
。私
は
委

員
に
な
る
ま
で
市
役
所
と
は
何

ら
か
の
手
続
き
を
す
る
と
き
に

行
く
場
所
、市
民
が
よ
り
生
活

し
や
す
く
な
る
よ
う
に
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
く
れ
る
場
所
と
い
う

認
識
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
事
業
を
評
価
す
る
に
あ

た
っ
て
市
役
所
職
員
の
方
の
説

明
を
聞
い
た
り
自
分
で
調
べ
た

り
し
て
い
く
う
ち
に
、市
役
所
の

役
割
、仕
事
と
い
う
の
は
実
に

多
種
多
様
だ

と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
ま

し
た
。ま
た
、

事
業
一
つ
ひ

と
つ
の
予
算

が
適
正
か
ど

う
か
を
判
断

す
る
の
が
委
員
の
仕
事
で
、そ
の

判
断
次
第
で
来
年
度
の
事
業
の

あ
り
方
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で

責
任
を
も
っ
て
評
価
を
行
い
ま

し
た
。も
う
一
つ
委
員
会
を
通

し
て
学
ん
だ
の
は
会
議
の
や
り

方
に
つ
い
て
で
す
。会
議
を
進
行

す
る
委
員
長
か
ら
は
話
し
合
い

の
時
間
配
分
を
、そ
の
他
の
発

言
者
か
ら
は
意
見
を
伝
え
る
姿

勢
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
が
現
代
社
会
学
部
の
入

学
を
決
め
た
理
由
の
一
つ
と
し

て
、ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を

取
り
入
れ
て
い
る
か
ら
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
方

法
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
が
ディ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。私
は
委
員

に
な
っ
て
本
当
の
会
議
を
経
験

す
る
ま
で
、講
義
で
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ

ン
は
ど
こ
と
な
く

形
だ
け
の
も
の
で
実
際
に
力
が

つ
い
て
い
る
の
か
不
安
に
思
っ
て

い
ま
し
た
。し
か
し
、今
回
の
経

験
の
お
か
げ
で
、講
義
で
行
わ

れ
る
ディ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
貴
重

な
練
習
の
場
だ
と
思
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、私
は
来

年
度
、表
千
家
茶
道
部
部
長
と

し
て
部
員
を
ま
と
め
た
り
、

様
々
な
会
議
に
出
た
り
す
る
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。そ
の
時

に
外
部
評
価
委
員
で
得
る
こ
と

が
で
き
た
経
験
を
生
か
し
て
部

を
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
け

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

大
学
で
の
講
義
が
実
践
に
も

役
立
つ
こ
と
を
再
認
識

私 市
の
事
業
運
営
に
対
す
る

評
価
に
携
わ
っ
て
い
ま
す

勉強をはじめ、さまざまなことに積極的に
取り組む筑女生の活躍ぶりを紹介するこの
コーナー。今回は、太宰府市の事務事業
外部評価委員を務めている大学生と、
昨年夏、オーストラリアのセントポール・
スクール（高校）に短期留学してきた高校
生からのレポートをお送りいたします。

は
昨
年
８
月
、オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
セ
ン
ト
ポ
ー
ル

ズ・ス
ク
ー
ル（
高
校
）に
２
週
間

の
短
期
語
学
留
学
に
行
き
ま
し

た
。

　
初
め
て
受
け
る
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
の
授
業
は
、と
て
も
新

鮮
で
し
た
。授
業
は
全
て
選
択

制
で
、私
は
ホ
ス
ト
シ
ス
タ
ー
の

選
択
し
て
い
た
数
学
・
体
育
・

英
語
・
宗
教
・
化
学
の
５
教
科

を
受
け
ま
し
た
。ど
の
教
科
も

教
科
書
の
厚
さ
が
日
本
の
３

倍
ほ
ど
あ
り
ま
す
。授
業
は
す

べ
て
先
生
が
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て

行
い
、生
徒
は
授
業
の
内
容
を

ノ
ー
ト
に
写
す
か
、パ
ソ
コ
ン
を

使
い
ま
す
。生
徒
た
ち
は
、全
員

が
パ
ソ
コ
ン
を
自
由
自
在
に
使

い
こ
な
せ
て
い
て
、宿
題
も
パ
ソ

コ
ン
で
提
出
す
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、２
、

３
時
間
目
の
間
の〝recess

〞

と
呼
ば
れ
る
中
休
み
で
は
、ス

ナ
ッ
ク
や
果
物
を
食
べ
て
過
ご

し
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、日
本
と

全
く
違
う
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

学
校
生
活
は
、驚
き
の
連
続
で

し
た
。

　
何
よ
り
も
印
象
的
だ
っ
た
こ

と
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人

た
ち
が
皆
と
て
も
優
し
く
親
切

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。知
ら
な
い

人
で
も
、す
れ
違
う
時
に
は
気

軽
に
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し

た
。最
初
は
あ
た
ふ
た
し
て
い

た
私
も
、日
に
日
に
自
然
と
英

語
が
飛
び
出
し
て
く
る
こ
と
が

と
て
も
嬉
し
く
、毎
日
学
校
へ

行
っ
て
友
達
と
話
す
こ
と
が
一

番
の
楽
し
み
で
し
た
。た
と
え

私
の
英
語
が
間
違
っ
て
い
て
も
、

誰
一
人
笑
っ
た
り
嫌
な
顔
を
し

た
り
せ
ず
、私
の
言
い
た
い
こ
と

を
理
解
し
て
く
れ
よ
う
と
し
て

く
れ
る
の
で
、私
は
ま
す
ま
す

英
語
で
話
す
こ
と
が
好
き
に
な

り
、英
語
の
勉
強
を
続
け
よ
う

と
い
う
決
意
が
強
く
な
り
ま
し

た
。

の
留

学
で

私
は
様
々
な

こ
と
を
学
び

ま
し
た
が
、私
が
得
た
一
番
の

も
の
は
、友
達
で
す
。私
の
滞
在

は
２
週
間
だ
け
で
し
た
が
、留

学
か
ら
半
年
が
経
っ
た
今
で
も

毎
日
連
絡
を
取
り
合
う
よ
う

な
、か
け
が
え
の
な
い
大
切
な

友
達
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し

た
。

　
ま
た
、挑
戦
す
る
こ
と
の
大

切
さ
や
時
間
の
管
理
の
仕
方

も
学
び
ま
し
た
。私
に
は
、将
来

は
英
語
を
使
っ
て
働
き
た
い
と

い
う
漠
然
と
し
た
夢
が
あ
り
ま

し
た
が
、こ
の
短
期
留
学
で
そ

の
夢
が
確
固
と
し
た
も
の
へ
と

変
わ
り
、夢
を
実
現
す
る
た
め

の
目
標
も
で
き
ま
し
た
。そ
し

て
、自
分
が
な
す
べ
き
こ
と
が

明
確
に
な
る
と
同
時
に
、時
間

の
大
切
さ
を
痛
感
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。一
日
の
目
標
を

決
め
て
い
て
も
、な
か
な
か
う

ま
く
い
か
な
い
時
が
あ
り
ま
す
。

気
持
ち
が
焦
る
ば
か
り
で
す

が
、そ
ん
な
時
は「
今
の
頑
張
り

が
、将
来
に
つ
な
が
る
！
」と
言

い
聞
か
せ
、頑
張
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
短
期
留
学
で
、私
は
今

ま
で
と
は
違
っ
た
物
の
見
方
や

考
え
方
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。筑
紫
女

学
園
で
の
一
日
一
日
を
大
切

に
し
て
、夢
を
実
現
す
る
た
め

の
努
力
を
続
け
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

大
学
生
代
表
と
し
て
、太
宰
府
市
の

事
務
事
業
外
部
評
価
委
員
を
務
め
て
い
ま
す
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高・中

か
ら
冬
に
か
け
て
、落
ち

葉
が
た
く
さ
ん
落
ち
て

く
る
幼
稚
園
。「
子
ど
も
た
ち
が

ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
に
。気
持
ち

よ
く
歩
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
」と
、毎
日
の
よ
う
に
掃
除
し

て
く
れ
て
い
た
園
長
先
生
の
姿

を
見
た
保
護
者
の
方
か
ら
の
声

が
き
っ
か
け
で
、11
月
か
ら
毎
週

月
曜
日
の
朝
１
時
間
、有
志
の

お
母
さ
ん
た
ち
の
力
を
借
り

て
、「
ピ
カ
ピ
カ
大
作
戦
」と
い
う

名
の
清
掃
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。第
１
回
目
は
30
人
ほ

ど
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
参
加
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。園
長
先
生

が
一
人
で
す
る
と
２
時
間
、３

時
間
と
か
か
っ
て
い
た
坂
道
や

園
庭
の
清
掃
が
、一
緒
に
し
て
く

だ
さ
る
と
、あ
っ
と
い
う
間
に
き

れ
い
に
な
り
ま
し
た
。ピ
カ
ピ
カ

に
清
掃
さ
れ
て
い
る
警
固
キ
ャ

ン
パ
ス
の
坂
道
を
通
る
と
、き
っ

と
心
も
ピ
カ
ピ
カ
に
な
る
は
ず

で
す
よ
！

年
度
よ
り
、高
校
１
年
生
で

〝Sustainable Business 
and the Environm

ent

〞（
維
持

可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
と
環
境
）と
い

う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。現
代
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ

る「
維
持
可
能
な
社
会
」に
つ
い

て
、多
角
的
に
学
び
ま
す
。

　
授
業
は
全
て
英
語
で
実
施
さ

れ
、英
語
の
４
技
能
で
あ
る
リ
ス

ニ
ン
グ
、リ
ー
ディ
ン
グ
、ス
ピ
ー
キ

ン
グ
、ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
能
力
が
バ

障
が
い
学
生
支
援
室
と
し
て

学
生
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム

「
ラ
ト
ナ
」を
開
室
し
ま
し
た

大学

和
42
年
、筑
紫
女
学
園
大
学
同
窓
会「
紫
友
会
」は

短
期
大
学
の
1
回
生
と
共
に
発
足
し
、今
年
で
49

年
を
迎
え
ま
し
た
。「
紫
友
会
」は
現
在
約
4
万
人
を
擁

し
、会
員
相
互
の
連
携
を
密
に
親
睦
を
深
め
、併
せ
て
母

校
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
と
し
て
、年
に
一
度
の
総
会
の
開
催
、同
窓

会
誌「
紫
友
」の
発
行
と
発
送
を
行
い
、代
表
は
学
園
諸
行

事
に
参
加
し
て
い
ま
す
。ま
た
、母
校
在
学
生
支
援
と
し

て
、「
紫
友
会
奨
学
金
及
び
奨
励
金
」の
給
付
、新
入
生
へ

入
学
記
念
の
校
章
を
贈
呈
し
、就
職
を
控
え
た
３
年
生
全

員
に
は
就
職
活
動
支
援
冊
子
「
a
v
e
n
i
r（
ア
ヴ
ニ
ー

ル
）」を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。同
誌
は
、先
輩
学
生
に
よ
る
就

職
活
動
体

験
報
告
書

を
ま
と
め

た
も
の
で
、

2
0
0
1

年
よ
り
毎

年
発
刊
し

て
い
ま
す
。

先
輩
か
ら
の
細
や
か
な
情
報
、就
職
活
動
の
心
構
え
な
ど

も
受
け
取
り
、さ
ら
に
よ
り
充
実
さ
せ
、後
輩
へ
引
き
継
が
れ
、

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、「
紫
友
会
奨
学
金
・
奨
励
金
」は
、本
学
園
の
百
周

年
記
念
事
業
と
し
て
発
足
し
、奨
学
金
は
、家
庭
事
情
の
急

変
に
よ
っ
て
就
学
が
困
難
と
な
っ
た
学
生
を
対
象
に
、こ
れ

ま
で
延
べ
27
名
の
学

生
に
給
付
い
た
し

ま
し
た
。ま
た
、奨
励

金
は
、高
い
目
標
と

計
画
を
持
ち
意
欲

的
に
活
動
し
て
い
る

ク
ラ
ブ
・
団
体
な
ど
、

延
べ
25
件
の
給
付
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
度
は
、

開
学
50
周
年
の
記

念
事
業
に「
短
期
大

学
記
念
石
碑
」
、

「
学
園
の
１
１
０
年
の
あ
ゆ
み
」

を
パ
ネ
ル
に
し
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

学
園
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
キ

ー
ワ
ー
ド「
そ
の
教
育
、し
な
や

か
で
、ゆ
る
ぎ
な
い
」の
言
葉
の

通
り
、紫
友
会
も「
し
な
や
か

で
、ゆ
る
ぎ
な
い
」応
援
を
今
後

も
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

ラ
ン
ス
良
く
身
に
つ
く
よ
う
に
工

夫
さ
れ
て
い
ま
す
。１
年
間
か
け

て
、現
在
の
地
球
環
境
を
維
持

し
な
が
ら
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を

考
え
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て

お
り
、最
後
に
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、１
年
間
の
成
果

を
発
表
し
ま
す
。

　
文
部
科
学
省
の
高
大
接
続
シ

ス
テ
ム
改
革
会
議
は
、「
２
０
２

０
年
度
大
学
入
試
改
革
」で
必

要
と
さ
れ
る
力
を「
十
分
な
知

識
・
技
能
」に
基
づ
い
た「
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
」と「
多

様
な
人
々
と
主
体
的
に
協
働
し

て
学
ぶ
力
」と
し
、こ
れ
ら
を

「
学
力
の
３
要
素
」と
位
置
づ
け

て
い
ま
す
。

　
ディ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
中
心
の
こ
の
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プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、ま
さ
に
、「
思
考
力
」を
伸
ば

し
、チ
ー
ム
で「
協
働
し
」、答
え

の
な
い
問
題
に
対
し
て
自
分
で

考
え
て
答
え
を
見
つ
け
出
す「
問

題
解
決
能
力
」を
鍛
え
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
８
回
の
授
業
を

終
え
た
生
徒
た
ち
は
、「
難
し
い

け
れ
ど
、自
分
た
ち
で
考
え
て

話
し
合
い
、そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を

ま
と
め
て
い
く
の
は
と
て
も
楽

し
い
し
、充
実
し
て
い
ま
す
」と
、

新
し
い
学
び
に
、大
い
に
満
足
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

CJ PeopleCJ People

年
９
月
27
日
３
号
館
１

階
に
、筑
紫
女
学
園
大

学
障
が
い
学
生
支
援
室
と
し
て

学
生
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム「
ラ
ト

ナ
」が
開
室
し
ま
し
た
。「
ラ

ト
ナ
」は
障
が
い
学
生
支
援

の
拠
点
で
す
。合
理
的
配
慮

の
申
請
や
学
修
相
談
の
窓

口
で
あ
り
、支
援
の
コ
ー

ディ
ネ
ー
ト
や
支
援
機
器
の

貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ま
で
仮
室
と
し
て
い

た
１
号
館
の
事
務
室
か
ら

少
し
奥
ま
っ
た
場
所
に
な

り
ま
し
た
が
、来
室
し
た
学

生
と
静
か
な
環
境
で
話
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。休
憩
ス
ペー
ス

も
あ
る
た
め
、授
業
の
合
間
に

「
ラ
ト
ナ
」に
立
ち
寄
り
、元
気

を
回
復
し
て
次
の
教
室
に
向
か

う
学
生
も
い
ま
す
。そ
し
て
、何

よ
り
支
援
に
関
わ
る
学
生
や
教

職
員
が
交
流
す
る
場
が
で
き
ま

し
た
。支
援
の
目
標
は
、教
育
の

機
会
の
平
等
を
実
現
す
る
こ
と

で
す
が
、支
援
に
関
わ
る
す
べ
て

の
人
が
互
い
に
学
び
合
い
、成
長

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、

交
流
と
対
話
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　「
ラ
ト
ナ
」は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

語
で「
宝
物
」と
い
う
意
味
で
す
。

す
べ
て
の
人
が
お
互
い
を「
宝

物
」の
よ
う
に
大
切
な
存
在
と

し
て
尊
び
、一
人
ひ
と
り
が「
宝

物
」の
よ
う
に
光
り
輝
く
存
在

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

オール筑女の「フレッシュ・トピック」を

お届け！本

今

本学に関わるすべての方に知っておいていただき
たい「筑紫女学園の取り組みやニュース」を厳選し
てお届けするこのコーナー。今回は、大学に新設さ
れた「障がい学生支援」の取り組み、高校でスター
トした「2020年度大学入試改革」に向けた新たな
授業プログラム、そして幼稚園での保護者と教職
員が一体となって実施されている清掃活動の3本
立てでお送りします。
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学 園

大学

オ
ー
ル
筑
女
の「
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ト
ピ
ッ
ク
」 

／ 

筑
女
O
G
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

昭

●
紫
友
会
会
長

石
川 

昭
子
さ
ん

１
９
６
６（
昭
和
41
）年
筑
紫
女
学
園
高
等
学
校
卒
／

筑
紫
女
学
園
短
期
大
学
家
政
科 

２
回
生

筑女卒業生からのメッセージ＆同窓会情報
紫友会からのお知らせ
今後の行事等予定 （2017.2～2017.6）

※ホテルホークラのコース料理とともに、ジャズをお楽
　しみいただきます。
※現・旧教員と同窓生には4月発送の『紫友』でご案内
　いたします。

紫友会入会式 ・・・・・・・・・・・・・・・・・
同窓会誌「紫友」35号発行 ・・・・・・・・・・・
紫友会学生支援奨学金・奨励金給付・・
第50回紫友会総会

3月10日（金）
4月末
6月

【日　時】6月18日（日）11:00～
【場　所】ホテルオークラ福岡 平安の間
【参加費】同窓生：5,000円／新卒者：1,000円

▲最終プレゼンに向けて準備を進めています。エドワード先生に英語を添削してもらい、英文のスピーチの構成
について、アドバイスをもらっています。

▲昨年10月の「ラトナ」お披露目式の様子。学生サポートスタッフが
ノート（PC）テイクで活躍中!!

２
０
２
０
年
度

大
学
入
試
改
革
に
向
け
た

新
た
な
授
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト

高等学校 ◀
身
体
を
休
め
た
り
、ひ
と
り
に
な
っ
て
落
ち
着

き
た
い
時
に
利
用
で
き
る
休
憩
ス
ペ
ー
ス
。

◀
相
談
窓
口
で
は
、一
人
ひ
と
り
と
の
対
話
を

大
切
に
、解
決
・
支
援
方
法
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。

秋 ま
ず
は
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
！

「
ピ
カ
ピ
カ
大
作
戦
」始
め
ま
し
た

幼稚園

▲授業ではPCを使い、情報を視覚的に捉え、スムー
ズにディスカッションできるように工夫されています。

▲1回目の「ピカピカ大作戦」の後、「坂道が落ち葉だらけになって
いたら気になってしょうがありません！」という保護者の声も聞かれ
るようになりました。

紫
友
会
は
、今
後
も

「
し
な
や
か
で
、ゆ
る
ぎ
な
い
」応
援
を

続
け
て
い
き
ま
す

▲在学生の就職活動を
サポートしている「avenir」。

▶
開
学
50
周
年
の
記
念

事
業
と
し
て
寄
贈
さ
れ
た

「
短
期
大
学
記
念
石
碑
」。

昨年６月11日に挙行した「第49回」紫友会総会にて。

幼稚園

▶
昨
年
12
月
6
日
に
行
わ
れ
た「
紫
友
会
学

生
支
援
奨
励
金
授
与
式
」。（
後
列
左
：
弓
道

部
／
同
右
：
ラ
ク
ロ
ス
部
）



高・中

か
ら
冬
に
か
け
て
、落
ち

葉
が
た
く
さ
ん
落
ち
て

く
る
幼
稚
園
。「
子
ど
も
た
ち
が

ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
に
。気
持
ち

よ
く
歩
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
」と
、毎
日
の
よ
う
に
掃
除
し

て
く
れ
て
い
た
園
長
先
生
の
姿

を
見
た
保
護
者
の
方
か
ら
の
声

が
き
っ
か
け
で
、11
月
か
ら
毎
週

月
曜
日
の
朝
１
時
間
、有
志
の

お
母
さ
ん
た
ち
の
力
を
借
り

て
、「
ピ
カ
ピ
カ
大
作
戦
」と
い
う

名
の
清
掃
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。第
１
回
目
は
30
人
ほ

ど
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
参
加
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。園
長
先
生

が
一
人
で
す
る
と
２
時
間
、３

時
間
と
か
か
っ
て
い
た
坂
道
や

園
庭
の
清
掃
が
、一
緒
に
し
て
く

だ
さ
る
と
、あ
っ
と
い
う
間
に
き

れ
い
に
な
り
ま
し
た
。ピ
カ
ピ
カ

に
清
掃
さ
れ
て
い
る
警
固
キ
ャ

ン
パ
ス
の
坂
道
を
通
る
と
、き
っ

と
心
も
ピ
カ
ピ
カ
に
な
る
は
ず

で
す
よ
！

年
度
よ
り
、高
校
１
年
生
で
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〞（
維
持

可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
と
環
境
）と
い

う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。現
代
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ

る「
維
持
可
能
な
社
会
」に
つ
い

て
、多
角
的
に
学
び
ま
す
。

　
授
業
は
全
て
英
語
で
実
施
さ

れ
、英
語
の
４
技
能
で
あ
る
リ
ス

ニ
ン
グ
、リ
ー
ディ
ン
グ
、ス
ピ
ー
キ

ン
グ
、ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
能
力
が
バ

障
が
い
学
生
支
援
室
と
し
て

学
生
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム

「
ラ
ト
ナ
」を
開
室
し
ま
し
た

大学

和
42
年
、筑
紫
女
学
園
大
学
同
窓
会「
紫
友
会
」は

短
期
大
学
の
1
回
生
と
共
に
発
足
し
、今
年
で
49

年
を
迎
え
ま
し
た
。「
紫
友
会
」は
現
在
約
4
万
人
を
擁

し
、会
員
相
互
の
連
携
を
密
に
親
睦
を
深
め
、併
せ
て
母

校
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
と
し
て
、年
に
一
度
の
総
会
の
開
催
、同
窓

会
誌「
紫
友
」の
発
行
と
発
送
を
行
い
、代
表
は
学
園
諸
行

事
に
参
加
し
て
い
ま
す
。ま
た
、母
校
在
学
生
支
援
と
し

て
、「
紫
友
会
奨
学
金
及
び
奨
励
金
」の
給
付
、新
入
生
へ

入
学
記
念
の
校
章
を
贈
呈
し
、就
職
を
控
え
た
３
年
生
全

員
に
は
就
職
活
動
支
援
冊
子
「
a
v
e
n
i
r（
ア
ヴ
ニ
ー

ル
）」を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。同
誌
は
、先
輩
学
生
に
よ
る
就

職
活
動
体

験
報
告
書

を
ま
と
め

た
も
の
で
、

2
0
0
1

年
よ
り
毎

年
発
刊
し

て
い
ま
す
。

先
輩
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の
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や
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な
ど
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、

活
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と
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、家
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事
情
の
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就
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に
、こ
れ

ま
で
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べ
27
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の
学
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に
給
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い
た
し

ま
し
た
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た
、奨
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金
は
、高
い
目
標
と

計
画
を
持
ち
意
欲

的
に
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動
し
て
い
る

ク
ラ
ブ
・
団
体
な
ど
、

延
べ
25
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の
給
付
を

行
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て
き
ま
し
た
。

そ
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今
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開
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の
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の
１
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の
あ
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を
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に
し
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

学
園
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
キ

ー
ワ
ー
ド「
そ
の
教
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言
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の

通
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今
後

も
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在
の
地
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を
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が
ら
新
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と
を
目
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お
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、最
後
に
は
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を
行
い
、１
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間
の
成
果

を
発
表
し
ま
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文
部
科
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省
の
高
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接
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ム
改
革
会
議
は
、「
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０
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年
度
大
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入
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改
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必

要
と
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る
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を「
十
分
な
知
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・
技
能
」に
基
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思
考
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・
判
断
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・
表
現
力
」と「
多

様
な
人
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と
主
体
的
に
協
働
し

て
学
ぶ
力
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し
、こ
れ
ら
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「
学
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の
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ま
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ョ
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は
、ま
さ
に
、「
思
考
力
」を
伸
ば

し
、チ
ー
ム
で「
協
働
し
」、答
え

の
な
い
問
題
に
対
し
て
自
分
で

考
え
て
答
え
を
見
つ
け
出
す「
問

題
解
決
能
力
」を
鍛
え
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
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回
の
授
業
を

終
え
た
生
徒
た
ち
は
、「
難
し
い

け
れ
ど
、自
分
た
ち
で
考
え
て

話
し
合
い
、そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を

ま
と
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て
い
く
の
は
と
て
も
楽

し
い
し
、充
実
し
て
い
ま
す
」と
、

新
し
い
学
び
に
、大
い
に
満
足
し

て
い
る
よ
う
で
す
。
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９
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３
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ー
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し
ま
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た
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生
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の
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で
す
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の
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や
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修
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の
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で
あ
り
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の
コ
ー
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ト
や
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援
機
器
の
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し
出
し
を
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て
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ま
す
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ま
で
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と
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て
い

た
１
号
館
の
事
務
室
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ら
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し
奥
ま
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た
場
所
に
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り
ま
し
た
が
、来
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し
た
学

生
と
静
か
な
環
境
で
話
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
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憩
ス
ペー
ス

も
あ
る
た
め
、授
業
の
合
間
に

「
ラ
ト
ナ
」に
立
ち
寄
り
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気

を
回
復
し
て
次
の
教
室
に
向
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う
学
生
も
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ま
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て
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よ
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に
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わ
る
学
生
や
教
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が
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す
る
場
が
で
き
ま

し
た
。支
援
の
目
標
は
、教
育
の

機
会
の
平
等
を
実
現
す
る
こ
と

で
す
が
、支
援
に
関
わ
る
す
べ
て

の
人
が
互
い
に
学
び
合
い
、成
長

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、

交
流
と
対
話
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　「
ラ
ト
ナ
」は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

語
で「
宝
物
」と
い
う
意
味
で
す
。

す
べ
て
の
人
が
お
互
い
を「
宝

物
」の
よ
う
に
大
切
な
存
在
と

し
て
尊
び
、一
人
ひ
と
り
が「
宝

物
」の
よ
う
に
光
り
輝
く
存
在

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

オール筑女の「フレッシュ・トピック」を

お届け！本

今

本学に関わるすべての方に知っておいていただき
たい「筑紫女学園の取り組みやニュース」を厳選し
てお届けするこのコーナー。今回は、大学に新設さ
れた「障がい学生支援」の取り組み、高校でスター
トした「2020年度大学入試改革」に向けた新たな
授業プログラム、そして幼稚園での保護者と教職
員が一体となって実施されている清掃活動の3本
立てでお送りします。
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学 園

大学

オ
ー
ル
筑
女
の「
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ト
ピ
ッ
ク
」 

／ 

筑
女
O
G
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

昭

●
紫
友
会
会
長

石
川 

昭
子
さ
ん

１
９
６
６（
昭
和
41
）年
筑
紫
女
学
園
高
等
学
校
卒
／

筑
紫
女
学
園
短
期
大
学
家
政
科 

２
回
生

筑女卒業生からのメッセージ＆同窓会情報
紫友会からのお知らせ
今後の行事等予定 （2017.2～2017.6）

※ホテルホークラのコース料理とともに、ジャズをお楽
　しみいただきます。
※現・旧教員と同窓生には4月発送の『紫友』でご案内
　いたします。

紫友会入会式 ・・・・・・・・・・・・・・・・・
同窓会誌「紫友」35号発行 ・・・・・・・・・・・
紫友会学生支援奨学金・奨励金給付・・
第50回紫友会総会

3月10日（金）
4月末
6月

【日　時】6月18日（日）11:00～
【場　所】ホテルオークラ福岡 平安の間
【参加費】同窓生：5,000円／新卒者：1,000円

▲最終プレゼンに向けて準備を進めています。エドワード先生に英語を添削してもらい、英文のスピーチの構成
について、アドバイスをもらっています。

▲昨年10月の「ラトナ」お披露目式の様子。学生サポートスタッフが
ノート（PC）テイクで活躍中!!

２
０
２
０
年
度

大
学
入
試
改
革
に
向
け
た

新
た
な
授
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト

高等学校 ◀
身
体
を
休
め
た
り
、ひ
と
り
に
な
っ
て
落
ち
着

き
た
い
時
に
利
用
で
き
る
休
憩
ス
ペ
ー
ス
。

◀
相
談
窓
口
で
は
、一
人
ひ
と
り
と
の
対
話
を

大
切
に
、解
決
・
支
援
方
法
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。

秋 ま
ず
は
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
！

「
ピ
カ
ピ
カ
大
作
戦
」始
め
ま
し
た

幼稚園

▲授業ではPCを使い、情報を視覚的に捉え、スムー
ズにディスカッションできるように工夫されています。

▲1回目の「ピカピカ大作戦」の後、「坂道が落ち葉だらけになって
いたら気になってしょうがありません！」という保護者の声も聞かれ
るようになりました。

紫
友
会
は
、今
後
も

「
し
な
や
か
で
、ゆ
る
ぎ
な
い
」応
援
を

続
け
て
い
き
ま
す

▲在学生の就職活動を
サポートしている「avenir」。

▶
開
学
50
周
年
の
記
念

事
業
と
し
て
寄
贈
さ
れ
た

「
短
期
大
学
記
念
石
碑
」。

昨年６月11日に挙行した「第49回」紫友会総会にて。

幼稚園

▶
昨
年
12
月
6
日
に
行
わ
れ
た「
紫
友
会
学

生
支
援
奨
励
金
授
与
式
」。（
後
列
左
：
弓
道

部
／
同
右
：
ラ
ク
ロ
ス
部
）



私の歩み

や
ま
お
か
・
ゆ
き
●
小
学
校
時
代
の
先
生
と
両
親
の
勧
め
で
中
学
か
ら
筑
女
に
通
い
、昨
年
春
、九
州
大
学

法
学
部
に
現
役
で
合
格
。「
大
学
で
色
々
な
人
と
話
す
中
で
、筑
女
は
進
路
も
部
活
も
一
人
ひ
と
り
に

合
わ
せ
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
る
温
か
い
学
校
だ
っ
た
ん
だ
な
、と
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
」と
語
る
。

所
属
し
て
い
た
百
人
一
首
部
が

参
加
し
た
大
会
で
九
州
大
学
に

進
ん
だ
筑
女
の
先
輩
と
出
会

い
、「
こ
の
人
の
よ
う
に
な
り
た

い
」と
思
っ
た
こ
と
が
受
験
へ
の

原
動
力
に
な
り
ま
し
た
。

ん
な
山
岡
さ
ん
に
と
っ

て
、先
生
方
や
友
達
は

心
強
い
存
在
に
。「
定
期
テ
ス
ト

の
勉
強
は
真
面
目
に
や
っ
て
い

ま
し
た
し
、『
部
活
を
す
る
た
め

に
は
勉
強
し
な
く
ち
ゃ
！
』と
い

う
気
持
ち
だ
っ
た
の
で
、比
較
的

偏
り
が
な
く
点
数
は
取
れ
て
い

逃
げ
て
い
た
自
分
を

先
生
の
言
葉
で
再
認
識

女
の
校
訓
が
大
好
き
。

忘
れ
な
い
で
生
き
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。仏
教

の
時
間
に〝
縁
起
〞を
知
っ
た
こ

と
も
私
に
と
っ
て
大
き
な
意
味

が
あ
り
ま
し
た
。〝
す
べ
て
の
存

在
は
無
数
の
縁
に
よ
っ
て
成
り

立
っ
て
い
る
〞と
い
う
教
え
が

ス
ッ
と
腹
に
落
ち
た
ん
で
す
。人

や
物
事
な
ど
出
会
っ
た
も
の
一

つ
一
つ
の
ご
縁
に
感
謝
し
て
、大

切
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

　
そ
う
語
る
山
岡
さ
ん
が
高
校

２
年
生
の
夏
に
九
州
大
学
へ
進

路
を
定
め
た
の
も
、ご
縁
か
ら
。

中学校からの6年間、あるいは高校での3年間の学校生活
の中で目標を見つけ、次のステージへと巣立っていく筑女生
たち。このコーナーでは、現在に繋がる筑女時代のターニン
グポイントや思い出、そして大学での学び、今後への想いな
どをOGの皆さんに伺います。

Vol.
09

た
の
で
す
が
、英
語
は
苦
手
で
し

た
。そ
れ
で
、少
し
不
安
に
な
っ

て
い
た
ら
、『
で
き
な
い
と
こ
ろ

は
自
分
で
分
か
っ
て
い
る
ん
だ
か

ら
』と
先
生
に
言
わ
れ
て
ド
キ
ッ

と
し
た
ん
で
す
。で
き
な
い
こ
と

か
ら
逃
げ
て
い
た
自
分
を
再
認

識
し
ま
し
た
。筑
女
の
先
生
方

は
気
づ
い
た
ら
見
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
。困
っ
た
時
に
ふ
っ
と
存
在

を
感
じ
る
ん
で
す
。部
活
も
先
生

方
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
友
達
の
応

援
に
力
を
も
ら
い
ま
し
た
」。

　
そ
し
て
今
、法
曹
界
に
も
興

味
を
覚
え
つ
つ
視
野
を
広
げ
て
い

る
山
岡
さ
ん
。は
に
か
む
瞳
の
奥

に
は
、充
実
し
た
毎
日
に
輝
く

確
か
な
光
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

先
を
歩
む
筑
女
の
先
輩
が

進
路
の
道
し
る
べ
に

こ
れ
か
ら
も
、校
訓
と
縁
起
を
胸
に
刻
ん
で

現在
憧れの先輩を追って、大学でも百人一
首のサークルに。基幹教育の講義をとおして
様々な人と出会い、グングン視野も興味も範囲が
広がっています。毎日が発見でいっぱい。弁護士
や判事の仕事にふれ、模擬裁判も経験していま
す。「もっと調べたい！」と思うことが増えてきました。

中学校時代
小学校の先生と両親の勧めで筑女に入学し、音
楽部へ。人前で歌うことに毎日ドキドキしていま
した。勉強は授業をちゃんと聴いていたので問
題なし。不安になった記憶はありません。

小学校時代
５年生の時、福岡の小学校に転校し、
最初についたあだ名は「佐賀県民」。後
に姓で呼ばれるようになり、名前で呼び
合っていた佐賀との違いに戸惑いも。図
書館が大好きで本を読みふけりました。

子ども時代
自然豊かな佐賀で弟やいとこたちと泥遊びをし
たり秘密基地を作ったりしていました。

座右の銘は？

「為せば成る」

「頑張ったから、できたんだな」と思っ
たことがこれまでに何回もあるので。筑
女を卒業する時、先生に「それは仮定
条件ではなく、確定条件」と言われ、
「なるほど、そうなんだ」と納得しました。

Q 後輩へのメッセージは？

A 今をしっかり生きて！

仏教の時間に聴いた「縁起」の話のと
おり、どんなこともつながっていると、これ
まで何度も実感しました。だからこそ、良
い出会いと未来の自分のために、今を
しっかり生きることが大切だと思います。

山岡さんへの｢一問一答｣もう少し聞かせてください！

Q

A

１日だけ
変身できるなら？
月

百人一首には月を詠んだ和
歌が多いのですが、逆に月か
ら私たちはどう見えるのか体
験できたらいいな、
と思います。

Q

A

ON
OFF&

愛読書は？

第146回直木賞受賞作『蜩(ひぐらし)ノ
記』をきっかけに、中学の終わり頃から読
んでいます。珍しく作家にハマりました。もと
もと古典や伝記が好きなのですが、時代
物は人の生き方が伝わるのが魅力です。

「葉室 麟」の本

Q

A

「
筑

そ

高校時代
他の部に入ったものの「この人についていきた
い！」と思うコーチに出会い、親の反対を押し切
って百人一首部へ。自らした初めての決断です。
幼い頃から人見知りだったのですが、部の仲間
に恵まれて楽しい毎日を過ごせました。

CJ People
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高・中

大学

筑
女
O
G
か
ら
の
メ
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セ
ー
ジ

山岡 祐貴さんの
場合

35

本
学
卒
業
生
を
ご
採
用
い
た
だ
い
て
い
る
企
業
へ
伺
う
こ
の

コ
ー
ナ
ー
。今
回
は
、九
州
電
力
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
発
電
所

か
ら
需
要
家
に
至
る
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
必
要
な
各
種
製
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る「
九
電
テ
クノ
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社
」

で
活
躍
中
の
本
学
Ｏ
Ｇ
、阿
世
賀
英
里
子
さ
ん
と
上
司
の
箱
嶋

良
樹
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

九
電
テ
ク
ノ
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社

総
務
本
部 

総
務
部 

人
事
労
務
グ
ル
ー
プ

阿
世
賀（
旧
姓
：
坂
田
） 

英
里
子
さ
ん 

の
巻

か
否
か
と
い
う
観
点
で
学
生
生
活

を
送
る
の
で
は
な
く
、自
分
を
表

現
で
き
る
材
料
を
見
つ
け
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。そ
う
す

れ
ば
、面
接
の
際
も
自
分
の
言
葉

で
語
れ
る
も
の
。悩
む
よ
り
、ま
ず

行
動
で
す
ね｣

と
後
輩
へ
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ん
な
阿
世
賀
さ
ん
で
す

が
、仕
事
と
な
る
と
、ま

た
別
の
一
面
も
。｢

労
務
は
規
定

あ
り
き
。気
持
ち
だ
け
で
動
く
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。今
の
部
署
は

２
年
目
な
の
で
、ま
ず
は
規
定
や

法
律
の
勉
強
が
必
須
。苦
労
は
あ

り
ま
す
が
、プ
ラ
イ
ベー
ト
な
相
談

が
多
く
、一
人
ひ
と
り
の
社
員
と

密
に
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
が
と
れ

る
の
で
大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ

て
い
ま
す｣

と
意
欲
を
燃
や
し
て
い

ま
す
。

　｢

私
を
選
ん
で
相
談
し
て
く
だ

さ
る
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
。そ
ん

な
喜
び
が
原
動
力
。も
し
希
望
に

応
え
ら
れ
な
く
て
も
、で
き
な
い

と
言
う
だ
け
で
な
く
、一
緒
に
別

の
解
決
策
を
探
せ
る
よ
う
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す｣

。そ
う
語

る
笑
顔
は
、薬
指
の
真
新
し
い
指

輪
に
負
け
な
い
く
ら
い
輝
い
て
い

ま
し
た
。

つ
も
の
暮
ら
し
を
も
っ
と

明
る
く
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
す
る
弊
社
は
、常
に
変
わ
り
続

け
る
社
会
環
境
や
新
し
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
社
会
に
対
し
て
、も
っ
と
貢

献
で
き
る
企
業
、さ
ら
に
価
値
を

生
み
出
し
て
い
く
企
業
で
あ
り

続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。こ

れ
ま
で
培
っ
た
電
力
分
野
の
技

術
を
活
か
し
、今
後
は
一
般
市
場

へ
の
販
路
拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。そ
の
た
め
に
は
、限
ら
れ
た
枠

の
中
だ
け
で
実
力
を
発
揮
す
る

の
で
は
な
く
、自
ら
考
え
て
行
動

し
、お
客
さ
ま
へ
付
加
価
値
を
提

供
で
き
る
人
財
を
育
成
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
点
、阿
世
賀
さ
ん
は
持
ち

前
の
行
動
力
と
明
る
さ
、そ
し
て

男
性
に
負
け
な
い
根
性
で
、期
待

を
超
え
る
ほ
ど
成
長
し
て
く
れ

ま
し
た
。採
用
試
験
で
２
５
０
名

近
い
応
募
者
の
中
か
ら
選
ば
れ

た
の
は
、そ
う
し
た
資
質
や
何
事

も
や
り
遂
げ
よ
う
と
す
る
意
欲

が
感
じ
ら
れ
た
か
ら
で
す
。
事

実
、入
社
直
後
か
ら
４
年
間
務
め

た
秘
書
業
務
で
も
非
常
に
頑
張

り
を
見
せ
、今
後
は
女
性
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
育
っ
て
く
れ
る
も
の

と
更
に
期
待
し
て
い
ま
す
。そ
う

い
う
想
い
か
ら
、ど
の
部
署
で
も

通
用
す
る
よ
う
、人
事
労
務
グ
ル

ー
プ
へ
の
異
動
を
決
め
ま
し
た
。｢

目
指
す
は
管
理
職
！｣

と
い
う
く

ら
い
の
気
持
ち
で
頑
張
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、彼
女
の
よ
う
に
企
業
で

活
躍
す
る
に
は
、大
学
時
代
に
何

を
し
て
お
く
べ
き
な
の
か
。そ
れ
は

勉
学
、サ
ー
ク
ル
、ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
に
お
い
て
常
に
自
分
ら
し
さ
を

磨
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。な
ぜ

な
ら
、そ
の
姿
勢
は
社
会
人
に
な

っ
て
も
役
に
立
つ
か
ら
で
す
。今

後
も
、し
っ
か
り
と
自
分
を
語
る

こ
と
の
で
き
る
活
発
な
筑
女
生

に
会
え
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

気
持
ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら

一
人
ひ
と
り
の
た
め
に

ブ
ル
ス
ク
ー
ル
を
経
て
、就

職
活
動
で
は
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
を
目
指
し
た
阿
世
賀
さ
ん
は

今
、九
電
テ
クノ
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式

会
社
の
人
事
労
務
グ
ル
ー
プ
に
勤

務
。育
児
・
介
護
に
関
わ
る
社
内

規
程
の
見
直
し
、社
会
保
険
の
対

応
、採
用
活
動
な
ど
を
担
当
し
て

い
ま
す
。

　｢

絞
り
込
ん
だ
数
社
で
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
内
定
を
も
ら
え
な
か
っ

た
ら
、気
持
ち
を
ス
パ
ッ
と
切
り

替
え
よ
う
と
決
め
て
い
ま
し
た
。

最
終
面
接
ま
で
残
っ
た
会
社
が
ダ

メ
だ
っ
た
時
は
か
な
り
落
ち
込
み

ま
し
た
が
、『
よ
し
、ま
た
一
か
ら

始
め
よ
う
！
』と
決
意
し
た
ん
で

す
。そ
ん
な
時
に
進
路
支
援
課
で

目
に
し
た
の
が
、今
の
会
社
の
求

人
票
。九
州
を
中
心
と
し
た
企
業

で
働
き
た
かっ
た
の
で
、ま
さ
に
望

み
通
り
で
し
た｣

と
阿
世
賀
さ
ん
。

｢

就
職
活
動
は
、絶
対
に
譲
れ
な
い

も
の
を
１
つ
か
２
つ
持
ち
つ
つ
、広

い
視
野
で
取
り
組
ん
だ
方
が
い
い

と
思
い
ま
す
。例
え
ば『
営
業
は…

』

と
思
っ
て
も
、一
生
同
じ
部
署
と

は
限
ら
な
い
し
、社
風
な
ど
を
調
べ

て
み
る
と
魅
力
を
感
じ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
か
ら｣

と
も
語
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、｢

就
職
活
動
に
有
利

潔
い
方
向
転
換
に
よ
り

希
望
に
沿
っ
た
会
社
へ

文学部英語学科を平成23年に卒業。｢インターンシップで自分から歩み寄ることの大切さを知ったこと、
そして筑女で『生かされている』『ありがたい』と心から思えるようになったことが今の自分に繋がって
います｣。

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て

学
生
時
代
に
様
々
な
シ
ー
ン
で

常
に
自
分
磨
き
を
。

そ
れ
は
社
会
人
に
な
っ
て
も

不
可
欠
な
姿
勢
で
す

｢入れる会社ではなく、
入りたい会社を目指して
ほしい｣と箱嶋さん。

「
い

総
務
本
部 

総
務
部
長
　
箱
嶋 

良
樹
さ
ん

vol.

ダ

今回の登場企業

そ

●法人名：九電テクノシステムズ株式会社
●創　立：昭和35年7月29日
●資本金：3億2,722万円 
●主な事業内容：電気機械器具、一般機械器具、
情報通信機械器具等の製造、販売及び設備
工事

●従業員数：664名（平成28年7月現在）
●平成28年度新卒者採用実績：4名

上司の方に
伺いました



私の歩み

や
ま
お
か
・
ゆ
き
●
小
学
校
時
代
の
先
生
と
両
親
の
勧
め
で
中
学
か
ら
筑
女
に
通
い
、昨
年
春
、九
州
大
学

法
学
部
に
現
役
で
合
格
。「
大
学
で
色
々
な
人
と
話
す
中
で
、筑
女
は
進
路
も
部
活
も
一
人
ひ
と
り
に

合
わ
せ
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
る
温
か
い
学
校
だ
っ
た
ん
だ
な
、と
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
」と
語
る
。

所
属
し
て
い
た
百
人
一
首
部
が

参
加
し
た
大
会
で
九
州
大
学
に

進
ん
だ
筑
女
の
先
輩
と
出
会

い
、「
こ
の
人
の
よ
う
に
な
り
た

い
」と
思
っ
た
こ
と
が
受
験
へ
の

原
動
力
に
な
り
ま
し
た
。

ん
な
山
岡
さ
ん
に
と
っ

て
、先
生
方
や
友
達
は

心
強
い
存
在
に
。「
定
期
テ
ス
ト

の
勉
強
は
真
面
目
に
や
っ
て
い

ま
し
た
し
、『
部
活
を
す
る
た
め

に
は
勉
強
し
な
く
ち
ゃ
！
』と
い

う
気
持
ち
だ
っ
た
の
で
、比
較
的

偏
り
が
な
く
点
数
は
取
れ
て
い

逃
げ
て
い
た
自
分
を

先
生
の
言
葉
で
再
認
識

女
の
校
訓
が
大
好
き
。

忘
れ
な
い
で
生
き
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。仏
教

の
時
間
に〝
縁
起
〞を
知
っ
た
こ

と
も
私
に
と
っ
て
大
き
な
意
味

が
あ
り
ま
し
た
。〝
す
べ
て
の
存

在
は
無
数
の
縁
に
よ
っ
て
成
り

立
っ
て
い
る
〞と
い
う
教
え
が

ス
ッ
と
腹
に
落
ち
た
ん
で
す
。人

や
物
事
な
ど
出
会
っ
た
も
の
一

つ
一
つ
の
ご
縁
に
感
謝
し
て
、大

切
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

　
そ
う
語
る
山
岡
さ
ん
が
高
校

２
年
生
の
夏
に
九
州
大
学
へ
進

路
を
定
め
た
の
も
、ご
縁
か
ら
。

中学校からの6年間、あるいは高校での3年間の学校生活
の中で目標を見つけ、次のステージへと巣立っていく筑女生
たち。このコーナーでは、現在に繋がる筑女時代のターニン
グポイントや思い出、そして大学での学び、今後への想いな
どをOGの皆さんに伺います。
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た
の
で
す
が
、英
語
は
苦
手
で
し

た
。そ
れ
で
、少
し
不
安
に
な
っ

て
い
た
ら
、『
で
き
な
い
と
こ
ろ

は
自
分
で
分
か
っ
て
い
る
ん
だ
か

ら
』と
先
生
に
言
わ
れ
て
ド
キ
ッ

と
し
た
ん
で
す
。で
き
な
い
こ
と

か
ら
逃
げ
て
い
た
自
分
を
再
認

識
し
ま
し
た
。筑
女
の
先
生
方

は
気
づ
い
た
ら
見
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
。困
っ
た
時
に
ふ
っ
と
存
在

を
感
じ
る
ん
で
す
。部
活
も
先
生

方
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
友
達
の
応

援
に
力
を
も
ら
い
ま
し
た
」。

　
そ
し
て
今
、法
曹
界
に
も
興

味
を
覚
え
つ
つ
視
野
を
広
げ
て
い

る
山
岡
さ
ん
。は
に
か
む
瞳
の
奥

に
は
、充
実
し
た
毎
日
に
輝
く

確
か
な
光
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

先
を
歩
む
筑
女
の
先
輩
が

進
路
の
道
し
る
べ
に

こ
れ
か
ら
も
、校
訓
と
縁
起
を
胸
に
刻
ん
で

現在
憧れの先輩を追って、大学でも百人一
首のサークルに。基幹教育の講義をとおして
様々な人と出会い、グングン視野も興味も範囲が
広がっています。毎日が発見でいっぱい。弁護士
や判事の仕事にふれ、模擬裁判も経験していま
す。「もっと調べたい！」と思うことが増えてきました。

中学校時代
小学校の先生と両親の勧めで筑女に入学し、音
楽部へ。人前で歌うことに毎日ドキドキしていま
した。勉強は授業をちゃんと聴いていたので問
題なし。不安になった記憶はありません。

小学校時代
５年生の時、福岡の小学校に転校し、
最初についたあだ名は「佐賀県民」。後
に姓で呼ばれるようになり、名前で呼び
合っていた佐賀との違いに戸惑いも。図
書館が大好きで本を読みふけりました。

子ども時代
自然豊かな佐賀で弟やいとこたちと泥遊びをし
たり秘密基地を作ったりしていました。

座右の銘は？

「為せば成る」

「頑張ったから、できたんだな」と思っ
たことがこれまでに何回もあるので。筑
女を卒業する時、先生に「それは仮定
条件ではなく、確定条件」と言われ、
「なるほど、そうなんだ」と納得しました。

Q 後輩へのメッセージは？

A 今をしっかり生きて！

仏教の時間に聴いた「縁起」の話のと
おり、どんなこともつながっていると、これ
まで何度も実感しました。だからこそ、良
い出会いと未来の自分のために、今を
しっかり生きることが大切だと思います。

山岡さんへの｢一問一答｣もう少し聞かせてください！

Q

A

１日だけ
変身できるなら？
月

百人一首には月を詠んだ和
歌が多いのですが、逆に月か
ら私たちはどう見えるのか体
験できたらいいな、
と思います。

Q

A

ON
OFF&

愛読書は？

第146回直木賞受賞作『蜩(ひぐらし)ノ
記』をきっかけに、中学の終わり頃から読
んでいます。珍しく作家にハマりました。もと
もと古典や伝記が好きなのですが、時代
物は人の生き方が伝わるのが魅力です。

「葉室 麟」の本

Q

A

「
筑

そ

高校時代
他の部に入ったものの「この人についていきた
い！」と思うコーチに出会い、親の反対を押し切
って百人一首部へ。自らした初めての決断です。
幼い頃から人見知りだったのですが、部の仲間
に恵まれて楽しい毎日を過ごせました。
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本
学
卒
業
生
を
ご
採
用
い
た
だ
い
て
い
る
企
業
へ
伺
う
こ
の

コ
ー
ナ
ー
。今
回
は
、九
州
電
力
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
発
電
所

か
ら
需
要
家
に
至
る
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
必
要
な
各
種
製
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る「
九
電
テ
クノ
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社
」

で
活
躍
中
の
本
学
Ｏ
Ｇ
、阿
世
賀
英
里
子
さ
ん
と
上
司
の
箱
嶋

良
樹
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

九
電
テ
ク
ノ
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社

総
務
本
部 

総
務
部 

人
事
労
務
グ
ル
ー
プ

阿
世
賀（
旧
姓
：
坂
田
） 

英
里
子
さ
ん 

の
巻

か
否
か
と
い
う
観
点
で
学
生
生
活

を
送
る
の
で
は
な
く
、自
分
を
表

現
で
き
る
材
料
を
見
つ
け
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。そ
う
す

れ
ば
、面
接
の
際
も
自
分
の
言
葉

で
語
れ
る
も
の
。悩
む
よ
り
、ま
ず

行
動
で
す
ね｣

と
後
輩
へ
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ん
な
阿
世
賀
さ
ん
で
す

が
、仕
事
と
な
る
と
、ま

た
別
の
一
面
も
。｢

労
務
は
規
定

あ
り
き
。気
持
ち
だ
け
で
動
く
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。今
の
部
署
は

２
年
目
な
の
で
、ま
ず
は
規
定
や

法
律
の
勉
強
が
必
須
。苦
労
は
あ

り
ま
す
が
、プ
ラ
イ
ベー
ト
な
相
談

が
多
く
、一
人
ひ
と
り
の
社
員
と

密
に
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
が
と
れ

る
の
で
大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ

て
い
ま
す｣

と
意
欲
を
燃
や
し
て
い

ま
す
。

　｢

私
を
選
ん
で
相
談
し
て
く
だ

さ
る
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
。そ
ん

な
喜
び
が
原
動
力
。も
し
希
望
に

応
え
ら
れ
な
く
て
も
、で
き
な
い

と
言
う
だ
け
で
な
く
、一
緒
に
別

の
解
決
策
を
探
せ
る
よ
う
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す｣

。そ
う
語

る
笑
顔
は
、薬
指
の
真
新
し
い
指

輪
に
負
け
な
い
く
ら
い
輝
い
て
い

ま
し
た
。

つ
も
の
暮
ら
し
を
も
っ
と

明
る
く
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
す
る
弊
社
は
、常
に
変
わ
り
続

け
る
社
会
環
境
や
新
し
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
社
会
に
対
し
て
、も
っ
と
貢

献
で
き
る
企
業
、さ
ら
に
価
値
を

生
み
出
し
て
い
く
企
業
で
あ
り

続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。こ

れ
ま
で
培
っ
た
電
力
分
野
の
技

術
を
活
か
し
、今
後
は
一
般
市
場

へ
の
販
路
拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。そ
の
た
め
に
は
、限
ら
れ
た
枠

の
中
だ
け
で
実
力
を
発
揮
す
る

の
で
は
な
く
、自
ら
考
え
て
行
動

し
、お
客
さ
ま
へ
付
加
価
値
を
提

供
で
き
る
人
財
を
育
成
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
点
、阿
世
賀
さ
ん
は
持
ち

前
の
行
動
力
と
明
る
さ
、そ
し
て

男
性
に
負
け
な
い
根
性
で
、期
待

を
超
え
る
ほ
ど
成
長
し
て
く
れ

ま
し
た
。採
用
試
験
で
２
５
０
名

近
い
応
募
者
の
中
か
ら
選
ば
れ

た
の
は
、そ
う
し
た
資
質
や
何
事

も
や
り
遂
げ
よ
う
と
す
る
意
欲

が
感
じ
ら
れ
た
か
ら
で
す
。
事

実
、入
社
直
後
か
ら
４
年
間
務
め

た
秘
書
業
務
で
も
非
常
に
頑
張

り
を
見
せ
、今
後
は
女
性
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
育
っ
て
く
れ
る
も
の

と
更
に
期
待
し
て
い
ま
す
。そ
う

い
う
想
い
か
ら
、ど
の
部
署
で
も

通
用
す
る
よ
う
、人
事
労
務
グ
ル

ー
プ
へ
の
異
動
を
決
め
ま
し
た
。｢

目
指
す
は
管
理
職
！｣

と
い
う
く

ら
い
の
気
持
ち
で
頑
張
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、彼
女
の
よ
う
に
企
業
で

活
躍
す
る
に
は
、大
学
時
代
に
何

を
し
て
お
く
べ
き
な
の
か
。そ
れ
は

勉
学
、サ
ー
ク
ル
、ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
に
お
い
て
常
に
自
分
ら
し
さ
を

磨
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。な
ぜ

な
ら
、そ
の
姿
勢
は
社
会
人
に
な

っ
て
も
役
に
立
つ
か
ら
で
す
。今

後
も
、し
っ
か
り
と
自
分
を
語
る

こ
と
の
で
き
る
活
発
な
筑
女
生

に
会
え
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

気
持
ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら

一
人
ひ
と
り
の
た
め
に

ブ
ル
ス
ク
ー
ル
を
経
て
、就

職
活
動
で
は
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
を
目
指
し
た
阿
世
賀
さ
ん
は

今
、九
電
テ
クノ
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式

会
社
の
人
事
労
務
グ
ル
ー
プ
に
勤

務
。育
児
・
介
護
に
関
わ
る
社
内

規
程
の
見
直
し
、社
会
保
険
の
対

応
、採
用
活
動
な
ど
を
担
当
し
て

い
ま
す
。

　｢

絞
り
込
ん
だ
数
社
で
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
内
定
を
も
ら
え
な
か
っ

た
ら
、気
持
ち
を
ス
パ
ッ
と
切
り

替
え
よ
う
と
決
め
て
い
ま
し
た
。

最
終
面
接
ま
で
残
っ
た
会
社
が
ダ

メ
だ
っ
た
時
は
か
な
り
落
ち
込
み

ま
し
た
が
、『
よ
し
、ま
た
一
か
ら

始
め
よ
う
！
』と
決
意
し
た
ん
で

す
。そ
ん
な
時
に
進
路
支
援
課
で

目
に
し
た
の
が
、今
の
会
社
の
求

人
票
。九
州
を
中
心
と
し
た
企
業

で
働
き
た
かっ
た
の
で
、ま
さ
に
望

み
通
り
で
し
た｣

と
阿
世
賀
さ
ん
。

｢

就
職
活
動
は
、絶
対
に
譲
れ
な
い

も
の
を
１
つ
か
２
つ
持
ち
つ
つ
、広

い
視
野
で
取
り
組
ん
だ
方
が
い
い

と
思
い
ま
す
。例
え
ば『
営
業
は…

』

と
思
っ
て
も
、一
生
同
じ
部
署
と

は
限
ら
な
い
し
、社
風
な
ど
を
調
べ

て
み
る
と
魅
力
を
感
じ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
か
ら｣

と
も
語
り
ま
す
。
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に
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就
職
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に
有
利

潔
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方
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に
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に
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会
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へ
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学
生
時
代
に
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な
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ン
で
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に
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●主な事業内容：電気機械器具、一般機械器具、
情報通信機械器具等の製造、販売及び設備
工事

●従業員数：664名（平成28年7月現在）
●平成28年度新卒者採用実績：4名

上司の方に
伺いました
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豊
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理
恵
子
さ
ん

（
幼
稚
園
／
勇
鞍
く
ん〈
年
長
／
写
真
中
央
〉・

  

璃
鞍
く
ん〈
年
少
／
同
左
〉の
お
母
さ
ん
）

む
本
す
べ
て
が
お
も
し
ろ
い「
幼
稚
園
の
魔
法
の
図

書
室
」。そ
こ
に
置
い
て
あ
る
た
く
さ
ん
の
絵
本
の
魅

力
に
ハ
マっ
た
私
は
、貸
し
出
し
の
日
の
た
び
に
絵
本
を
借

り
て
帰
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、家
の
中
が
退
屈
で
よ
く「
テ
レ
ビ
を
見

て
も
い
い
？
」と
子
ど
も
た
ち
に
せ
が
ま
れ
て
い
た
私
は
、

「
テ
レ
ビ
よ
り
も
お
も
し
ろ
い
本
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
」

と
先
生
に
お
願
い
す
る
と
、先
生
は
風
の
よ
う
に
飛
ん
で

行
き
、あ
っ
と
い
う
間
に
本
を
袋
に
詰
め
て
ニ
コ
ニ
コ
手
渡

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。袋
の
中
を
見
る
と
絵
本
…
で
は

な
く
字
の
本
が
7
冊
。そ
の
中
の
１
冊
が『
い
や
い
や
え
ん
』

で
し
た
。こ
ん
な
に
長
い
本
読
め
る
か
な
…
と
い
う
不
安

は
、一
行
読
み
始
め
る
と
す
ぐ
に
吹
き
飛
び
、子
ど
も
た
ち

も
私
自
身
も
物
語
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。や
ん

ち
ゃ
で
利
か
ん
坊
の
保
育
園
児
・
し
げ
る
。積
み
木
の
船
で

ク
ジ
ラ
を
獲
り
に
行
っ
た
り
、約
束
を
破
っ
て
果
物
を
食
べ

過
ぎ
た
り
、子
ど
も
時
代
そ
の
も
の
が
ほ
の
ぼ
の
と
描
か

れ
た
物
語
で
す
。自
分
の
小
さ
い
頃
を
思
い
出
し
な
が
ら
、

親
子
で
あ
っ
と
い
う
間
に
読
み
終
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。『
い

や
い
や
え
ん
』は
、新
し
い
絵
本
の
楽
し
さ
を
私
た
ち
親
子

に
教
え
て
く
れ
た
１
冊
で
す
。

「
テ
レ
ビ
よ
り
お
も
し
ろ
い
本
」を

園
の
先
生
に
選
ん
で
い
た
だ
い
た
一
冊

親
子
で
読
み
た
い
！

こ
こ
ろ
に
響
く
絵
本

9
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保
育
園
で
頑
張
っ
て
い
る
の
に
、

そ
れ
を
受
け
止
め
て
あ
げ
る
余

裕
が
な
く
、自
分
の
都
合
で
次

男
を
追
い
込
ん
で
い
た
こ
と
に

気
づ
か
さ
れ
た
の
で
す
。

　
そ
の
後
も
失
敗
の
繰
り
返
し
。

テ
レ
ビ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、つ
い
に
は

携
帯
電
話
で
動
画
を
見
な
が
ら

だ
っ
た
ら
、ス
ム
ー
ズ
に
食
べ
て
く

れ
る
た
め
、つ
いつ
い
頼
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。長
男
の
時
は「
絶
対

ダ
メ
！！
」と
言
っ
て
い
た
の
で
す

が…

。す
る
と
、外
食
を
し
た
際

に
席
に
座
っ
た
途
端
、｢

ケ
ー
タ

イ
、ケ
ー
タ
イ
！｣

と
要
求
し
出

し
た
次
男
に
再
び
ハ
ッ
と
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　
誰
に
と
っ
て
も
子
育
て
は
大

変
。一
つ
も
失
敗
が
な
い
人
は
い

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

│｢

失
敗
し
た
な｣

と
思
っ
た

時
、ど
う
や
っ
て
立
て
直
し
た
ら

い
い
の
で
し
ょ
う
。そ
も
そ
も
良

い
子
育
て
と
は
？

　
私
は
失
敗
を
前
向
き
に
捉

え
、立
ち
止
ま
っ
て
子
育
て
を
見

直
す
き
っ
か
け
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。何
で
も
言
い
や
す
い

長
男
に
は
、つ
い
ス
ト
レ
ス
を
ぶ
つ

け
て
し
ま
っ
た
り
す
る
の
で
す

│
子
育
て
は
不
安
ば
か
り
。ほ

か
の
お
母
さ
ん
た
ち
や
先
生
方

が
立
派
に
見
え
て
、ま
す
ま
す
自

信
が
な
く
な
り
ま
す
。

　
昨
年
の
４
月
に
２
度
目
の
育

児
休
暇
を
終
え
て
幼
稚
園
に
復

帰
し
た
時
、保
護
者
の
方
々
が

｢

先
生
は
完
璧
な
子
育
て
で
し
ょ

う
ね｣

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。で

も
、そ
ん
な
こ
と
は
な
い
ん
で
す
。

家
で
は
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
子

育
て
を
し
て
い
ま
す
。

　
実
は
２
歳
の
次
男
が
ち
ゃ
ん

と
ご
飯
を
食
べ
て
く
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
最
近
の
こ
と
。保

育
園
か
ら
帰
る
と
１
時
間
は
泣

き
続
け
、や
っ
と
食
べ
終
わ
っ
た

と
思
っ
た
ら
全
部
吐
い
て
し
ま
う

…

。そ
ん
な
毎
日
で
し
た
。６
歳

違
い
の
長
男
が
育
て
や
す
か
っ
た

だ
け
に
戸
惑
い
が
大
き
く
、焦
っ

て
も
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。そ
ん

な
私
を
見
て
、あ
る
日
長
男
が

｢

僕
が
食
べ
さ
せ
よ
う
か
？｣

と

声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　
任
せ
て
み
た
ら
、ア
ン
パ
ン
マン

の
話
を
し
な
が
ら
笑
顔
で
差
し

出
さ
れ
た
食
事
を
次
男
が
パ
ク

パ
ク
食
べ
始
め
た
ん
で
す
。そ
の

様
子
を
見
て
ハ
ッ
と
し
ま
し
た
。

が
、気
を
つ
け
て
い
る
の
は
、悪
い

こ
と
を
し
た
と
思
っ
た
ら
ギ
ュ
ッ

と
抱
き
し
め
て
い
け
な
か
っ
た
と

こ
ろ
を
話
し
、｢

本
当
に
ご
め
ん

ね｣

と
そ
の
日
の
う
ち（
寝
る
前

な
ど
）に
謝
る
こ
と
。子
ど
も
だ

か
ら
と
い
っ
て
隠
し
た
り
、ご
ま

か
し
た
り
せ
ず
、反
省
し
て
い
る

こ
と
を
き
ち
ん
と
伝
え
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。そ
う
や
っ
て
、子

ど
も
と
一
緒
に
成
長
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
う
の
で
す
。

　
で
は
、ど
う
い
う
子
育
て
が
良

い
の
か
。親
も
子
ど
も
も
一
人
ひ

と
り
違
う
の
で
す
か
ら
、大
切
な

こ
と
も
違
っ
て
当
然
で
す
。時
に

は
情
報
に
耳
を
傾
け
、講
演
会

な
ど
に
も
足
を
運
ん
で
、自
分

と
子
ど
も
の
状
況
に
と
っ
て
良

い
と
思
え
る
こ
と
を
取
り
入
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。｢

あ
、

こ
れ
！｣

と
ピ
ン
と
き
た
こ
と
だ

け
で
十
分
で
す
。ま
た
、子
育
て

の
先
輩
に
話
を
聞
く
の
も
お
す

す
め
。｢

そ
ん
な
こ
と
で
悩
ま
な

く
て
い
い
よ
、大
丈
夫｣

と
言
っ
て

も
ら
え
る
こ
と
も
多
い
も
の
で

す
。

　
子
育
て
は
長
丁
場
で
す
。だ
か

ら
軌
道
修
正
は
可
能
で
す
。失

敗
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
自
分

を
責
め
過
ぎ
た
り
、ス
ト
イ
ッ
ク

に
な
ら
ず
、失
敗
か
ら
学
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。

石山 恭子教諭（養護）

今回
のお話当番

筑紫女学園中学校･高等学校を卒業後、
北里大学看護学科を経て

小児救急と小児がんの看護に従事。2004年より現職。

悪
い
と
こ
ろ
は
謝
っ
て

子
ど
も
と
一
緒
に
成
長
を

長
男
に
教
え
ら
れ
た

は
ず
だ
っ
た
の
に
、

再
び
ハ
ッ
と
す
る
こ
と
に

vol.9
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人間形成において大事な幼児期。思わぬことの連続で、ご心配の保護者もいらっしゃることでしょう。
ここではそんな心配や不安を吹き飛ばし、“ほっと”していただけるようなお話をお届けします。

写真で見る筑女生の「今」

大学

各
校
・
幼
稚
園
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内「
新
着
情
報
」に「
Ｃ
Ｊ
フ
ォ
ト
ピ
ッ
ク
ス
」で
紹
介
し
た
情
報
の
詳
細
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。そ
ち
ら
も
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

詳
し
く
は
ウ
ェ
ブ
で
！

8
月
16
〜
31
日
、ネ
パ
ー
ル
の
学
校
を
訪
問
し
、教

育
支
援
活
動
と
し
て
、約
7,
8
0
0
点
の
文
房
具
の

手
渡
し
と
倒
壊
し
た
校
舎
の
再
建
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

11月27日、太宰府にある大学・短期大学が集まり、
合同フェスが行われました。筑女からは総勢約70名が
参加し、太宰府市民の方 と々ふれあいを持ちました。

キャンパスフェスタ

教員採用試験対策講座 夏休み強化合宿

9月20日、中国の広東省外語芸術職業学院、
上海杉達学院、台湾の中国文化大学からそれ
ぞれ2名が入学しました。

中国・台湾から交換留学生6名が入学
10月上旬より就職活動を控えた大学3年生向
けの就活ガイダンス（全12回）がスタートしまし
た。

大学3年生向け就活ガイダンス

CJ Topics

Webサイト情報

▲こちらからもアクセスできます ▲こちらからもアクセスできます

●大学「公式Facebookページ」
http://www.facebook.com/ChikushiJogakuenUniversity

●大学・現代社会学部「公式Facebookページ」
https://www.facebook.com/CJ.gensha

【大学】 【大学・現代社会学部】 『いやいやえん』
●中川李枝子 作／大村百合子 絵
福音館書店 刊／1,300円＋税

8月23～26日の3泊4日、宗像市グローバルア
リーナにて夏休み強化合宿2016を60名（初等
42名、中等18名）の参加により実施しました。

ネ
パ
ー
ル
大
地
震

復
興
教
育
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

読

9月20日、筑紫女学園高等学校の1年生約540
名を大学のキャンパスに招き、進路選択につい
て考える高大連携プログラムを実施しました。

高大連携プログラム

9月25日、灯明1万個の光で太宰府を幻想的
に照らし出す祭り「古都の光」の準備・実施に、
現代社会学部の学生が協力しました。

古都の光

10月29～30日、第51回筑紫祭を開催しまし
た。今年のテーマは「HEART‐広がる心‐」。
沢山のお客様にお越しいただき大盛況でした。

第51回筑紫祭
11月26日、中学校・高等学校講堂にて、筑女
フィルハーモニー管弦楽団が記念すべき演奏
会を成功裏に終えました。

筑女フィル第10回記念定期演奏会

大学

学
園
の
話
題

子
育
て
お
役
立
ち
情
報

長崎市立福田小学校6年生 大学見学
9月6日、修学旅行中の長崎市立福田小学校の
6年生約100名が、大学見学にお越しになり、初
等教育コースの学生がアテンドを担当しました。
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ゆ
あ
ん

り
あ
ん

今回のテーマ

～保育のプロが母として感じていることは？～

『失敗から学ぶ子育て』 について

▶今後の予定  【  大学 】

開催内容日程 開催場所
入学式

前期開講

キャンパス説明会

オープンキャンパス

オープンキャンパス

福岡国際会議場

太宰府キャンパス

太宰府キャンパス

太宰府キャンパス

太宰府キャンパス

  4月  4日（火）

  4月10日（月）

  4月23日（日）

8月11日（金・祝）

  8月20日（日）

開催内容日程 開催場所

編入学試験
社会人特別入試
外国人留学生特別入試
海外帰国生特別入試

太宰府キャンパス  2月17日（金）

自己推薦入試 太宰府キャンパス  3月14日（火）

一般入試【後期日程】 太宰府キャンパス  3月12日（日）

卒業式（大）
修了式（院） 太宰府キャンパス  3月10日（金）

定期試験 太宰府キャンパス2月1日（水）～7日（火）
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え
、立
ち
止
ま
っ
て
子
育
て
を
見

直
す
き
っ
か
け
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。何
で
も
言
い
や
す
い

長
男
に
は
、つ
い
ス
ト
レ
ス
を
ぶ
つ

け
て
し
ま
っ
た
り
す
る
の
で
す

│
子
育
て
は
不
安
ば
か
り
。ほ

か
の
お
母
さ
ん
た
ち
や
先
生
方

が
立
派
に
見
え
て
、ま
す
ま
す
自

信
が
な
く
な
り
ま
す
。

　
昨
年
の
４
月
に
２
度
目
の
育

児
休
暇
を
終
え
て
幼
稚
園
に
復

帰
し
た
時
、保
護
者
の
方
々
が

｢

先
生
は
完
璧
な
子
育
て
で
し
ょ

う
ね｣

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。で

も
、そ
ん
な
こ
と
は
な
い
ん
で
す
。

家
で
は
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
子

育
て
を
し
て
い
ま
す
。

　
実
は
２
歳
の
次
男
が
ち
ゃ
ん

と
ご
飯
を
食
べ
て
く
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
最
近
の
こ
と
。保

育
園
か
ら
帰
る
と
１
時
間
は
泣

き
続
け
、や
っ
と
食
べ
終
わ
っ
た

と
思
っ
た
ら
全
部
吐
い
て
し
ま
う

…

。そ
ん
な
毎
日
で
し
た
。６
歳

違
い
の
長
男
が
育
て
や
す
か
っ
た

だ
け
に
戸
惑
い
が
大
き
く
、焦
っ

て
も
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。そ
ん

な
私
を
見
て
、あ
る
日
長
男
が

｢

僕
が
食
べ
さ
せ
よ
う
か
？｣

と

声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　
任
せ
て
み
た
ら
、ア
ン
パ
ン
マン

の
話
を
し
な
が
ら
笑
顔
で
差
し

出
さ
れ
た
食
事
を
次
男
が
パ
ク

パ
ク
食
べ
始
め
た
ん
で
す
。そ
の

様
子
を
見
て
ハ
ッ
と
し
ま
し
た
。

が
、気
を
つ
け
て
い
る
の
は
、悪
い

こ
と
を
し
た
と
思
っ
た
ら
ギ
ュ
ッ

と
抱
き
し
め
て
い
け
な
か
っ
た
と

こ
ろ
を
話
し
、｢

本
当
に
ご
め
ん

ね｣

と
そ
の
日
の
う
ち（
寝
る
前

な
ど
）に
謝
る
こ
と
。子
ど
も
だ

か
ら
と
い
っ
て
隠
し
た
り
、ご
ま

か
し
た
り
せ
ず
、反
省
し
て
い
る

こ
と
を
き
ち
ん
と
伝
え
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。そ
う
や
っ
て
、子

ど
も
と
一
緒
に
成
長
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
う
の
で
す
。

　
で
は
、ど
う
い
う
子
育
て
が
良

い
の
か
。親
も
子
ど
も
も
一
人
ひ

と
り
違
う
の
で
す
か
ら
、大
切
な

こ
と
も
違
っ
て
当
然
で
す
。時
に

は
情
報
に
耳
を
傾
け
、講
演
会

な
ど
に
も
足
を
運
ん
で
、自
分

と
子
ど
も
の
状
況
に
と
っ
て
良

い
と
思
え
る
こ
と
を
取
り
入
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。｢

あ
、

こ
れ
！｣

と
ピ
ン
と
き
た
こ
と
だ

け
で
十
分
で
す
。ま
た
、子
育
て

の
先
輩
に
話
を
聞
く
の
も
お
す

す
め
。｢

そ
ん
な
こ
と
で
悩
ま
な

く
て
い
い
よ
、大
丈
夫｣

と
言
っ
て

も
ら
え
る
こ
と
も
多
い
も
の
で

す
。

　
子
育
て
は
長
丁
場
で
す
。だ
か

ら
軌
道
修
正
は
可
能
で
す
。失

敗
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
自
分

を
責
め
過
ぎ
た
り
、ス
ト
イ
ッ
ク

に
な
ら
ず
、失
敗
か
ら
学
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。

石山 恭子教諭（養護）

今回
のお話当番

筑紫女学園中学校･高等学校を卒業後、
北里大学看護学科を経て

小児救急と小児がんの看護に従事。2004年より現職。

悪
い
と
こ
ろ
は
謝
っ
て

子
ど
も
と
一
緒
に
成
長
を

長
男
に
教
え
ら
れ
た

は
ず
だ
っ
た
の
に
、

再
び
ハ
ッ
と
す
る
こ
と
に

vol.9

幼稚園

人間形成において大事な幼児期。思わぬことの連続で、ご心配の保護者もいらっしゃることでしょう。
ここではそんな心配や不安を吹き飛ばし、“ほっと”していただけるようなお話をお届けします。

写真で見る筑女生の「今」

大学

各
校
・
幼
稚
園
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内「
新
着
情
報
」に「
Ｃ
Ｊ
フ
ォ
ト
ピ
ッ
ク
ス
」で
紹
介
し
た
情
報
の
詳
細
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。そ
ち
ら
も
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

詳
し
く
は
ウ
ェ
ブ
で
！

8
月
16
〜
31
日
、ネ
パ
ー
ル
の
学
校
を
訪
問
し
、教

育
支
援
活
動
と
し
て
、約
7,
8
0
0
点
の
文
房
具
の

手
渡
し
と
倒
壊
し
た
校
舎
の
再
建
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

11月27日、太宰府にある大学・短期大学が集まり、
合同フェスが行われました。筑女からは総勢約70名が
参加し、太宰府市民の方 と々ふれあいを持ちました。

キャンパスフェスタ

教員採用試験対策講座 夏休み強化合宿

9月20日、中国の広東省外語芸術職業学院、
上海杉達学院、台湾の中国文化大学からそれ
ぞれ2名が入学しました。

中国・台湾から交換留学生6名が入学
10月上旬より就職活動を控えた大学3年生向
けの就活ガイダンス（全12回）がスタートしまし
た。

大学3年生向け就活ガイダンス

CJ Topics

Webサイト情報

▲こちらからもアクセスできます ▲こちらからもアクセスできます

●大学「公式Facebookページ」
http://www.facebook.com/ChikushiJogakuenUniversity

●大学・現代社会学部「公式Facebookページ」
https://www.facebook.com/CJ.gensha

【大学】 【大学・現代社会学部】 『いやいやえん』
●中川李枝子 作／大村百合子 絵
福音館書店 刊／1,300円＋税

8月23～26日の3泊4日、宗像市グローバルア
リーナにて夏休み強化合宿2016を60名（初等
42名、中等18名）の参加により実施しました。

ネ
パ
ー
ル
大
地
震

復
興
教
育
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

読

9月20日、筑紫女学園高等学校の1年生約540
名を大学のキャンパスに招き、進路選択につい
て考える高大連携プログラムを実施しました。

高大連携プログラム

9月25日、灯明1万個の光で太宰府を幻想的
に照らし出す祭り「古都の光」の準備・実施に、
現代社会学部の学生が協力しました。

古都の光

10月29～30日、第51回筑紫祭を開催しまし
た。今年のテーマは「HEART‐広がる心‐」。
沢山のお客様にお越しいただき大盛況でした。

第51回筑紫祭
11月26日、中学校・高等学校講堂にて、筑女
フィルハーモニー管弦楽団が記念すべき演奏
会を成功裏に終えました。

筑女フィル第10回記念定期演奏会

大学

学
園
の
話
題

子
育
て
お
役
立
ち
情
報

長崎市立福田小学校6年生 大学見学
9月6日、修学旅行中の長崎市立福田小学校の
6年生約100名が、大学見学にお越しになり、初
等教育コースの学生がアテンドを担当しました。

14 CJ Report No.91 13CJ Report No.91

ゆ
あ
ん

り
あ
ん

今回のテーマ

～保育のプロが母として感じていることは？～

『失敗から学ぶ子育て』 について

▶今後の予定  【  大学 】

開催内容日程 開催場所
入学式

前期開講

キャンパス説明会

オープンキャンパス

オープンキャンパス

福岡国際会議場

太宰府キャンパス

太宰府キャンパス

太宰府キャンパス

太宰府キャンパス

  4月  4日（火）

  4月10日（月）

  4月23日（日）

8月11日（金・祝）

  8月20日（日）

開催内容日程 開催場所

編入学試験
社会人特別入試
外国人留学生特別入試
海外帰国生特別入試

太宰府キャンパス  2月17日（金）

自己推薦入試 太宰府キャンパス  3月14日（火）

一般入試【後期日程】 太宰府キャンパス  3月12日（日）

卒業式（大）
修了式（院） 太宰府キャンパス  3月10日（金）

定期試験 太宰府キャンパス2月1日（水）～7日（火）



写真で見る筑女生の「今」

高等学校・中学校

CJ Topics

写真で見る筑女生の「今」

幼稚園

8
月
24
日
、子
ど
も
達
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
夏
ま

つ
り
を
行
い
ま
し
た
。ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
や
軽
食
を
楽

し
み
、最
後
は
み
ん
な
で
盆
踊
り
を
踊
り
ま
し
た
。

夏
ま
つ
り

10
月
25
日
、九
電
記
念
体
育
館
に
て「
友
翔
〜
共
に

輝
く
今
を
〜
」を
テ
ー
マ
に
、体
育
祭
を
開
催
し
ま

し
た
。

12月15日、講堂にて各クラス代表者による弁
論と全クラスによる合唱の発表を行い、コン
クールを行いました。

1月8日、講堂にて新成人の卒業生と教員、約
160人が集合し、同窓会を兼ねたオリジナル成
人式を開催しました。

12月5日～9日、高校2年生が5つのコース（東
北・関東、関西、シンガポール、ハワイ、台湾）に
分かれて修学旅行に行きました。

中学校 弁論・コーラスコンクール 母校で成人式

10月7日、全校生徒を対象に講堂にて｢響き
ホール室内合奏団｣による演奏会を開催し、2部
ではコーラス部と吹奏楽部が共演を行いました。

芸術鑑賞会

高等学校 修学旅行
12月17日、もちつきを行いました。つくのに合
わせて「イッチ、ニー！イッチ、ニー！」と元気な声
が幼稚園中に響いていました。

8月29日、長い夏休みを終えて、子ども達が元
気に登園してきてくれました。久しぶりに登園
し、全員でみほとけ様におつとめを行いました。

もちつき
12月3日、一人ひとりが絵本の登場人物になりきっ
て、1つのお話を作りました。たくさんのお客さんを前
に、緊張した様子でしたが、みんなよく頑張りました!!

発表会（年中）

9月3日、年中さんのお父さん方に協力してもらい、そうめ
ん流しを行いました。幼稚園の裏山から切った大きな竹
を使い、子ども達は山盛りのそうめんを食べていました。

そうめん流し2学期始園式

11月1日、年長さんが育てたお米を使って、新
米パーティーを行いました。今日のお昼はご飯
とお味噌汁。お米の味は格別だったようです。

新米パーティー

12月10日、先生・お友達と一緒に作り上げた発表会。年長
さんならではの仕掛けや小道具も見ものでした。みんなで
一丸となり、とても立派な劇に仕上げることができました。

発表会（年長）

◀こちらからも
アクセスできます

Webサイト情報

●幼稚園ブログ「みてみて！げんきな筑女っ子」
http://www.chikushi.ac.jp/knd/blog/

各
校
・
幼
稚
園
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内「
新
着
情
報
」に「
Ｃ
Ｊ
フ
ォ
ト
ピ
ッ
ク
ス
」で
紹
介
し
た
情
報
の
詳
細
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。そ
ち
ら
も
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

詳
し
く
は
ウ
ェ
ブ
で
！

10月21日、雨が降る合間を使い、小戸公園に出
掛けました。どんぐりやまつぼっくり、秋の実を拾
い、幼稚園に戻ってみんなでお弁当を頂きました。

秋の遠足

10月1日、運動会を開催しました。子ども達は、
それぞれが思いっきり力を出し切り、思い出に
残る運動会になったと思います。

運動会

10月29日、年長さんは竹馬作りをしました。お家
の方に来てもらい、世界で1つだけの竹馬を作り
ます。子ども達もお手伝いをして、頑張りました。

竹馬作り（年長）

Webサイト情報

▲こちらからもアクセスできます ▲こちらからもアクセスできます

●中学校ブログ「筑女って!!」
http://www.chikushi.ac.jp/hsc/j/blog/

●高等学校ブログ「CJチャンネル」
http://www.chikushi.ac.jp/hsc/h/blog/

【中学校】 【高等学校】

中
学
校 

体
育
祭

学
園
の
話
題

高・中

幼稚園
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▶今後の予定  【  高等学校・中学校 】▶今後の予定  【  幼稚園 】

開催内容日程 開催場所
高等学校 前期入試

高等学校 後期入試

中学校 海外語学研修

高等学校 卒業式

高等学校 クラスマッチ

警固キャンパス

警固キャンパス

オーストラリア

警固キャンパス

警固キャンパス

開催内容日程 開催場所
修了式・終業式

入学式

高等学校 新入生研修

中学校 新入生研修

紫苑祭

警固キャンパス

警固キャンパス

玄海ロイヤルホテル

警固キャンパス

福岡県立社会教育
総合センター（篠栗）

  3月18日（土）

  4月  8日（土）

  4月中旬

  4月下旬

  5月下旬

開催内容日程 開催場所
年少 劇あそび会

涅槃会

年長 ミニコンサート

お別れパーティー

卒園式

幼稚園

幼稚園

幼稚園

幼稚園

幼稚園

開催内容日程 開催場所
終園式

始園式

入園式

歓迎遠足

花まつり

  3月21日（火）

  4月  7日（金）

  4月11日（火）

  5月  2日（火）

  5月12日（金）

  2月  4日（土）

  2月14日（火）

  2月28日（火）

  3月  8日（水）

  3月18日（土）

幼稚園

幼稚園

幼稚園

未定

幼稚園

  2月  3日（金）

2月11日（土・祝）

3月1日（水）～9日（木）

  3月  3日（金）

3月14日（火）・15日（水）

9月20日に高校1年生、11月11日に高校2年
生が本学園大学と連携をはかり、大学の講義
を体験しました。

高大連携プログラム
10月15日に高校第2回、10月29日･11月12
日に中学校第2･3回の見学会を開催しました。
生徒がガイド役となって行いました。

学校紹介・見学会

11月5日、中学2年生を対象に、講堂にて｢弁
護士｣や｢看護師｣など様々な分野で活躍され
ている方をお招きし、講演会を行いました。

中学校 職業を知ろう講演会
11月10日、父母教師会主催で保護者を対象に、｢こう
じ屋ウーマン｣としてご活躍の糀屋本店女将 浅利妙峰 
氏をお招きし、食についての講演会を開催しました。

11、12月に中学校2回・高校3回と、昼間の見
学会に来られない保護者向けの夜の入試説明
会を行いました。

Chikujo de Night説明会父母教師会講演会



写真で見る筑女生の「今」

高等学校・中学校
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写真で見る筑女生の「今」

幼稚園

8
月
24
日
、子
ど
も
達
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
夏
ま

つ
り
を
行
い
ま
し
た
。ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
や
軽
食
を
楽

し
み
、最
後
は
み
ん
な
で
盆
踊
り
を
踊
り
ま
し
た
。

夏
ま
つ
り

10
月
25
日
、九
電
記
念
体
育
館
に
て「
友
翔
〜
共
に

輝
く
今
を
〜
」を
テ
ー
マ
に
、体
育
祭
を
開
催
し
ま

し
た
。

12月15日、講堂にて各クラス代表者による弁
論と全クラスによる合唱の発表を行い、コン
クールを行いました。

1月8日、講堂にて新成人の卒業生と教員、約
160人が集合し、同窓会を兼ねたオリジナル成
人式を開催しました。

12月5日～9日、高校2年生が5つのコース（東
北・関東、関西、シンガポール、ハワイ、台湾）に
分かれて修学旅行に行きました。

中学校 弁論・コーラスコンクール 母校で成人式

10月7日、全校生徒を対象に講堂にて｢響き
ホール室内合奏団｣による演奏会を開催し、2部
ではコーラス部と吹奏楽部が共演を行いました。

芸術鑑賞会

高等学校 修学旅行
12月17日、もちつきを行いました。つくのに合
わせて「イッチ、ニー！イッチ、ニー！」と元気な声
が幼稚園中に響いていました。

8月29日、長い夏休みを終えて、子ども達が元
気に登園してきてくれました。久しぶりに登園
し、全員でみほとけ様におつとめを行いました。

もちつき
12月3日、一人ひとりが絵本の登場人物になりきっ
て、1つのお話を作りました。たくさんのお客さんを前
に、緊張した様子でしたが、みんなよく頑張りました!!

発表会（年中）

9月3日、年中さんのお父さん方に協力してもらい、そうめ
ん流しを行いました。幼稚園の裏山から切った大きな竹
を使い、子ども達は山盛りのそうめんを食べていました。

そうめん流し2学期始園式

11月1日、年長さんが育てたお米を使って、新
米パーティーを行いました。今日のお昼はご飯
とお味噌汁。お米の味は格別だったようです。

新米パーティー

12月10日、先生・お友達と一緒に作り上げた発表会。年長
さんならではの仕掛けや小道具も見ものでした。みんなで
一丸となり、とても立派な劇に仕上げることができました。

発表会（年長）

◀こちらからも
アクセスできます

Webサイト情報

●幼稚園ブログ「みてみて！げんきな筑女っ子」
http://www.chikushi.ac.jp/knd/blog/

各
校
・
幼
稚
園
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内「
新
着
情
報
」に「
Ｃ
Ｊ
フ
ォ
ト
ピ
ッ
ク
ス
」で
紹
介
し
た
情
報
の
詳
細
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。そ
ち
ら
も
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

詳
し
く
は
ウ
ェ
ブ
で
！

10月21日、雨が降る合間を使い、小戸公園に出
掛けました。どんぐりやまつぼっくり、秋の実を拾
い、幼稚園に戻ってみんなでお弁当を頂きました。

秋の遠足

10月1日、運動会を開催しました。子ども達は、
それぞれが思いっきり力を出し切り、思い出に
残る運動会になったと思います。

運動会

10月29日、年長さんは竹馬作りをしました。お家
の方に来てもらい、世界で1つだけの竹馬を作り
ます。子ども達もお手伝いをして、頑張りました。

竹馬作り（年長）

Webサイト情報

▲こちらからもアクセスできます ▲こちらからもアクセスできます

●中学校ブログ「筑女って!!」
http://www.chikushi.ac.jp/hsc/j/blog/

●高等学校ブログ「CJチャンネル」
http://www.chikushi.ac.jp/hsc/h/blog/

【中学校】 【高等学校】

中
学
校 

体
育
祭

学
園
の
話
題

高・中

幼稚園
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▶今後の予定  【  高等学校・中学校 】▶今後の予定  【  幼稚園 】

開催内容日程 開催場所
高等学校 前期入試

高等学校 後期入試

中学校 海外語学研修

高等学校 卒業式

高等学校 クラスマッチ

警固キャンパス

警固キャンパス

オーストラリア

警固キャンパス

警固キャンパス

開催内容日程 開催場所
修了式・終業式

入学式

高等学校 新入生研修

中学校 新入生研修

紫苑祭

警固キャンパス

警固キャンパス

玄海ロイヤルホテル

警固キャンパス

福岡県立社会教育
総合センター（篠栗）

  3月18日（土）

  4月  8日（土）

  4月中旬

  4月下旬

  5月下旬

開催内容日程 開催場所
年少 劇あそび会

涅槃会

年長 ミニコンサート

お別れパーティー

卒園式

幼稚園

幼稚園

幼稚園

幼稚園

幼稚園

開催内容日程 開催場所
終園式

始園式

入園式

歓迎遠足

花まつり

  3月21日（火）

  4月  7日（金）

  4月11日（火）

  5月  2日（火）

  5月12日（金）

  2月  4日（土）

  2月14日（火）

  2月28日（火）

  3月  8日（水）

  3月18日（土）

幼稚園

幼稚園

幼稚園

未定

幼稚園

  2月  3日（金）

2月11日（土・祝）

3月1日（水）～9日（木）

  3月  3日（金）

3月14日（火）・15日（水）

9月20日に高校1年生、11月11日に高校2年
生が本学園大学と連携をはかり、大学の講義
を体験しました。

高大連携プログラム
10月15日に高校第2回、10月29日･11月12
日に中学校第2･3回の見学会を開催しました。
生徒がガイド役となって行いました。

学校紹介・見学会

11月5日、中学2年生を対象に、講堂にて｢弁
護士｣や｢看護師｣など様々な分野で活躍され
ている方をお招きし、講演会を行いました。

中学校 職業を知ろう講演会
11月10日、父母教師会主催で保護者を対象に、｢こう
じ屋ウーマン｣としてご活躍の糀屋本店女将 浅利妙峰 
氏をお招きし、食についての講演会を開催しました。

11、12月に中学校2回・高校3回と、昼間の見
学会に来られない保護者向けの夜の入試説明
会を行いました。

Chikujo de Night説明会父母教師会講演会
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学
園
中
長
期
計
画「
筑
女
プ
ラ
ン
２
０
１
７
」

平
成
27
年
度
の
振
り
返
り
と
新
た
な「
筑
女
プ
ラ
ン
」作
成
に
向
け
た
準
備
へ

　
５
カ
年
を
１
周
期
と
し
た
学

園
中
長
期
計
画「
筑
女
プ
ラ
ン
２

０
１
７
」も
平
成
28
年
度
で
最
終

年
度
と
な
り
、そ
の
締
め
く
く
り

と
、新
た
な「
筑
女
プ
ラ
ン
」作
成

準
備
段
階
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、今
年
度
も
設
置
校
ご
と

に
、平
成
27
年
度
の
各
プ
ラ
ン
に

対
し
て
の
達
成
度
と
進
捗
状
況

を
検
証
、総
括
す
る
と
と
も
に
、

平
成
28
年
度
の
プ
ラ
ン
に
対
し

て
ロ
ー
リ
ン
グ（
修
正
・
見
直
し
）

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
度
の
学
園
全
体
に

お
け
る
筑
女
プ
ラ
ン
達
成
度
は

68
・
5
％
と
な
り
、前
年
度
の

69
・
9
％
か
ら
1.4
％
下
げ
る
状

況
と
な
り
ま
し
た
。

【
大
学・短
期
大
学
部
】

　
大
学
・
短
期
大
学
部
の
平
均

進
捗
率
は
91
・
4
％
と
な
り
、昨

年
度
の
85
・
7
％
、前
々
年
度
の

82・3
％
か
ら
順
調
に
達
成
度
の

伸
張
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　
最
重
要
課
題
で
あ
る「
教
育
の

充
実
」に
関
連
す
る
項
目
、及
び

学
生
支
援
体
制
構
築
に
向
け
た

項
目
に
つ
い
て
は
概
ね
高
い
達
成

度
を
得
ら
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

平
成
27
年
度
に
新
設
し
た「
学
習

支
援
セ
ン
タ
ー
」で
は
、補
完
学
習

の
場
と
し
て「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講

座
」の
開
講
や
学
修
に
関
す
る
相

談
体
制
を
整
備
し
順
調
な
ス

タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。ま
た
、平
成
27
年
度
か
ら
の

障
害
者
差
別
解
消
法
施
行
に
あ

た
り
、合
理
的
配
慮
準
備
委
員

会
を
設
置
し「
障
が
い
の
あ
る
学

生
に
対
す
る
支
援
ガ
イ
ド
」を
作

成
し
、こ
れ
ま
で
の
支
援
の
整
理

及
び
充
実
を
図
り
ま
し
た
。今
後

も
引
き
続
き
、合
理
的
配
慮
に
つ

い
て
専
門
部
署
を
設
け
る
な
ど

更
に
強
化
を
図
っ
て
行
き
ま
す
。

【
中
学
校・高
等
学
校
】

　
前
年
度
に
引
き
続
き
全
20
項

目
の
プ
ラ
ン
の
推
進
に
取
り
組

ん
だ
結
果
、平
均
達
成
度
が
79
・

0
％
と
、前
年
度
の
77
・
0
％
に

対
し
て
わ
ず
か
で
は
あ
り
ま
す

が
、こ
れ
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
特
に
女
子
教
育
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
の
40
％
か
ら
80
％
へ
と

大
き
く
前
進
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。本
校
の
女
子
教
育
の
体

系
化
及
び
６
年
間
も
し
く
は
３

年
間
を
見
通
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

整
備
を
行
い
、全
教
職
員
間
で
こ

れ
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
か
ら
、今
後
は
校
内
に
お
い

て
着
実
に
実
施
し
、受
験
者
へ
訴

求
す
る
た
め
の
よ
り
効
果
的
な

広
報
の
あ
り
方
の
検
討
と
実
施

を
課
題
と
し
て
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
不
易
と
流
行
の
観
点

で
時
代
の
変
化
や
国
・
地
域
の
動

き
を
捉
え
、機
動
的
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
サ
イ
ク
ル
を
意
識
し
な
が
ら
改

革
の
視
点
を
持
っ
て
教
育
と
広

報
の
充
実
を
図
っ
て
行
き
ま
す
。

【
附
属
幼
稚
園
】

　
前
年
度
に
内
容
を
19
項
目
か

ら
15
項
目
に
精
選
し
て
、引
き
続

き
実
施
し
た
結
果
、平
均
進
捗

率
が
、2.7
ポ
イ
ン
ト
増
の
86・7
％

と
、順
調
に
進
捗
率
を
伸
ば
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。か
な
り
の
項

目
に
つ
い
て
定
着
し
、進
捗
率
１

０
０
％
が
増
え
て
き
ま
し
た
。特

に
、宗
教
教
育
に
つ
い
て
は
、前
年

度
よ
り
、大
学
宗
育
部
の
先
生
方

と
合
議
し
た
結
果
、主
要
な
宗

教
行
事
や
始
園
式
、終
園
式
等

に
、年
間
15
回
程
度
導
師
と
し
て

出
席
し
、子
ど
も
た
ち
へ
法
話
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、方

向
性
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
学
園
で
唯
一
男
女
共
学
で
あ

る
幼
稚
園
の
女
子
教
育
に
つ
い

て
、保
育
方
針
や
目
指
す
園
児
像

を
具
体
化
し
、発
達
特
性
に
応
じ

た
男
女
の
よ
さ
を
指
導
す
る
こ

と
で
、指
導
の
立
場
を
明
確
に

し
、平
成
28
年
度
も
継
続
し
て
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

【
法
人
本
部
事
務
局
】

　
法
人
本
部
事
務
局
の
平
均
進

捗
率
は
54
・
7
％
と
な
り
、前
年

度
と
比
較
し
て
約
1
％
低
下
し

平
成
27
年
度
は

全
体
で
68
・
5
％
の
達
成

大
学
か
ら
幼
稚
園
ま
で

設
置
校
す
べ
て
が

過
年
度
を
上
回
る
進
捗
率

今
年
度
の
目
標「
戦
っ
て
全
国
大
会
入
賞
」を
達
成
し
て

「
女
子
第
28
回
全
国
高
等
学
校
駅
伝
競
走
大
会
」で
４
位
入
賞
！

高
等
学
校
陸
上
部
監
督
・
長
尾 

育
子

　
私
が
監
督
に
就
任
し
た
頃
の
チ
ー

ム
は
、人
数
も
少
な
く
、練
習
も
思
う

よ
う
に
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。ま

た
、私
自
身
も
指
導
者
と
し
て
慣
れ

な
い
部
分
が
多
く
、河
村
邦
彦
総
監

督
、高
倉
典
子
先
生
に
頼
り
な
が
ら
、

チ
ー
ム
の
立
て
直
し
を
進
め
て
き
ま
し

た
。そ
の
結
果
、「
ま
ず
は
九
州
大
会

出
場
！
」を
目
標
に
掲
げ
た
１
年
目

は
、奇
跡
の
勝
利
と
も
言
え
る
福
岡

県
大
会
で
の
優
勝
。県
代
表
と
し
て

出
場
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
の
、全

国
大
会
で
は
20
位
と
、本
校
と
し
て
は

過
去
最
低
順
位
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
経
験
を
経
た
２
年
目
。

目
標
と
し
て「
県
大
会
で
は
奇
跡
で

は
な
く
、実
力
で
優
勝
す
る
！
」「
全

国
大
会
で
は
戦
っ
て
８
位
以
内
入
賞
」

を
掲
げ
て
練
習
を
重
ね
た
結
果
、無

事
に
県
大
会
優
勝
を
果
た
し
、全
国

大
会
に
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
の
チ
ー
ム
は
、エ
ン
ト
リ
ー
メ

ン
バ
ー
８
人
中
５
人
が
１
年
生
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、全
国
大
会
と
い
う

こ
と
に
対
し
て
、か
な
り
の
緊
張
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。実
際
、大
会
前

に
は
調
子
が
上
が
ら
な
い
選
手
、故

障
で
走
れ
な
い
日
々
が
続
い
た
選
手

も
い
ま
し
た
が
、当
日
は
全
員
が
万

全
の
状
態
で
戦
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
１
区
・

田
咲
絵（
３
年
）が
ス

タ
ー
ト
直
後
に
転
倒
と
い
う
ア
ク
シ

デ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
が
、冷
静
に

挽
回
。２
区
・
堤
伶
奈（
１
年
）に
６

位
で
襷
を
繋
ぐ
と
、３
区
・
飯
島
理

子（
１
年
）、４
区
・

田
翔
子（
１

年
）の
１
年
生
ト
リ
オ

が
粘
り
の
走
り
を
見
せ

て
７
位
を
キ
ー
プ
。そ
し

て
、最
終
５
区
・
御
﨑
舞

（
２
年
）が
３
人
抜
き
と

大
健
闘
し
、４
位
で
の

ゴ
ー
ル
を
果
た
し
ま
し

た
。

　
今
回
も
た
く
さ
ん
の
方
に
応
援
い

た
だ
き
、支
え
ら
れ
て
こ
こ
ま
で
来

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。本
当
に
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
し
、選
手
も

そ
の
応
援
に
応
え
よ
う
と
し
っ
か
り

頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
私
が
就
任
し
て
か
ら
の
２
年
が
本

当
に
う
ま
く
い
き
す
ぎ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
は
、チ
ー
ム
の
土
台
を
し
っ

か
り
作
り
、ま
ず
は
全
国
大
会
常
連

校
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。そ
し

て
、全
国
で
の
入
賞
回
数
、さ
ら
に
最

終
的
に
は
、優
勝
回
数
を
増
や
せ
る

よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。今
後

も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
実
力
」で
勝
ち
取
っ
た

今
年
度
の
県
大
会
優
勝

粘
り
の
走
り
で
順
位
を
キ
ー
プ
し

ラ
ス
ト
で
３
人
抜
き

特別寄稿

ま
し
た
。

　
最
終
年
度
に
向
け
た
ラ
ス
ト

ス
パ
ー
ト
及
び
次
期
中
期
計
画

を
見
据
え
た
今
後
の
方
針
を
説

明
し
ま
す
。「
宗
教
教
育
」「
女
子

教
育
」「
社
会
貢
献
」に
つ
い
て
は

各
設
置
校
間
の
連
携
を
よ
り
深

め
協
働
に
よ
る
相
乗
効
果
を
図

り
た
い
と
思
い
ま
す
。「
施
設
・
設

備
」に
つ
い
て
は
太
宰
府
キ
ャ
ン

パ
ス
の
整
備
や
新
園
舎
の
建
て

替
え
を
は
じ
め
、当
学
園
の
ブ

ラ
ン
ディ
ン
グ
の
向
上
や
、学
生
・

生
徒
が
よ
り
学
び
や
す
い
環
境

を
整
備
す
る
こ
と
を
最
優
先
に

検
討
を
続
け
ま
す
。「
管
理
運

営
」に
つ
い
て
は
学
園
の
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
見
直
し
や
学
園
内
の
情

報
共
有
・コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

円
滑
化
に
努
め
ま
す
。「
財
務
」

に
つ
い
て
は
収
入
増
・
支
出
減
に

係
わ
る
具
体
的
か
つ
抜
本
的
な

改
善
計
画
を
立
て
、強
い
心
で

実
行
す
る
こ
と
で
学
園
の
財
務

体
質
の
改
善
を
目
指
し
ま
す
。

「
新
規
事
業
」に
つ
い
て
は
収
益

性
・
将
来
性
・
実
現
性
を
事
前

に
し
っ
か
り
と
検
証
し
、現
場
の

意
見
・
意
向
を
十
分
に
考
慮
し

な
が
ら
慎
重
に
進
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

◆
　
◆
　
◆

「
筑
女
プ
ラ
ン
２
０
１
７
」の
最

終
年
度
を
迎
え
、各
プ
ラ
ン
の
達

成
に
必
要
な
モ
ノ
を
見
極
め
る

と
と
も
に
、筑
紫
女
学
園
を
理

想
の
学
び
舎
と
す
べ
く
、新
た
な

「
筑
女
プ
ラ
ン
」へ
向
け
た
中
長

期
計
画
の
考
案
と
課
題
の
洗
い

出
し
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学 園

学
園
中
長
期
計
画
「
筑
女
プ
ラ
ン
２
０
１
７
」

合計 106施策平均達成度 68.5%

議論・打ち合わせ等の行動が全く行われていない。

達成度 評価指標

0％ 0施策

議論・打ち合わせ等の行動には着手したが、年度内に予定
していた計画の20％程度しか完了できていない。20％ 11施策

議論・打ち合わせ等の行動に着手し、年度内に予定していた
計画の40％程度が完了。40％ 9施策

予定していた計画の半分以上が完了し、成果指標に基づいた
検証を実施。60％ 10施策

予定していた計画がほぼ完了し、成果指標に基づいた検証
を実施。80％ 33施策

予定していた計画の全てが実施され、成果指標に基づいた
検証結果を踏まえて、次年度の計画に着手できる状態。100％ 43施策

昨年度
(平成27年度)の
達成度内訳

76
施
策

■ 進捗判断の基準と達成度内訳

■ 「筑女プラン2017」の進行イメージ

次期中期計画へ！

平成24（2012）年度　※『暫定版』実施

平成27（2015）年度

平成25（2013）年度

プランの追加・変更・
修正・具体化…

プランの追加・変更・
修正・具体化…

プランの追加・変更・
修正・具体化…

プランの追加・変更・
修正・具体化…

ゴール！
平成29（2017）年度

CJ Information

平成26（2014）年度

平成28（2016）年度

スタート！

❶5区の御﨑舞選手（2年）がトラック勝負を制し、4位でゴール。これまで23回出場のうち、17回目の入賞を
果たしました。❷スタート直後のアクシデントを跳ね返し、区間中間点では3位まで追い上げる力走を見せた
田咲絵選手（3年）。❸本校からは約150名の応援団が会場に駆けつけ、熱い声援を送りました。

チ
ー
ム
の
土
台
を
さ
ら
に
固
め

全
国
大
会
常
連
校
に

な
れ
る
よ
う
に…

❹
レ
ー
ス
後
の
報
告
会
で
は
、選
手
を
は
じ
め
、長
尾
監

督
、河
村
総
監
督
ら
の
健
闘
を
讃
え
ま
し
た（
写
真
最
右

は
小
柳
校
長
）。❺
報
告
会
後
の
懇
親
会
も
和
や
か
に
！

❶

❸ ❷

❺

❹

Result & Data

●大会結果（上位5校）

1時間07分24秒
1時間08分08秒
1時間08分14秒
1時間08分45秒
1時間08分47秒

1
2
3
4
5

薫英女学院（大阪）
西脇工（兵庫）
神村学園（鹿児島）
筑紫女学園（福岡）
成田（千葉）

記録順位 学校名（都道府県）

●本校の区間別記録

19分40秒
13分29秒
10分05秒
9分35秒
15分56秒

田 咲絵（3年）
堤　 伶奈（1年）
飯島 理子（1年）
辻田 翔子（1年）
御﨑 　舞（2年）

タイム

6位
11位
14位
11位
5位

区間順位

6位
7位
6位
7位
4位

総合順位区間（距離） 走者（学年）

1区（6.0km）
2区（4.0975km）
3区（3.0km）
4区（3.0km）
5区（5.0km）

▲表彰式を終えて。

た
す
き
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学
園
中
長
期
計
画「
筑
女
プ
ラ
ン
２
０
１
７
」

平
成
27
年
度
の
振
り
返
り
と
新
た
な「
筑
女
プ
ラ
ン
」作
成
に
向
け
た
準
備
へ

　
５
カ
年
を
１
周
期
と
し
た
学

園
中
長
期
計
画「
筑
女
プ
ラ
ン
２

０
１
７
」も
平
成
28
年
度
で
最
終

年
度
と
な
り
、そ
の
締
め
く
く
り

と
、新
た
な「
筑
女
プ
ラ
ン
」作
成

準
備
段
階
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、今
年
度
も
設
置
校
ご
と

に
、平
成
27
年
度
の
各
プ
ラ
ン
に

対
し
て
の
達
成
度
と
進
捗
状
況

を
検
証
、総
括
す
る
と
と
も
に
、

平
成
28
年
度
の
プ
ラ
ン
に
対
し

て
ロ
ー
リ
ン
グ（
修
正
・
見
直
し
）

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
度
の
学
園
全
体
に

お
け
る
筑
女
プ
ラ
ン
達
成
度
は

68
・
5
％
と
な
り
、前
年
度
の

69
・
9
％
か
ら
1.4
％
下
げ
る
状

況
と
な
り
ま
し
た
。

【
大
学・短
期
大
学
部
】

　
大
学
・
短
期
大
学
部
の
平
均

進
捗
率
は
91
・
4
％
と
な
り
、昨

年
度
の
85
・
7
％
、前
々
年
度
の

82・3
％
か
ら
順
調
に
達
成
度
の

伸
張
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　
最
重
要
課
題
で
あ
る「
教
育
の

充
実
」に
関
連
す
る
項
目
、及
び

学
生
支
援
体
制
構
築
に
向
け
た

項
目
に
つ
い
て
は
概
ね
高
い
達
成

度
を
得
ら
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

平
成
27
年
度
に
新
設
し
た「
学
習

支
援
セ
ン
タ
ー
」で
は
、補
完
学
習

の
場
と
し
て「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講

座
」の
開
講
や
学
修
に
関
す
る
相

談
体
制
を
整
備
し
順
調
な
ス

タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。ま
た
、平
成
27
年
度
か
ら
の

障
害
者
差
別
解
消
法
施
行
に
あ

た
り
、合
理
的
配
慮
準
備
委
員

会
を
設
置
し「
障
が
い
の
あ
る
学

生
に
対
す
る
支
援
ガ
イ
ド
」を
作

成
し
、こ
れ
ま
で
の
支
援
の
整
理

及
び
充
実
を
図
り
ま
し
た
。今
後

も
引
き
続
き
、合
理
的
配
慮
に
つ

い
て
専
門
部
署
を
設
け
る
な
ど

更
に
強
化
を
図
っ
て
行
き
ま
す
。

【
中
学
校・高
等
学
校
】

　
前
年
度
に
引
き
続
き
全
20
項

目
の
プ
ラ
ン
の
推
進
に
取
り
組

ん
だ
結
果
、平
均
達
成
度
が
79
・

0
％
と
、前
年
度
の
77
・
0
％
に

対
し
て
わ
ず
か
で
は
あ
り
ま
す

が
、こ
れ
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
特
に
女
子
教
育
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
の
40
％
か
ら
80
％
へ
と

大
き
く
前
進
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。本
校
の
女
子
教
育
の
体

系
化
及
び
６
年
間
も
し
く
は
３

年
間
を
見
通
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

整
備
を
行
い
、全
教
職
員
間
で
こ

れ
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
か
ら
、今
後
は
校
内
に
お
い

て
着
実
に
実
施
し
、受
験
者
へ
訴

求
す
る
た
め
の
よ
り
効
果
的
な

広
報
の
あ
り
方
の
検
討
と
実
施

を
課
題
と
し
て
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
不
易
と
流
行
の
観
点

で
時
代
の
変
化
や
国
・
地
域
の
動

き
を
捉
え
、機
動
的
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
サ
イ
ク
ル
を
意
識
し
な
が
ら
改

革
の
視
点
を
持
っ
て
教
育
と
広

報
の
充
実
を
図
っ
て
行
き
ま
す
。

【
附
属
幼
稚
園
】

　
前
年
度
に
内
容
を
19
項
目
か

ら
15
項
目
に
精
選
し
て
、引
き
続

き
実
施
し
た
結
果
、平
均
進
捗

率
が
、2.7
ポ
イ
ン
ト
増
の
86・7
％

と
、順
調
に
進
捗
率
を
伸
ば
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。か
な
り
の
項

目
に
つ
い
て
定
着
し
、進
捗
率
１

０
０
％
が
増
え
て
き
ま
し
た
。特

に
、宗
教
教
育
に
つ
い
て
は
、前
年

度
よ
り
、大
学
宗
育
部
の
先
生
方

と
合
議
し
た
結
果
、主
要
な
宗

教
行
事
や
始
園
式
、終
園
式
等

に
、年
間
15
回
程
度
導
師
と
し
て

出
席
し
、子
ど
も
た
ち
へ
法
話
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、方

向
性
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
学
園
で
唯
一
男
女
共
学
で
あ

る
幼
稚
園
の
女
子
教
育
に
つ
い

て
、保
育
方
針
や
目
指
す
園
児
像

を
具
体
化
し
、発
達
特
性
に
応
じ

た
男
女
の
よ
さ
を
指
導
す
る
こ

と
で
、指
導
の
立
場
を
明
確
に

し
、平
成
28
年
度
も
継
続
し
て
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

【
法
人
本
部
事
務
局
】

　
法
人
本
部
事
務
局
の
平
均
進

捗
率
は
54
・
7
％
と
な
り
、前
年

度
と
比
較
し
て
約
1
％
低
下
し

平
成
27
年
度
は

全
体
で
68
・
5
％
の
達
成

大
学
か
ら
幼
稚
園
ま
で

設
置
校
す
べ
て
が

過
年
度
を
上
回
る
進
捗
率

今
年
度
の
目
標「
戦
っ
て
全
国
大
会
入
賞
」を
達
成
し
て

「
女
子
第
28
回
全
国
高
等
学
校
駅
伝
競
走
大
会
」で
４
位
入
賞
！

高
等
学
校
陸
上
部
監
督
・
長
尾 

育
子

　
私
が
監
督
に
就
任
し
た
頃
の
チ
ー

ム
は
、人
数
も
少
な
く
、練
習
も
思
う

よ
う
に
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。ま

た
、私
自
身
も
指
導
者
と
し
て
慣
れ

な
い
部
分
が
多
く
、河
村
邦
彦
総
監

督
、高
倉
典
子
先
生
に
頼
り
な
が
ら
、

チ
ー
ム
の
立
て
直
し
を
進
め
て
き
ま
し

た
。そ
の
結
果
、「
ま
ず
は
九
州
大
会

出
場
！
」を
目
標
に
掲
げ
た
１
年
目

は
、奇
跡
の
勝
利
と
も
言
え
る
福
岡

県
大
会
で
の
優
勝
。県
代
表
と
し
て

出
場
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
の
、全

国
大
会
で
は
20
位
と
、本
校
と
し
て
は

過
去
最
低
順
位
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
経
験
を
経
た
２
年
目
。

目
標
と
し
て「
県
大
会
で
は
奇
跡
で

は
な
く
、実
力
で
優
勝
す
る
！
」「
全

国
大
会
で
は
戦
っ
て
８
位
以
内
入
賞
」

を
掲
げ
て
練
習
を
重
ね
た
結
果
、無

事
に
県
大
会
優
勝
を
果
た
し
、全
国

大
会
に
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
の
チ
ー
ム
は
、エ
ン
ト
リ
ー
メ

ン
バ
ー
８
人
中
５
人
が
１
年
生
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、全
国
大
会
と
い
う

こ
と
に
対
し
て
、か
な
り
の
緊
張
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。実
際
、大
会
前

に
は
調
子
が
上
が
ら
な
い
選
手
、故

障
で
走
れ
な
い
日
々
が
続
い
た
選
手

も
い
ま
し
た
が
、当
日
は
全
員
が
万

全
の
状
態
で
戦
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
１
区
・

田
咲
絵（
３
年
）が
ス

タ
ー
ト
直
後
に
転
倒
と
い
う
ア
ク
シ

デ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
が
、冷
静
に

挽
回
。２
区
・
堤
伶
奈（
１
年
）に
６

位
で
襷
を
繋
ぐ
と
、３
区
・
飯
島
理

子（
１
年
）、４
区
・

田
翔
子（
１

年
）の
１
年
生
ト
リ
オ

が
粘
り
の
走
り
を
見
せ

て
７
位
を
キ
ー
プ
。そ
し

て
、最
終
５
区
・
御
﨑
舞

（
２
年
）が
３
人
抜
き
と

大
健
闘
し
、４
位
で
の

ゴ
ー
ル
を
果
た
し
ま
し

た
。

　
今
回
も
た
く
さ
ん
の
方
に
応
援
い

た
だ
き
、支
え
ら
れ
て
こ
こ
ま
で
来

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。本
当
に
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
し
、選
手
も

そ
の
応
援
に
応
え
よ
う
と
し
っ
か
り

頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
私
が
就
任
し
て
か
ら
の
２
年
が
本

当
に
う
ま
く
い
き
す
ぎ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
は
、チ
ー
ム
の
土
台
を
し
っ

か
り
作
り
、ま
ず
は
全
国
大
会
常
連

校
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。そ
し

て
、全
国
で
の
入
賞
回
数
、さ
ら
に
最

終
的
に
は
、優
勝
回
数
を
増
や
せ
る

よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。今
後

も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
実
力
」で
勝
ち
取
っ
た

今
年
度
の
県
大
会
優
勝

粘
り
の
走
り
で
順
位
を
キ
ー
プ
し

ラ
ス
ト
で
３
人
抜
き

特別寄稿

ま
し
た
。

　
最
終
年
度
に
向
け
た
ラ
ス
ト

ス
パ
ー
ト
及
び
次
期
中
期
計
画

を
見
据
え
た
今
後
の
方
針
を
説

明
し
ま
す
。「
宗
教
教
育
」「
女
子

教
育
」「
社
会
貢
献
」に
つ
い
て
は

各
設
置
校
間
の
連
携
を
よ
り
深

め
協
働
に
よ
る
相
乗
効
果
を
図

り
た
い
と
思
い
ま
す
。「
施
設
・
設

備
」に
つ
い
て
は
太
宰
府
キ
ャ
ン

パ
ス
の
整
備
や
新
園
舎
の
建
て

替
え
を
は
じ
め
、当
学
園
の
ブ

ラ
ン
ディ
ン
グ
の
向
上
や
、学
生
・

生
徒
が
よ
り
学
び
や
す
い
環
境

を
整
備
す
る
こ
と
を
最
優
先
に

検
討
を
続
け
ま
す
。「
管
理
運

営
」に
つ
い
て
は
学
園
の
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
見
直
し
や
学
園
内
の
情

報
共
有
・コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

円
滑
化
に
努
め
ま
す
。「
財
務
」

に
つ
い
て
は
収
入
増
・
支
出
減
に

係
わ
る
具
体
的
か
つ
抜
本
的
な

改
善
計
画
を
立
て
、強
い
心
で

実
行
す
る
こ
と
で
学
園
の
財
務

体
質
の
改
善
を
目
指
し
ま
す
。

「
新
規
事
業
」に
つ
い
て
は
収
益

性
・
将
来
性
・
実
現
性
を
事
前

に
し
っ
か
り
と
検
証
し
、現
場
の

意
見
・
意
向
を
十
分
に
考
慮
し

な
が
ら
慎
重
に
進
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

◆
　
◆
　
◆

「
筑
女
プ
ラ
ン
２
０
１
７
」の
最

終
年
度
を
迎
え
、各
プ
ラ
ン
の
達

成
に
必
要
な
モ
ノ
を
見
極
め
る

と
と
も
に
、筑
紫
女
学
園
を
理

想
の
学
び
舎
と
す
べ
く
、新
た
な

「
筑
女
プ
ラ
ン
」へ
向
け
た
中
長

期
計
画
の
考
案
と
課
題
の
洗
い

出
し
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学 園

学
園
中
長
期
計
画
「
筑
女
プ
ラ
ン
２
０
１
７
」

合計 106施策平均達成度 68.5%

議論・打ち合わせ等の行動が全く行われていない。

達成度 評価指標

0％ 0施策

議論・打ち合わせ等の行動には着手したが、年度内に予定
していた計画の20％程度しか完了できていない。20％ 11施策

議論・打ち合わせ等の行動に着手し、年度内に予定していた
計画の40％程度が完了。40％ 9施策

予定していた計画の半分以上が完了し、成果指標に基づいた
検証を実施。60％ 10施策

予定していた計画がほぼ完了し、成果指標に基づいた検証
を実施。80％ 33施策

予定していた計画の全てが実施され、成果指標に基づいた
検証結果を踏まえて、次年度の計画に着手できる状態。100％ 43施策

昨年度
(平成27年度)の
達成度内訳

76
施
策

■ 進捗判断の基準と達成度内訳

■ 「筑女プラン2017」の進行イメージ

次期中期計画へ！

平成24（2012）年度　※『暫定版』実施

平成27（2015）年度

平成25（2013）年度

プランの追加・変更・
修正・具体化…

プランの追加・変更・
修正・具体化…

プランの追加・変更・
修正・具体化…

プランの追加・変更・
修正・具体化…

ゴール！
平成29（2017）年度

CJ Information

平成26（2014）年度

平成28（2016）年度

スタート！

❶5区の御﨑舞選手（2年）がトラック勝負を制し、4位でゴール。これまで23回出場のうち、17回目の入賞を
果たしました。❷スタート直後のアクシデントを跳ね返し、区間中間点では3位まで追い上げる力走を見せた
田咲絵選手（3年）。❸本校からは約150名の応援団が会場に駆けつけ、熱い声援を送りました。

チ
ー
ム
の
土
台
を
さ
ら
に
固
め

全
国
大
会
常
連
校
に

な
れ
る
よ
う
に…

❹
レ
ー
ス
後
の
報
告
会
で
は
、選
手
を
は
じ
め
、長
尾
監

督
、河
村
総
監
督
ら
の
健
闘
を
讃
え
ま
し
た（
写
真
最
右

は
小
柳
校
長
）。❺
報
告
会
後
の
懇
親
会
も
和
や
か
に
！

❶

❸ ❷

❺

❹

Result & Data

●大会結果（上位5校）

1時間07分24秒
1時間08分08秒
1時間08分14秒
1時間08分45秒
1時間08分47秒

1
2
3
4
5

薫英女学院（大阪）
西脇工（兵庫）
神村学園（鹿児島）
筑紫女学園（福岡）
成田（千葉）

記録順位 学校名（都道府県）

●本校の区間別記録

19分40秒
13分29秒
10分05秒
9分35秒
15分56秒

田 咲絵（3年）
堤　 伶奈（1年）
飯島 理子（1年）
辻田 翔子（1年）
御﨑 　舞（2年）

タイム

6位
11位
14位
11位
5位

区間順位

6位
7位
6位
7位
4位

総合順位区間（距離） 走者（学年）

1区（6.0km）
2区（4.0975km）
3区（3.0km）
4区（3.0km）
5区（5.0km）

▲表彰式を終えて。

た
す
き
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VO
C（
揮
発
性
有
機
化
合
物
）の
発
生
を
抑
制
す
る
植
物
油
イ
ン
キ

ベ
ジ
タ
ブ
ル
イ
ン
キ（
VEG

ETABLE O
IL IN

K）を
使
用
し
て
い
ま
す

http://www.chikushi .ac. jp
筑紫女学園
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筑
紫
女
学
園
か
ら
の
お
知
ら
せ

高・中

学 園

大学

幼稚園

特集
幼稚園

自由保育との違いは？ 卒園後の評価は？
現場の先生方に伺いました！

教えてください！
筑女幼稚園への
素朴な疑問14

筑紫女学園の2016年1月から12月におけるトピックスをピック
アップ。振り返れば、この１年も新たな取り組みや活躍した人々
など、いろんなことがありました。

※本誌『CJ Report』掲載記事以外の情報は、学園Webサイトより（http://www.chikushi.ac.jp）

プレイバック「筑紫女学園2016」
～本学園の“この１年”を振り返りました～

【凡例】 　＝大学　　＝短期大学部　　＝高等学校　　＝中学　　＝幼稚園大 短 高 中 幼

1月

年長 お茶会

幼

●30日
年長 
竹馬披露会

幼

●19日

▶これだけ
乗れたよ！
「竹馬披露会」。

▲宗教部の生徒たちによる雅楽演奏。

2月

年少 劇遊び会

幼●6日

●27日
ひなまつり茶会

高 中

●8日 大

全学礼拝（報恩講）

11月

5月

創立記念式典・宗祖降誕会・花まつり

幼● 13日
花まつり

● 7日

● 20～21日
紫苑祭

高 中

高 中

▲「CJ力～みんながヒロイン 未来は広いん?!」
　をテーマに開催した紫苑祭。

● 24日
年長 親子遠足

● 30日
年中 よもぎだんごパーティー

幼

幼

幼● 31日
年長 油山登山

幼

高

高

12月

修学旅行

●17日
お餅つき

●5～9日

●25日
女子第28回全国高等学校駅伝競走
大会出場、4位入賞

●20日・21日 幼

クラスマッチ

中

●1日
体育祭

高

●1日

●4日
みそ作り

幼

●8日
県人会主催 ソフトバンクホークス
試合観戦

大

年長 お泊り会

●29日～
サマー
語学研修

中

7月

▶青組優勝で
幕を閉じた
今年度の高
校体育祭。

▶アメリカ人
の 先 生 た
ちと楽しく
英 語 を学
びました。

▲石垣島で実施。サンゴ礁文化などへの
　学びを深めました。

● 19～22日
CJサマーキャンプ

大

● 11日
OPEN CAMPUS

大

8月

秋の遠足

幼

●25日
体育祭

中

●21日

●29日
竹馬づくり

幼

●29日・30日
第51回筑紫祭

大

10月

▲今年度の中学体育祭は黄ブロックが
　総合優勝を果たしました。

▲吉沢亮さんのトークショーも
　盛り上がった筑紫祭。

大 高

大

9月

そうめん流し

●20日
高大連携プログラム

●3日

●21日
9月卒業式・修了式

幼

▲多くの卒業生が参加し、当時を懐かしく
　振り返った一日。

6月

筑紫女学園短期大学50年の集い

短●11日

4月

入学式

大●5日

●8日
入学式

高 中

●13日
入園式

幼

●18日
保護者懇談会・後援会総会

幼

▲プール出しや花壇の整備などで
　ご協力いただきました。

●27日
お父さんの会（らいおん組）

幼

●13日
年少 給食参観

幼

▶自分たちで堀
ったたけのこ
で作ったたけ
のこごはんは
最高！

●14日
熊本地震
発生

●28日
たけのこ
ごはん
パーティー

幼

●15日
ジョヴァンニ・アレヴィ ピアノ演奏会

高 中

▶本学でも多く
の募金活動や
ボランティアに
携わりました。

筑
紫
女
学
園
か
ら
の

お
知
ら
せ

人
事

川
添
百
合
子

進
路
支
援
課

主
任

退
職

●
事
務
職
員

（
平
成
28
年
8
月
31
日
付
）

寄
付（
順
不
同
）

三
〇
、〇
〇
〇
円

金
額

（
教
育
活
動
の
補
助
と
し
て
）

　
福
岡
仏
教
讃
歌
の
会 

　
会
長
　
大
分 

哲
照 

様

●
寄
付
金

左
記
の
と
お
り
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

誌
上
、御
礼
と
ご
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

金
額

（
香
典
返
し
）

　
八
十 

幸
美 

様

●
学
園
奨
学
金

Professors’Works　～先生方の著作紹介～

●
吉
野 

嘉
高

　 （
大
学
／
現
代
社
会
学
科
教
授
）著

新潮社 刊／740円＋税
2016年3月発行

『
フ
ジ
テ
レ
ビ
は

　
な
ぜ
凋
落
し
た
の
か
』

●
時
里 

奉
明

　 （
大
学
／
日
本
語
・
日
本
文
学
科
教
授
）著

弦書房 刊／1,900円＋税
2016年3月発行

『
安
高
団
兵
衛
の
記
録
簿

│「
時
間
」と
競
争
し
た
あ
る
農
民
の
一
生
』

●
竹
熊 

真
波

　 （
大
学
／
ア
ジ
ア
文
化
学
科
教
授
）著

中川書店 刊／1,500円＋税
2016年3月発行

『
教
育
原
理

　
│
教
員
を
目
指
す
学
生
の
た
め
に
│
』

卒業式

高

●10日・11日
修了式・卒業式

大 短

●3日

●14日・15日
クラスマッチ

高

●16日
卒園式

幼

3月

▲最後の短期大学部卒業生を送り出しました。

●18日
終業式・修了式

高 中
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